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②
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③
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］

　
維
新後
、
旧
幕
臣
は
、
徳
川
家
に
従
い
静
岡
へ
移
住
す
る
か
、
新
政
府
に
仕
え
朝
臣
と
な
る
か
、
　
　
　
　
貸
人
」
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
御
貸
人
に
は
、
帰
参
し
た
降
伏
人
を
静
岡
藩
が
直
接
派
遣
し
た
場
合

帰
農
・
帰
商
す
る
か
と
い
う
選
択
を
迫
ら
れ
た
。
一
方
、
脱
走
・
抗
戦
と
い
う
第
四
の
選
択
肢
を
選
　
　
　
と
、
諸
藩
に
預
け
ら
れ
謹
慎
生
活
を
送
っ
て
い
た
降
伏
人
が
そ
の
ま
ま
現
地
で
採
用
さ
れ
た
場
合
と

んだ
者
も
い
た
。
箱
館
五
稜
郭
で
官
軍
に
降
伏
す
る
ま
で
戦
っ
た
彼
ら
の
中
に
は
、
洋
学
系
の
人
材
　
　
　
　
が
あ
っ
た
。

が豊
富
に
含
ま
れ
て
い
た
。
榎
本
武
揚
ら
幹
部
数
名
を
除
き
、
大
多
数
の
箱
館
戦
争
降
伏
人
は
明
治
　
　
　
　
　
一
方
、
剣
客
・
志
士
的
資
質
を
有
し
た
降
伏
人
の
中
に
は
、
敵
と
し
て
戦
っ
た
鹿
児
島
藩
に
率
先

三年
（
一
八
七
〇
）
ま
で
に
は
謹
慎
処
分
を
解
か
れ
、
静
岡
藩
に
帰
参
す
る
。
一
部
の
有
能
な
降
伏
　
　
　
遊
学
し
、
同
藩
の
質
実
剛
健
な
士
風
に
感
化
さ
れ
、
静
岡
藩
で
新
た
な
教
育
機
関
の
設
立
を
発
起
す

人
は
静
岡
・
沼
津
の
藩
校
等
に
採
用
さ
れ
た
が
、
「
人
減
ら
し
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
藩
の
内
　
　
　
　
る
動
き
も
現
れ
た
。
人
見
寧
が
静
岡
に
設
立
し
た
集
学
所
が
そ
れ
で
、
士
風
刷
新
を
目
指
し
、
文
武

情
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
者
は
一
代
限
り
の
藩
士
身
分
と
三
人
扶
持
と
い
う
最
低
の
扶
持
米
を
保
障
さ
　
　
　
両
道
を
教
え
る
と
と
も
に
、
他
藩
士
と
の
交
遊
も
重
視
し
た
。
鹿
児
島
藩
遊
学
と
そ
れ
が
も
た
ら
し

れる
こ
と
が
精
一
杯
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
集
学
所
は
、
藩
内
と
藩
内
外
で
の
横
の
交
流
や
自
己
修
養
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
り
、
洋
学
を
通

　
勝海
舟
は
、
箱
館
降
伏
人
の
う
ち
優
れ
た
人
物
を
選
び
、
明
治
政
府
へ
出
仕
さ
せ
た
り
、
他
藩
へ
　
　
　
じ
藩
や
国
家
に
役
立
つ
人
材
を
下
か
ら
上
へ
吸
い
上
げ
る
べ
く
創
ら
れ
た
静
岡
学
問
所
．
沼
津
兵
学

派
遣し
た
り
と
い
っ
た
方
法
で
、
藩
外
で
活
用
し
よ
う
と
し
た
。
降
伏
人
が
他
藩
の
教
育
・
軍
事
の
　
　
　
校
と
は
全
く
違
う
意
義
を
も
つ
も
の
だ
っ
た
。

指導
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
事
例
と
し
て
、
和
歌
山
・
津
山
・
名
古
屋
・
福
井
等
の
諸
藩
へ
の
「
御

4
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は
じ
め
に

　
明
治
初
年
の
静
岡
藩
（
明
治
二
年
六
月
以
前
は
駿
河
府
中
藩
と
称
す
べ
き
で
あ
る

が
本
稿
で
は
静
岡
藩
の
名
称
に
統
一
す
る
）
に
は
、
削
封
・
移
封
を
強
い
ら
れ
な
が

ら
膨
大
な
家
臣
団
を
維
持
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
で
生
じ
た
藩
体
制
解
体
の
先

駆

と
し
て
の
意
義
、
旧
幕
府
の
人
的
・
文
化
的
遺
産
を
明
治
国
家
へ
と
引
き
継
ぐ
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

継
点
と
し
て
の
意
義
、
と
い
う
二
重
の
意
義
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
静
岡
藩
は
、
死
し
た
旧
幕
府
の
遺
産
の
中
か
ら
、
残
す
べ
き
も
の
と
排
す
べ
き
も

の

と
の
選
択
を
早
急
に
迫
ら
れ
た
と
い
え
る
。
無
能
な
家
臣
団
を
整
理
し
、
有
能
な

人
材
を
少
数
選
び
残
す
と
い
う
こ
と
は
、
決
し
て
簡
単
で
は
な
か
っ
た
。
部
分
的
に

は
藩
政
へ
の
人
材
登
用
や
学
校
設
立
に
よ
る
人
材
育
成
と
い
っ
た
理
想
を
実
現
し
な

が

ら
も
、
結
局
、
無
禄
移
住
を
許
容
し
、
勤
番
組
と
い
う
名
の
無
役
の
家
臣
団
を
抱

え
続
け
る
破
目
に
な
っ
た
。
人
材
と
教
育
は
明
治
国
家
へ
の
贈
り
物
と
な
っ
た
反
面
、

過
重
な
家
臣
団
の
存
在
は
藩
体
制
を
解
体
す
る
方
向
を
導
き
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
成
功
し
た
文
化
面
で
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
静
岡
学
問
所
や
沼
津
兵
学
校
の
優
れ

た
人
材
や
進
ん
だ
教
育
内
容
、
教
育
制
度
が
研
究
さ
れ
、
紹
介
さ
れ
て
き
た
。
本
稿

で

は
、
静
岡
学
問
所
・
沼
津
兵
学
校
に
匹
敵
す
る
、
も
う
ひ
と
つ
の
旧
幕
府
の
人
材

群
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
箱
館
戦
争
参
加
者
に
つ
い
て
、
降
伏
・
帰
参
後
の
静
岡

藩
と
の
関
わ
り
を
、
藩
内
外
で
の
文
化
的
影
響
に
注
目
し
検
討
す
る
。

　

そ
れ
は
、
文
化
史
上
の
中
継
点
と
し
て
の
静
岡
藩
の
役
割
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る

事
実
確
認
を
重
ね
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
途
中
か
ら
藩
に
帰
属
す
る
こ
と
に

な
っ
た
「
余
分
な
存
在
」
で
も
あ
っ
た
彼
ら
を
め
ぐ
る
諸
事
実
は
、
藩
体
制
解
体
の

先
駆
と
し
て
の
静
岡
藩
の
意
義
を
も
合
わ
せ
て
確
認
さ
せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

0
駿
河
移
封
と
脱
走
者

　
慶

応
四
年
（
一
八
六
八
）
七
月
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
駿
河
表
召
連
候
家

　
　
（
2
）

来
姓
名
」
に
は
、
徳
川
家
が
家
臣
と
し
て
駿
河
へ
連
れ
て
行
く
べ
く
人
選
し
た
、
約

五

四
〇
〇
人
の
氏
名
・
肩
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
数
字
が
藩
の
役
職
に
就
け
る

者
の
数
で
あ
り
、
い
わ
ば
新
生
徳
川
家
が
必
要
と
し
た
家
臣
の
定
数
で
あ
っ
た
。

　
五
四

〇

〇

人
の
う
ち
、
行
財
政
・
家
政
関
係
の
役
職
を
除
く
、
約
三
〇
〇
〇
人
が

陸
軍
局
、
約
五
三
〇
人
が
海
軍
局
の
所
属
で
あ
り
、
静
岡
藩
で
は
養
う
べ
き
家
臣
団

の
う
ち
陸
海
軍
に
大
き
な
比
重
を
置
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
陸
軍
に
つ
い
て
は
、
旧

開
成
所
の
洋
学
者
を
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
沼
津
兵
学
校
を
設
立
、
士
官
の
養
成
を

始
め

る
と
と
も
に
、
一
般
の
兵
士
は
生
育
方
に
組
織
し
土
着
さ
せ
る
こ
と
で
兵
力
の

維
持
を
図
ろ
う
と
し
た
。

　
海
軍
に
つ
い
て
も
陸
軍
同
様
、
士
官
・
兵
員
と
艦
船
を
維
持
し
、
新
た
な
人
材
養

成
も
意
図
し
た
は
ず
で
あ
る
。
五
三
〇
人
は
、
海
軍
副
総
裁
榎
本
武
揚
以
下
か
ら
成

り
、
幕
府
が
心
血
を
注
い
で
育
ん
だ
海
軍
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
静
岡
に
移
す
は
ず

の

陣
容
だ
っ
た
。
榎
本
自
身
も
八
月
に
は
、
新
領
地
へ
同
行
す
べ
き
海
軍
関
係
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

名
簿
を
提
出
し
、
彼
ら
の
勤
続
を
希
望
し
て
い
る
。
し
か
し
八
月
十
九
日
の
榎
本
艦

隊
の
脱
走
に
よ
り
、
五
三
〇
人
の
静
岡
行
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

　
「
駿
河
表
召
連
候
家
来
姓
名
」
に
記
さ
れ
た
海
軍
局
所
属
者
の
人
数
五
三
〇
人
の

う
ち
、
人
名
が
明
記
さ
れ
た
の
は
二
三
一
名
で
あ
る
が
（
下
級
役
職
者
は
人
数
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

記

さ
れ
て
い
な
い
）
、
そ
の
う
ち
実
に
五
九
名
が
榎
本
艦
隊
脱
走
に
加
わ
っ
た
。
人

名
が
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
端
役
の
中
に
も
脱
走
者
が
い
た
と
推
測
す
れ
ば
、
そ
の
比

率
は
さ
ら
に
高
く
な
る
。
幹
部
級
の
う
ち
残
っ
た
の
は
、
肥
田
浜
五
郎
（
軍
艦
頭
）
・

福
岡
久
（
軍
艦
役
）
・
浜
口
英
幹
（
同
前
）
ら
だ
け
だ
っ
た
。
静
岡
藩
の
海
軍
局
維

持
の

目
論
見
は
見
事
に
外
れ
た
の
で
あ
る
。
陸
軍
の
沼
津
兵
学
校
で
教
鞭
を
執
る
こ

と
に
な
っ
た
赤
松
則
良
を
除
き
、
肥
田
ら
残
っ
た
海
軍
関
係
者
の
多
く
も
静
岡
で
は

48
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（
5
）

自
ら
の
仕
事
を
見
出
せ
ず
、
早
々
に
見
切
り
を
付
け
た
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
れ
だ
け
に
榎
本
艦
隊
の
脱
走
は
静
岡
藩
に
と
つ
て
は
痛
手
だ
っ
た
よ
う
に
見
え

る
が
、
必
ず
し
も
海
軍
が
不
可
欠
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
す
ぐ
に
わ
か
っ
た
。

一
藩
だ
け
で
海
軍
を
保
有
す
る
こ
と
が
無
駄
で
あ
る
こ
と
は
自
明
だ
っ
た
。
結
果
、

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
正
月
に
は
藩
が
計
画
し
て
い
た
清
水
港
へ
の
海
軍
学
校
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

置
計
画
が
中
止
さ
れ
た
ば
か
り
か
、
海
軍
関
係
者
の
運
送
方
・
航
運
方
へ
の
配
置
転

換
が
行
わ
れ
、
静
岡
藩
か
ら
海
軍
は
消
滅
し
た
。
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
三
月
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

点
で
の
藩
の
役
人
名
簿
「
静
岡
御
役
人
附
」
に
み
る
限
り
、
旧
海
軍
関
係
者
の
名
は
、

水
利
路
程
掛
（
福
岡
久
・
佐
々
倉
桐
太
郎
ら
）
と
航
運
方
（
桜
井
貞
蔵
・
関
川
伴
次

郎

ら
）
に
わ
ず
か
に
残
る
の
み
で
あ
る
。
海
軍
な
し
で
も
静
岡
藩
は
問
題
な
く
存
続

し
た
の
で
あ
る
。

　
以

上
、
静
岡
藩
に
と
っ
て
、
海
軍
幹
部
の
根
こ
そ
ぎ
脱
走
は
、
当
初
の
家
臣
団
編

制
に
大
き
な
変
更
を
強
い
た
が
、
藩
の
存
立
そ
の
も
の
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
は
な
か
っ
た
。
逆
に
藩
財
政
に
と
っ
て
は
好
都
合
な
、
艦
船
の
維
持
費
が
不
要
に

な
っ
た
こ
と
も
含
め
、
思
わ
ぬ
「
人
減
ら
し
」
効
果
を
も
た
ら
し
た
と
い
え
る
。

　
榎
本
艦
隊
脱
走
以
外
の
脱
走
抗
戦
者
の
発
生
も
同
様
の
結
果
を
生
ん
で
い
た
と
い

え
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
鳥
圭
介
・
沼
間
守
一
ら
関
東
・
東
北
で
官
軍
へ
の

抵
抗

を
続
け
た
旧
陸
軍
関
係
者
に
つ
い
て
は
、
当
初
か
ら
駿
河
へ
召
し
連
れ
る
べ
き

家
臣
か
ら
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
は
い
え
、
脱
走
者
す
べ
て
が
綺
麗
さ
っ
ぱ

り
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
中
に
は
戦
い
に
敗
れ
官
軍
の
捕
虜
と

な
り
東
京
へ
連
れ
戻
さ
れ
た
者
、
負
傷
し
た
り
脱
落
し
て
密
か
に
逃
げ
帰
っ
た
者
も

少

な
く
な
か
っ
た
。
徳
川
家
で
は
、
四
・
五
月
以
降
の
脱
走
続
発
や
彰
義
隊
戦
争
に

よ
っ
て
発
生
し
た
、
逃
亡
者
・
逮
捕
者
・
帰
参
者
ら
の
後
始
末
も
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
重
罪
者
は
官
軍
に
指
名
手
配
さ
れ
、
捕
ま
れ
ば
処
刑
さ
れ
、
拘
束
さ
れ
続
け
た
が
、

そ
う
で
な
い
者
は
そ
れ
ほ
ど
厳
し
い
追
及
を
受
け
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
逮
捕
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
者
も
釈
放
さ
れ
、
徳
川
家
に
引
き
渡
さ
れ
た
。
そ
れ
が
移
封
以
前
で
あ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

「
駿
河
表
召
連
候
家
来
姓
名
」
に
名
前
が
登
載
さ
れ
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
。

　
榎
本
脱
走
艦
隊
に
参
加
し
た
者
の
場
合
も
、
暴
風
雨
の
た
め
銚
子
沖
で
遭
難
し
た

美
加
保
丸
の
乗
組
み
者
の
よ
う
に
、
上
陸
後
江
戸
に
戻
り
、
官
軍
に
逮
捕
さ
れ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

潜
伏
し
た
者
で
も
、
や
が
て
赦
さ
れ
駿
河
へ
同
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、

新
政
府
の
穏
便
な
処
置
の
背
景
に
は
、
明
治
元
年
九
月
、
山
岡
鉄
舟
が
美
加
保
丸
乗

組
員
の
う
ち
東
京
で
自
訴
し
た
四
九
名
に
つ
い
て
、
彼
ら
は
＝
時
心
得
違
」
を
犯

し
た
だ
け
で
「
悔
悟
之
心
底
」
も
間
違
い
な
い
の
で
、
「
親
類
預
ケ
謹
慎
」
の
処
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

で

済
ま
し
て
く
れ
る
よ
う
嘆
願
し
た
ご
と
く
、
静
岡
藩
側
か
ら
の
働
き
か
け
も
あ
っ

た
。
勝
海
舟
も
、
美
加
保
丸
に
乗
っ
て
い
た
中
根
淑
・
片
山
直
人
の
駿
河
移
住
を
世

　
　
　
　
（
1
2
）

話
し
て
い
る
。
徳
川
家
で
は
脱
走
し
た
家
臣
を
簡
単
に
切
り
捨
て
る
こ
と
は
な
か
っ

た
と
い
え
る
。

　
江
原
素
六
は
沼
津
兵
学
校
設
立
の
中
心
と
な
り
、
中
根
淑
・
山
田
昌
邦
は
兵
学
校

教
授

に
就
任
す
る
。
関
東
・
東
北
で
官
軍
と
の
戦
闘
に
参
加
し
た
経
験
者
で
あ
っ
て

も
、
有
用
と
判
断
さ
れ
た
者
は
、
藩
の
役
職
に
任
命
さ
れ
た
。
静
岡
藩
は
、
戦
争
と

移
封
が
同
時
進
行
す
る
混
乱
し
た
状
況
下
、
新
政
府
側
の
緩
や
か
な
対
応
も
あ
り
、

家
臣
の
前
科
の
有
無
は
不
問
に
付
し
、
新
藩
で
の
人
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。

　
戊
辰
戦
争
が
進
む
中
、
さ
ら
に
降
伏
・
帰
参
者
の
数
は
増
え
て
い
く
。
榎
本
艦
隊

の
一
隻
成
臨
丸
は
暴
風
雨
に
痛
め
つ
け
ら
れ
た
後
、
九
月
二
日
駿
河
の
清
水
港
に
た

ど
り
着
く
が
、
そ
こ
で
官
軍
に
享
捕
さ
れ
、
乗
組
員
八
〇
名
余
は
十
月
二
日
駿
府
で

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

の
謹
慎
を
申
し
渡
さ
れ
た
。

　
九

月
に
は
会
津
藩
・
庄
内
藩
が
降
伏
、
東
北
を
転
戦
し
て
い
た
旧
幕
脱
走
軍
の
中

に
も
降
伏
す
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
十
月
二
十
四
日
、
会
津
・
仙
台
で
降
伏
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　

た
二
一
〇
名
余
が
千
住
宿
で
静
岡
藩
に
引
き
渡
さ
れ
た
。

　
榎
本
艦
隊
の
分
遣
隊
と
し
て
庄
内
藩
の
救
援
に
向
か
っ
た
二
隻
の
艦
船
の
う
ち
、

第
二
長
崎
丸
は
、
明
治
元
年
十
月
二
十
四
日
、
出
羽
国
飛
島
で
座
礁
、
沈
没
す
る
が
、

そ
の
乗
組
員
は
十
一
月
官
軍
と
な
っ
た
庄
内
藩
に
降
伏
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
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（
1
5
）

五

月
三
日
、
千
住
宿
で
静
岡
藩
に
引
き
渡
さ
れ
た
。
他
に
庄
内
藩
領
の
酒
田
で
は
遊

撃
隊
の
和
田
助
三
郎
・
梅
沢
敏
・
山
高
鋲
三
郎
ら
四
七
名
が
、
鶴
岡
で
は
三
名
が
降

　
　
　
（
1
6
）

伏
し
て
い
る
。

　
明
治
二
年
五
月
十
八
日
、
五
稜
郭
が
開
城
し
箱
館
戦
争
が
終
結
す
る
と
、
榎
本
ら

幹
部
数
名
は
東
京
に
護
送
さ
れ
軍
務
官
糾
問
所
に
禁
鋼
さ
れ
る
が
、
大
多
数
の
脱
走

軍
兵
士

は
青
森
・
弘
前
・
秋
田
等
を
経
て
、
函
館
に
再
度
移
送
さ
れ
、
明
治
三
年

（
一
八
七

〇
）
四
月
の
赦
免
、
静
岡
藩
引
き
渡
し
ま
で
同
地
に
拘
留
さ
れ
た
。
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

し
、
三
年
四
月
ま
で
函
館
に
い
た
の
は
五
〇
〇
余
名
（
う
ち
八
五
名
は
仙
台
藩
士
）
、

う
ち
五
月
静
岡
に
到
着
し
た
の
は
一
七
〇
名
、
東
京
へ
送
ら
れ
た
の
が
二
〇
〇
名
と

い
・
亙
が
、
そ
の
若
干
数
の
差
は
不
明
で
あ
る
。
現
地
で
釈
放
さ
れ
同
地
に
留
ま
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

者
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

②
降
伏
人
の
受
け
入
れ

　
三

〇
〇
〇
名
を
越
え
た
と
い
わ
れ
る
箱
館
の
榎
本
軍
将
兵
で
あ
る
が
、
戦
後
兵
部

省
が
、
降
伏
し
た
彼
ら
の
食
料
確
保
、
開
拓
に
従
事
さ
せ
る
計
画
、
東
京
へ
の
移
送

と
い
っ
た
諸
問
題
に
つ
い
て
言
及
し
た
公
文
書
で
は
、
二
三
〇
〇
名
と
い
う
人
数
に

　
　
　
（
2
0
）

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
三
年
四
月
時
点
で
函
館
に
留
置
さ
れ
て

い

た
の
は
五
〇
〇
名
余
だ
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
、
三
年
二
月
時
点
で
、
す
で
に
函
館

を
離
れ
、
諸
藩
に
預
け
ら
れ
て
い
た
四
一
五
名
と
、
静
岡
藩
に
引
き
取
ら
れ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

一
四

〇

名
が
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
他
に
加
算
す
べ
き
仙
台
・
会
津
・
南

部
・
岡
崎
・
高
田
藩
士
な
ど
旧
幕
臣
以
外
の
人
数
や
戦
死
者
数
を
考
慮
し
て
も
、
明

治
三
年
時
点
で
の
旧
幕
臣
降
伏
人
の
合
計
数
は
、
か
な
り
少
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

こ
こ
で
は
そ
の
数
字
に
つ
い
て
深
く
詮
索
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
士
官
で
は
な
い
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

卒
や
軍
夫
ら
は
早
々
に
放
免
さ
れ
た
ら
し
く
、
そ
の
分
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な

い
。

　
明
治
二
年
十
月
二
十
四
日
、
箱
館
降
伏
人
の
う
ち
静
岡
・
仙
台
両
藩
籍
の
者
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

い
て

は
、
当
分
函
館
に
据
え
置
く
と
い
う
方
針
が
出
さ
れ
て
い
た
た
め
、
同
年
中
に

静
岡
藩
で
は
箱
館
降
伏
人
を
め
ぐ
る
目
立
っ
た
動
き
は
な
か
っ
た
。
九
月
、
榎
本
武

揚
の
母
が
、
東
京
糾
問
所
に
拘
禁
中
の
息
子
へ
の
面
会
を
、
静
岡
藩
公
用
人
を
通
じ

　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

て

兵
部
省
に
嘆
願
し
た
と
い
っ
た
程
度
で
あ
る
。

　

む
し
ろ
、
藩
内
で
は
箱
館
戦
争
以
前
の
降
伏
人
・
謹
慎
者
の
処
置
を
め
ぐ
る
対
応

が
見
ら
れ
た
。
明
治
元
年
十
二
月
十
九
日
に
は
成
臨
丸
船
将
小
林
一
知
（
文
次
郎
）

が
赦
免

さ
れ
た
の
に
合
わ
せ
、
他
の
成
臨
丸
乗
組
員
や
美
加
保
丸
謹
慎
者
の
赦
免
を

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

弁
事
御
役
所
に
願
い
出
た
。
ま
た
、
二
年
二
月
二
十
二
日
に
は
元
彰
義
隊
で
自
訴
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

た

者
の
三
等
勤
番
組
へ
の
編
入
を
決
め
た
ほ
か
、
三
月
に
は
前
年
五
月
の
箱
根
戦
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

に
加
わ
っ
た
元
駿
府
勤
番
脱
走
者
の
帰
参
願
い
を
受
け
付
け
た
。

　
表
1
は
、
遠
江
国
相
良
に
割
り
付
け
ら
れ
た
勤
番
組
士
族
の
履
歴
明
細
短
冊
六
一

　
（
2
8
）

一
枚
か

ら
拾
い
上
げ
た
戊
辰
戦
争
降
伏
人
の
一
覧
で
あ
る
が
、
明
治
三
年
（
一
八
七

〇
）
に
入
る
ま
で
は
彰
義
隊
参
加
者
や
奥
州
で
の
降
伏
者
が
五
月
雨
式
に
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
た
よ
う
す
が
う
か
が
え
る
。

　

個
々
の
ケ
ー
ス
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
元
彰
義
隊
士
の
場
合
、
多
く
は
元
年
十

一
月
に
謹
慎
が
解
け
、
一
旦
小
普
請
に
入
れ
ら
れ
、
二
年
に
な
り
三
等
勤
番
組
に
編

入

さ
れ
た
よ
う
だ
。
沼
津
勤
番
組
（
十
八
番
頬
）
か
ら
開
墾
方
（
牧
之
原
）
を
経
て

相
良
勤
番
組
に
入
っ
た
者
は
、
大
谷
内
龍
五
郎
を
首
領
と
し
団
結
を
維
持
し
た
元
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

義
隊
士
の
足
取
り
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
大
谷
内
の
グ
ル
ー
プ
は
例
外
で
あ
り
、

元
彰
義
隊
が
集
団
と
し
て
の
存
続
を
許
さ
れ
た
は
ず
は
な
く
、
多
く
の
者
は
個
々
バ

ラ
バ
ラ
に
さ
れ
各
地
に
割
り
付
け
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
表
1
か
ら
は
、
美
加
保
丸
乗
組
員
が
駿
府
城
内
で
謹
慎
し
て
い
た
こ
と
、
会
津
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

降
伏
し
た
者
が
田
中
城
で
謹
慎
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
美
加
保
丸
乗
組
員
は
元

年
十
二
月
に
謹
慎
が
解
か
れ
た
よ
う
で
、
前
掲
註
（
2
5
）
の
史
料
と
符
合
す
る
。
会
津

降
伏
者
は
二
年
正
月
に
謹
慎
処
分
が
解
除
さ
れ
た
。

　

明
治
三
年
（
一
七
七
〇
）
に
入
る
と
箱
館
戦
争
降
伏
人
の
引
き
渡
し
が
始
ま
る
。

二
月
九
日
、
兵
部
省
か
ら
静
岡
藩
に
対
し
て
、
そ
れ
ま
で
各
藩
に
分
散
し
て
預
け
ら
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［箱館戦争降伏人と静岡藩］・一・樋口雄彦

表1　相良勤番組士族明細短冊にみる脱走帰参者

氏　名 脱走時期 降伏時期 降伏場所 謹　慎　時　期 謹慎場所 帰参後役職・身分

相沢安平 慶応4年彰義隊 三等勤番組（明治元年12月29日）

岩田源吾 慶応4年彰義隊 （上野戦争後） ？ ？～明治元年11月24日 東京 沼津勤番組→開墾方

小野安太郎 慶応4年彰義隊 （上野戦争後） （潜伏）
～明治元年9月静岡移住 三等勤番組（明治2年6月10日）

片柳東 慶応4年彰義隊 （上野戦争後）
～明治元年11月24日 沼津勤番組→開墾方

加藤郷三郎 慶応4年彰義隊 ？ ？ （明治元年11月～2年10月） （小浜藩） 小浜藩御貸人か・三等勤番組

加藤十吉 慶応4年彰義隊 （上野戦争後）
～ 明治元年11月 沼津勤番組→開墾方

（新開儀三郎） 慶応4年彰義隊 （慶応4年5月15日上野で戦死） 明治4年2月21日弟義郎家督

竹沢鎗一 慶応4年彰義隊 （上野戦争後）
～明治2年6月8日 下総行徳 三等勤番組（明治2年6月19日）

殿村義親 慶応4年彰義隊 三等勤番組（明治2年10月）

丹羽新吉郎 慶応4年彰義隊 （上野戦争後）
～明治2年11月5日 三等勤番組（明治2年11月5日）

藤田寛三 慶応4年彰義隊 （明治元年11月24日彰義隊御免） 沼津勤番組→開墾方

宮本周期 慶応4年彰義隊 沼津→開墾方

村上篤郎 慶応4年彰義隊 ～明治2年3月4日 沼津勤番組→開墾方

飯塚勝雄 慶応4年4月3日 （上総） ？～明治2年2月1日 水戸 三等勤番組（明治2年11月11日）

大森半四郎 ？ ？ ？ 明治元年閏4月ユ4日～2年2月1日 水戸 三等勤番組（明治2年10月14日）

（菰田元次） 慶応4年4月 （水戸へ脱走、行方知れず） 明治元年11月息子幸太郎苗跡

遠藤新吉郎 慶応4年8月6日 （美加保丸乗組） 三等勤番組（明治2年10月14日）

平岡弥 慶応4年8月10日 （美加保丸乗組）
～ 明治元年12月28日 駿府城内 三等勤番組

村越三造 慶応4年彰義隊 （美加保丸乗組） ～明治元年12月 駿府城内 三等勤番組（明治元年12月）

井上義三 慶応4年4月14日 明治元年10月 会津 明治元年11月1日～2年正月 田中城 三等勤番組・相良小学校教授方

友部平四郎 慶応4年4月11日 明治元年9月22日 会津 明治元年11月1日～2年正月20日 田中城 三等勤番組・世話役介

松山善蔵 慶応4年4月11日 明治元年9月23日 会津 ～明治2年正月20日 田中城 三等勤番組（明治2年正月20日）

宮川愛造 慶応4年4月 明治元年9月 仙台 明治元年11月～2年正月20日 田中城 三等勤番組（明治2年正月20日）

小高与四郎 慶応4年6月 明治元年9月 奥州寒沢 ～明治元年12月17日 東京 三等勤番組

金井国雄 慶応4年7月10日 （奥州） 明治元年10月12日～2年正月8日 米沢藩邸 三等勤番組（明治3年正月10日）

足立忠司 慶応4年8月19日 明治2年5月18日 箱館 ～明治3年4月10日 弘前藩 三等勤番組（明治3年5月5日）

浮洲鶴一郎 慶応4年8月19日 明治2年5月18日 箱館 ～明治3年4月10日 弘前藩 三等勤番組（明治3年5月5日）

卜部徳治郎 慶応4年7月24日 明治2年5月18日 箱館 ～明治3年4月10日 箱館 三等勤番組（明治3年5月3日）

太田忠次郎 慶応4年8月19日 明治2年5月18日 箱館 ～明治3年4月10日 三等勤番組（明治3年6月12日）

大浜十蔵 慶応4年4月11日 明治2年5月17日 箱館 明治2年9月16日～3年3月11日 蓮池藩 三等勤番組（明治3年4月12日）

小野嘉吉郎 慶応4年8月1日 明治2年5月19日 箱館 箱館 三等勤番組（明治2年4月17日）

金沢弥太郎 慶応4年8月19日 明治2年5月18日 箱館 ～ 明治3年4月10日 弘前藩 三等勤番組（明治3年5月5日）

（近藤又三郎） 慶応4年8月 （明治元年10月25日箱館で戦死） 明治3年11月8日弟駒次郎家督

（酒井兼三郎） （箱館で戦死） 明治2年10月23日息子源太郎跡式

清水直三郎 慶応4年3月5日 明治2年5月18日 箱館 ～明治3年4月10日 弘前藩 三等勤番組（明治3年5月5日）

須藤健造 慶応4年8月19日 明治2年5月18日 箱館 ～明治3年4月10日 弘前藩 三等勤番組（明治3年5月5日）

関口恒八郎 慶応4年7月 明治2年5月 箱館 ～明治3年4月 三等勤番組（明治3年5月）

高岡鎗太郎 慶応4年8月19日 明治2年5月 箱館 ～明治3年2月19日 佐賀藩 三等勤番組（明治3年4月16日）

竹本志津馬 慶応4年6月3日 明治2年 箱館 ～ 明治3年4月11日 三等勤番組

林倫平 慶応4年8月19日 明治2年5月18日 箱館 ～明治3年4月10日 弘前 三等勤番組（明治3年5月5日）

堀米録三郎 慶応4年4月10日 明治2年5月18日 箱館 ～明治3年4月18日、5月3日引渡 箱館 三等勤番組

宮本四郎次郎 慶応4年8月 明治2年5月 箱館 ～明治3年4月 三等勤番組（明治3年5月5日）

「遠江国相良勤番組士族名簿」（相良町郷土史料館所蔵）より作成。彰義隊参加者の場合は脱走・帰参者とはいえない場合もあるが、含めた。原史料に記

載されていない事項は、推測可能であっても記さなかった。人名の配列は、おおよそ上野戦争・東北戦争・箱館戦争という時系列によった。
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れ
て

い

た
降
伏
人
を
下
げ
渡
す
べ
き
旨
が
達
せ
ら
れ
、
十
六
日
か
ら
十
七
日
に
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

て
、
五
三
藩
か
ら
四
一
五
名
が
引
き
取
ら
れ
た
。

　
二
月
、
開
拓
使
は
弁
官
に
対
し
、
兵
部
省
が
拘
禁
し
て
い
た
函
館
在
留
の
降
伏
人

五
〇
〇

名
に
つ
い
て
、
開
墾
に
率
先
従
事
す
る
よ
う
な
意
欲
も
な
く
、
家
族
同
伴
で

も
な
い
た
め
、
免
囚
後
も
こ
の
ま
ま
残
留
さ
せ
た
ら
一
般
人
民
に
対
し
て
か
え
っ
て

迷
惑
に
も
な
る
た
め
、
当
初
見
込
ん
で
い
た
開
拓
事
業
へ
の
投
入
は
取
り
や
め
、
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

属
の
藩
へ
引
き
渡
す
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
伺
い
を
立
て
た
。
結
果
、
す
べ
て
の
降

伏
人

が
静
岡
藩
に
引
き
渡
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
静

岡
藩
か
ら
降
伏
人
受
け
取
り
の
た
め
、
関
口
隆
吉
（
艮
輔
）
・
中
山
信
安
（
修

三
）
・
海
老
原
和
一
（
庫
次
郎
）
・
下
山
一
敬
（
蓬
吉
）
・
橋
爪
義
央
（
昇
一
郎
）
の

五
名
が
出
張
、
四
月
二
日
に
函
館
に
到
着
し
た
。
十
日
に
は
兵
部
省
官
吏
に
よ
っ
て

寛
典
の
御
沙
汰
が
言
い
渡
さ
れ
、
獄
中
の
一
同
に
は
、
藩
主
か
ら
賜
っ
た
酒
五
樽
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

鶏
卵
百
、
鼻
紙
料
が
下
さ
れ
た
。
十
五
日
に
は
長
鯨
丸
で
函
館
を
出
航
し
た
。
十
八

日
、
越
後
寺
泊
に
上
陸
、
こ
こ
で
一
行
は
二
隊
に
分
か
れ
、
一
隊
は
下
山
・
橋
爪
が

引
率
し
静
岡
へ
、
も
う
一
隊
は
関
口
・
中
山
・
海
老
原
が
引
率
し
東
京
へ
向
か
っ
た
。

東
京
行
き
の
降
伏
者
は
、
父
兄
が
朝
臣
と
な
っ
て
い
た
者
、
も
し
く
は
帰
農
商
し
て

い

た
者
だ
っ
た
。
前
述
の
通
り
、
静
岡
組
は
一
七
〇
人
、
東
京
組
は
二
〇
〇
人
だ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

た
ら
し
い
。
静
岡
へ
の
到
着
は
五
月
三
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
寺
泊
か
ら
静
岡
へ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

柏
崎
・
高
田
・
善
光
寺
・
下
諏
訪
・
韮
崎
・
鰍
沢
等
を
経
由
す
る
ル
ー
ト
だ
っ
た
。

　
静

岡
に
着
い
た
一
七
〇
名
の
多
く
が
、
五
月
五
日
に
は
「
其
身
一
代
」
の
召
抱
え

と
な
り
三
等
勤
番
組
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
は
、
表
1
か
ら
も
わ
か
る
。
静
岡
藩
士
の

扶
持
米
に
は
一
〇
人
扶
持
か
ら
三
人
扶
持
ま
で
七
段
階
あ
っ
た
が
、
最
低
レ
ベ
ル
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

三
人

扶
持

は
復
籍
者
に
限
ら
れ
た
。
表
1
作
成
に
利
用
し
た
相
良
勤
番
組
士
族
の
履

歴
明
細
短
冊
か
ら
も
そ
の
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
が
、
十
月
に
は
元
高
に
応
じ
た
増

扶
持
を
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
三
人
扶
持
が
い
か
に
「
情
け
な
い
」
も
の
で
あ
っ
た
か

に
つ
い
て
は
、
降
伏
帰
参
後
静
岡
に
割
り
付
け
ら
れ
た
元
幡
龍
丸
機
関
長
加
藤
械
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

（源
太
郎
）
の
娘
が
語
り
伝
え
て
い
る
。
な
お
、
た
ま
た
ま
相
良
に
つ
い
て
は
一
五

名
の
降
伏
人
が
割
り
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
他
の
百
数
十
名
が
ど
の
よ
う

な
方
針
に
基
づ
き
ど
こ
に
何
人
配
さ
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　
諸
藩
か
ら
受
け
取
っ
た
四
一
五
名
、
函
館
か
ら
来
た
一
七
〇
名
、
合
わ
せ
て
も
六

〇

〇

名
に
足
り
な
い
が
、
た
ぶ
ん
静
岡
藩
が
引
き
受
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
箱
館
降

伏
人
の

総
数

は
最
終
的
に
そ
れ
を
越
え
た
と
思
わ
れ
る
。
寺
泊
か
ら
東
京
へ
行
っ
た

二
〇

〇

名
全
員
と
縁
が
切
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
箱
館
脱
走
者
に

限

ら
ず
、
朝
臣
に
な
っ
た
り
、
帰
農
商
し
た
旧
幕
臣
の
中
に
は
、
静
岡
藩
へ
の
帰
参

を
願
い
出
た
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
静
岡
藩
士
の
総
数
に
つ
い
て
、
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）
時
点
で
の
復
籍
者
総
数
と
旧
臣
離
脱
者
中
の
復
籍
者
と
の
差
、
約
八
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

○
名
が
脱
走
者
の
復
籍
者
か
脱
走
者
の
家
名
相
続
者
だ
っ
た
と
す
る
考
察
が
あ
る
が
、

寺
泊
か
ら
東
京
へ
向
か
っ
た
二
〇
〇
名
の
う
ち
そ
の
後
復
籍
し
た
者
が
あ
っ
た
と
す

る
と
、
そ
れ
は
旧
臣
離
脱
者
に
相
当
す
る
た
め
、
八
三
〇
名
に
は
含
ま
れ
な
い
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
箱
館
降
伏
人
以
前
の
会
津
・
仙
台
等
で
の
降
伏
者
を
含

め

れ

ば
、
八
三
〇
名
と
い
う
数
字
は
決
し
て
的
外
れ
な
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
静
岡
藩
は
、
無
禄
移
住
を
容
認
し
た
上
、
次
々
に
新
た
な
脱
走
降
伏
人
を
も
引

き
受
け
た
た
め
、
当
初
の
「
駿
河
表
召
連
候
家
来
姓
名
」
を
は
る
か
に
越
え
る
数
の

家
臣
を
余
計
に
抱
え
る
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

③
降
伏
人
の
登
用

　
箱
館
戦
争
以
前
の
撒
兵
隊
・
美
加
保
丸
な
ど
の
脱
走
・
謹
慎
者
の
中
か
ら
沼
津
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

学
校
等
に
採
用
さ
れ
た
者
が
出
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
石
橋
俊
勝
（
竹
原
平
次
郎
）
、

　
　
　
　
（
4
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
　
　
　
　
　
（
4
3
）

三
浦
換
（
文
卿
）
、
小
林
重
賢
（
文
周
）
、
須
藤
時
一
郎
、
名
倉
知
文
な
ど
、
沼
津
・

静
岡
で
は
、
そ
の
後
も
東
北
の
戦
場
か
ら
帰
っ
て
き
た
降
伏
人
が
順
次
採
用
さ
れ
て

い

る
。
で
は
、
明
治
三
年
段
階
で
帰
藩
し
て
く
る
箱
館
戦
争
降
伏
人
の
場
合
、
藩
へ

の

登

用
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
榎
本
・
大
鳥
ら
幹
部
連
中
は
東
京
の
獄
中
に

繋
が
れ

た
ま
ま
で
あ
る
が
、
脱
走
軍
に
は
そ
れ
以
外
に
も
洋
学
系
の
優
れ
た
人
材
が
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少

な
く
な
か
っ
た
こ
と
は
藩
当
局
も
承
知
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
海
軍
学
校
の
復

活
は
無
理
だ
と
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
彼
ら
の
能
力
を
活
用
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
っ
た
。

　
函
館
で
赦
免
さ
れ
三
年
五
月
三
日
に
静
岡
に
到
着
し
た
岩
橋
教
章
は
、
そ
の
製
図

の

才
能
を
買
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
五
月
七
日
に
早
速
静
岡
学
校
附
属
絵
図
方
に
任

　
　
　
（
4
4
）

命
さ
れ
た
。
沼
間
守
一
ら
と
関
東
・
東
北
を
転
戦
し
箱
館
で
降
伏
し
た
梅
沢
有
久

（伝
吉
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
軍
事
顧
問
団
に
直
接
指
導
さ
れ
た
ラ
ッ
パ
吹
奏
の
技
術
を

見
出
さ
れ
、
三
年
五
月
二
十
一
日
軍
事
掛
附
属
に
、
七
月
十
一
日
に
は
沼
津
兵
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

卿
爪
教
授
方
に
任
命
さ
れ
た
。
伝
習
歩
兵
隊
頭
取
と
し
て
戦
っ
た
山
口
知
重
（
朴
郎
）

は
、
二
等
勤
番
組
に
編
入
さ
れ
た
後
、
三
年
七
月
八
日
沼
津
小
学
校
体
操
教
授
方
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

四
年
正
月
十
二
日
に
は
沼
津
兵
学
校
三
等
教
授
方
並
に
進
ん
だ
。
た
ぶ
ん
山
口
と
同

時
に
、
箱
館
で
は
伝
習
士
官
隊
歩
兵
頭
だ
っ
た
本
多
忠
直
（
幸
七
郎
）
も
沼
津
兵
学

校
体
操
教
授
に
任
命
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
ほ

か
に

藩
校
に
採
用
さ
れ
た
箱
館
降
伏
人
に
は
、
静
岡
学
問
所
四
等
教
授
か
ら
沼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

津
兵
学
校
三
等
教
授
並
に
任
命
さ
れ
た
杉
浦
赤
城
（
清
介
）
、
静
岡
学
問
所
（
あ
る

い

は
藩
内
各
所
の
小
学
校
か
）
の
数
学
教
師
と
な
っ
た
元
幡
龍
丸
軍
艦
並
二
等
桜
井

　
　
　
　
（
4
8
）

捨
吉
が
い
る
。

　
勝
海
舟
が
書
き
残
し
た
脱
走
者
名
簿
「
箱
館
表
脱
走
人
員
井
び
に
軍
艦
種
類
、
戦

没
姓
名
」
（
前
述
）
に
は
、
桜
井
捨
吉
・
小
宮
山
昌
寿
（
金
蔵
）
・
伴
正
利
（
繁
三
郎
）

ら
の
名
前
の
箇
所
に
「
算
出
来
」
「
算
宜
し
く
」
と
い
っ
た
注
記
が
あ
り
、
静
岡
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

で
登
用
す
る
際
の
才
能
を
検
討
し
た
形
跡
か
も
し
れ
な
い
。

　
一
方
、
若
い
降
伏
人
の
中
に
は
、
藩
が
設
立
し
た
教
育
機
関
に
入
り
、
生
徒
と
し

て

勉
学
を
始
め
た
者
も
い
た
よ
う
で
あ
る
。
三
年
四
月
函
館
で
引
き
渡
し
に
な
っ
た

小
林
健
次
（
一
八
四
八
～
一
九
二
一
）
は
、
遠
州
に
割
り
付
け
ら
れ
た
ら
し
く
、
明

治
五
年
（
一
八
七
二
）
二
月
調
べ
の
遠
江
国
弥
太
井
原
の
戸
籍
中
に
、
沼
津
で
修
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

中
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
箱
館
で
は
工
兵
隊
頭
取
と
し
て
戦
っ
た
神
谷
定
暉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

（関
敬
吉
、
小
菅
智
淵
の
実
弟
）
は
、
沼
津
兵
学
校
生
徒
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

た
だ
し
、
自
分
の
意
志
か
、
そ
れ
と
も
当
局
の
目
に
と
ま
ら
な
か
っ
た
も
の
か
、

有
為
の
人
材
が
無
役
の
ま
ま
に
置
か
れ
た
例
も
少
な
く
な
い
。
長
崎
海
軍
伝
習
所
に

学
び
成
臨
丸
の
太
平
洋
横
断
に
も
加
わ
り
、
箱
館
で
は
江
差
奉
行
並
を
つ
と
め
た
小

杉
雅
三

（雅
之
進
）
は
、
三
年
五
月
静
岡
藩
に
戻
る
と
す
ぐ
に
沼
津
に
移
住
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

た
兄
の
も
と
へ
身
を
寄
せ
、
翌
年
に
は
上
京
し
た
。

　
父
丹
下

が
権
少
参
事
と
な
っ
て
い
た
宮
重
文
信
（
一
之
助
、
箱
館
で
は
騎
兵
頭
）
、

息
子
勇
次
郎
が
静
岡
学
問
所
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
小
宮
山
昌
寿
（
金
蔵
、
工
兵
隊

頭

取
）
、
息
子
馨
が
沼
津
兵
学
校
資
業
生
と
な
っ
て
い
た
松
岡
譲
（
四
郎
次
郎
、
江

差
奉
行
）
、
父
小
林
省
三
（
祐
三
）
が
沼
津
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
小
笠
原
賢
蔵
（
軍

艦
役
並
）
、
兄
明
毅
が
沼
津
兵
学
校
教
授
の
任
に
あ
っ
た
塚
本
明
誠
（
誠
一
・
誠
輔
、

軍
艦
稽
古
人
）
な
ど
、
頼
る
べ
き
肉
親
が
静
岡
藩
で
し
か
る
べ
き
地
位
に
就
き
、
な

お

か

つ
本
人

も
有
能
だ
っ
た
降
伏
人
は
少
な
く
な
い
が
、
い
ず
れ
も
藩
内
で
は
働
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

場
所
が
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
帰
参
後
、
廃
藩
ま
で
の
期
間
は
短
く
、
降
伏
人
が
静
岡
藩
で
足
跡
を
残
す
十
分
な

余
裕
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
好
運
に
も
あ
る
程
度
の
役
職
・
地
位
に
就
け
た
の
は
ご

く
僅
か
な
者
の
み
で
あ
り
、
表
1
の
相
良
勤
番
組
の
例
に
見
た
ご
と
く
、
大
多
数
は

三
等
勤
番
組
の
地
位
に
甘
ん
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
果
た
し
て
静
岡
藩
が
降
伏
人

登
用
を
計
画
的
に
行
っ
た
の
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。

④
諸
藩
の
御
預
人
と
御
貸
人

　
前
述
の
通
り
、
藩
当
局
が
降
伏
人
の
人
材
登
用
を
計
画
的
・
積
極
的
に
行
っ
た
形

跡

は
な
く
、
か
つ
そ
の
任
用
例
も
少
な
い
。
勝
海
舟
ら
藩
中
枢
の
意
図
に
は
、
彼
ら

の

活
用
の
場
を
藩
内
で
は
な
く
む
し
ろ
藩
外
に
求
め
る
傾
向
が
強
く
見
ら
れ
た
。
い

わ
ゆ
る
他
藩
へ
の
「
御
貸
人
」
や
政
府
へ
の
出
仕
の
勧
め
で
あ
る
。

　
静
岡
藩
で
は
、
他
藩
か
ら
洋
学
・
軍
事
の
専
門
家
の
派
遣
を
依
頼
さ
れ
る
場
合
が

し
ば
し
ば
あ
り
、
沼
津
兵
学
校
・
静
岡
学
問
所
の
教
授
・
生
徒
等
か
ら
人
選
し
、
招
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膀
に
応
じ
た
。
そ
れ
を
「
御
貸
人
」
と
称
し
た
。
箱
館
戦
争
降
伏
人
は
、
御
貸
人
の

新
た
な
要
員
と
な
っ
た
よ
う
だ
。
静
岡
藩
に
と
っ
て
御
貸
人
は
、
諸
藩
と
の
友
好
関

係
を
保
ち
情
報
を
交
換
す
る
た
め
の
手
段
で
も
あ
っ
た
が
、
実
質
的
に
は
「
人
減
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

し
」
の
意
味
が
大
き
か
っ
た
。

　
政
府
へ
の
出
仕
は
、
か
つ
て
の
罪
人
を
晴
れ
て
堂
々
と
東
京
へ
送
り
出
せ
る
わ
け

で

あ
り
、
維
新
政
権
の
意
向
に
沿
う
と
い
う
意
味
で
も
、
藩
に
と
っ
て
は
な
お
さ
ら

好
都
合
で
あ
っ
た
。
勝
海
舟
は
、
兵
部
大
丞
に
任
命
さ
れ
た
直
後
、
明
治
二
年
十
一

月
二
十
八
日
付
の
大
久
保
利
通
宛
の
手
紙
に
お
い
て
、
「
海
軍
士
等
説
諭
御
奉
公
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

も
差
出
さ
せ
度
」
と
述
べ
て
お
り
、
そ
の
後
柴
貞
邦
（
酒
田
で
降
伏
し
た
軍
艦
頭
）

ら
の
政
府
出
仕
を
働
き
か
け
る
と
い
っ
た
行
動
を
と
っ
て
い
る
。
勝
に
は
、
降
伏
・

謹
慎
人
を
無
為
に
過
ご
さ
せ
る
よ
り
は
政
府
に
活
用
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
気
持
ち

が
強
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
降
伏
人
が
御
貸
人
と
な
る
前
段
階
と
し
て
、
諸
藩
御
預
人
と
い
う
過

程
が
あ
る
。
箱
館
戦
争
の
降
伏
人
（
酒
田
で
の
降
伏
者
・
宮
古
湾
海
戦
後
の
降
伏
者

を
含
む
）
に
は
、
明
治
三
年
四
月
ま
で
函
館
に
拘
留
さ
れ
た
者
と
、
そ
れ
以
前
に
東

京
へ
送
ら
れ
諸
藩
に
預
け
ら
れ
た
者
、
直
接
静
岡
藩
に
引
き
渡
さ
れ
た
者
の
三
種
が

あ
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
諸
藩
に
預
け
ら
れ
、
明
治

三

年
二
月
に
静
岡
藩
に
下
げ
渡
さ
れ
る
ま
で
謹
慎
生
活
を
送
っ
た
者
の
人
数
を
藩
別

に
一
覧
に
し
た
も
の
が
表
2
で
あ
る
。
五
三
藩
に
四
一
五
名
（
う
ち
一
名
個
人
預
け
）

が
預
け
ら
れ
て
い
た
。

　

諸
藩
に
お
け
る
御
預
人
の
実
態
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
そ
も
そ
も
全
員

が
各
藩
地
に
送
ら
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
東
京
の
藩
邸
が
謹
慎
場
所
に
な
る
例
が
多

か

っ

た

の

か

な
ど
、
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
待
遇
に
つ
い
て
も
果
た
し
て
一
様

だ
っ
た
の
か
、
藩
に
よ
り
格
差
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
。
断
片
的
に
は
以
下
の
よ
う

な
事
例
が
知
ら
れ
る
。
徳
島
藩
に
預
け
ら
れ
た
高
松
凌
雲
（
箱
館
病
院
長
）
の
場
合
、

徳
島
へ
送
致
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
東
京
の
藩
邸
が
閉
居
の
場
所
だ
っ
た
。
彼
の
謹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

慎
生
活
は
、
衣
食
住
と
も
ひ
ど
い
待
遇
だ
っ
た
と
い
う
。
大
垣
藩
に
預
け
ら
れ
た
町

野
五
八

（堀
覚
之
助
）
の
場
合
、
七
ケ
月
ほ
ど
大
垣
に
滞
在
し
た
と
い
う
。
城
の
前

に
あ
る
御
数
奇
屋
に
入
れ
ら
れ
た
が
、
給
仕
二
人
が
付
き
、
散
歩
も
許
さ
れ
た
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

藩
主
の
乗
馬
の
相
手
を
つ
と
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
い
、
か
な
り
優
遇
さ
れ
て
い

た
。　

高
松
凌
雲
の
よ
う
に
完
全
な
罪
人
扱
い
だ
っ
た
者
は
論
外
と
し
て
、
大
垣
藩
預
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

の
町
野
の

よ
う
な
場
合
、
御
預
人
、
す
な
わ
ち
謹
慎
者
目
「
慎
人
（
つ
つ
し
み
び
と
）
」

の
立
場
が
、
一
躍
、
御
貸
人
同
様
の
教
師
・
指
導
者
の
立
場
へ
と
転
ず
る
可
能
性
を

示

し
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
諸
藩
の
側
で
も
御
預
人
の
中
に
は
有
能
な
人
材
が
い
る

こ
と
を
容
易
に
察
知
し
た
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
町
野
は
、
い
っ
し
ょ
に

謹
慎

し
て
い
た
関
（
廻
教
・
広
右
衛
門
）
・
三
木
（
軍
司
）
ら
と
と
も
に
大
垣
藩
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

「陸
軍
の
教
授
」
を
し
た
と
い
う
。

　
二
〇

名
ほ
ど
の
御
預
人
が
い
た
福
井
藩
で
も
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
一
月
か

ら
三
月
頃
に
か
け
、
彼
ら
を
数
学
訓
導
試
補
・
数
学
訓
導
・
数
学
佐
教
・
武
学
少
訓

導
・
砲
兵
訓
導
試
補
と
い
っ
た
役
職
に
次
々
に
任
命
し
、
自
藩
の
教
育
・
軍
制
改
革

に
利
用
し
よ
う
と
し
た
。
中
に
は
、
数
学
を
得
意
と
し
た
栗
野
忠
雄
（
寅
三
郎
）
の

よ
う
に
、
廃
藩
後
ま
で
福
井
に
留
ま
り
一
等
教
授
に
進
ん
だ
者
も
あ
る
。
ま
た
、
役

職

に
任
命
さ
れ
な
か
っ
た
者
も
、
帯
刀
を
許
可
さ
れ
た
り
、
扶
助
米
を
支
給
さ
れ
た

上
、
静
岡
へ
の
帰
省
・
帰
藩
に
あ
た
っ
て
は
手
当
や
旅
用
衣
装
代
を
与
え
ら
れ
る
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

ど
、
き
わ
め
て
厚
遇
さ
れ
た
。

　
九
名
の
降
伏
人
を
預
か
っ
て
い
た
津
山
藩
で
も
、
自
藩
で
の
採
用
を
行
っ
て
い
る
。

愛
山
の
父
山
路
一
郎
は
、
三
年
三
月
八
日
、
「
数
学
取
立
」
を
依
頼
さ
れ
、
三
〇
俵

を
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
六
月
二
十
九
日
に
は
十
級
・
禄
百
石
の
「
士
族
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

召
し
出
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
同
じ
く
彰
義
隊
出
身
の
御
預
人
大
池
朔
造
に
つ
い
て

も
、
津
山
藩
か
ら
「
御
貰
請
」
の
希
望
が
静
岡
藩
に
示
さ
れ
、
三
年
六
月
九
日
、
静

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

岡
藩
で
は
彼
を
「
差
遣
」
こ
と
を
決
め
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
津
山
藩
で
は
、
彼
ら

を
正
式
に
藩
士
と
し
て
召
抱
え
た
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

　
他

に
、
徳
島
藩
で
の
謹
慎
処
分
が
解
け
た
後
、
同
藩
へ
の
雇
い
入
れ
を
断
っ
た
高
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（
6
3
）

松
凌

雲
、
弘
前
藩
で
の
謹
慎
中
に
同
藩
へ
仕
え
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
が
固
辞
し
た

　
　
　
（
6
4
）

小

菅
智
淵
な
ど
も
御
預
人
か
ら
御
貸
人
へ
の
転
換
の
可
能
性
を
示
し
た
未
発
の
事
例

と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
御
預
人
の
有
効
利
用
は
、
各
藩
が
勝
手
に
行
う
よ
う
に

な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
当
初
か
ら
政
府
が
認
め
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
ら
し
い
。
明

治
二
年
七
月
軍
務
官
が
津
山
藩
に
示
し
た
御
預
人
の
通
知
に
は
、
「
但
禁
鋼
之
者
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

ハ
候
得
共
見
込
次
第
使
役
等
可
為
勝
手
事
」
と
い
う
但
し
書
き
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
、
表
2
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
御
預
人
か
ら
御
貸
人
へ
の
移
行
例
は
ご

く
わ
ず
か
で
あ
る
。
今
後
、
諸
藩
で
の
御
預
人
の
史
料
が
発
掘
さ
れ
れ
ば
、
事
例
は

増
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
。

　
本
来
の
御
貸
人
は
、
静
岡
藩
内
に
い
る
藩
士
を
他
藩
へ
派
遣
す
る
も
の
で
あ
る
。

降
伏
人
に
つ
い
て
も
、
一
旦
静
岡
藩
が
引
き
取
っ
た
後
、
改
め
て
他
藩
へ
派
遣
し
た

例
が

そ
れ
に
あ
て
は
ま
る
。
そ
の
ほ
う
が
御
預
人
か
ら
の
移
行
例
よ
り
も
事
例
数
は

多
い
。
表
3
に
示
し
た
一
覧
か
ら
も
そ
れ
が
わ
か
る
。

　
勝
海
舟
の
日
記
か
ら
は
降
伏
人
に
対
す
る
御
貸
人
採
用
の
一
端
が
う
か
が
え
る
。

明
治
三
年
八
月
二
十
日
の
条
に
、
「
紀
州
へ
借
者
の
事
申
し
遣
わ
す
」
と
い
っ
た
記

述
が
登
場
す
る
。
そ
の
後
、
十
一
月
十
一
日
、
和
歌
山
藩
士
浜
口
儀
兵
衛
（
梧
陵
）

ら
が
静
岡
の
勝
を
訪
ね
、
小
菅
智
淵
を
「
借
受
け
度
き
旨
」
を
伝
え
、
勝
も
早
速
承
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表2　箱館降伏人の諸藩預け人数

藩　名 人数A 人数B 御貸人 藩　名 人数A 人数B 御貸人

田安家 1 1 高知藩 10 10

名古屋藩 1 1 大聖寺藩 6 6

福井藩 19 19 ○ 富山藩 6 6 △

宮津藩 4 4 柳川藩 6 6

津山藩 9 9 ○ 大村藩 6 6

津藩 20 20 淀藩 6 6

川越藩 4 4 岸和田藩 6 6

岡山藩 20 19 豊津藩 11 11

久保田藩 13 13 尼崎藩 3 3

福山藩 10 10 高松藩 6 7

松江藩 32 40 姫路藩 3 3

土浦藩 7 0 蓮池藩 4 10

前橋藩 12 12 小浜藩 10 0

新庄藩 6 6 竜野藩 6 6

郡山藩 2 2 高崎藩 6 6

古河藩 2 2 明石藩 6 6

大洲藩 2 2 岡藩 2 2

徳島藩 12 12 × 豊橋藩 5 5

広島藩 5 5 平戸藩 5 5

小城藩 8 8 松本藩 1 1

中津藩 10 10 大垣藩 5 5 △

忍藩 7 6 岩国藩 1 1

福岡藩 9 9 延岡藩 1 1

金沢藩 17 17 久留米藩 7 5

熊本藩 22 22 島原藩 2 2

鹿児島藩 15 15 彦根藩 0 6

佐賀藩 12 12 その他 1 1

郡上藩 4 4 小計 415 415

人数Aは『勝海舟全集』別巻2より、Bは『旧幕府』第二巻第六・八・九号による。

人数Aは、明治3年2月諸藩から静岡藩への引渡しの際の記録。なお、Aには他に他

藩に預けられず静岡藩に当初から引き渡された140名の名前もある。「御貸人」欄は、

御預人から御貸人への移行があった場合に○印を付した。△は御預人のまま諸藩で教

授に従事した事例を示す。×は移行が実現しなかった例。



表3　静岡藩で文教面に足跡を残した主な箱館戦争参加者

氏名（旧名） 幕府での主な役職 箱館政権での役職　　静岡藩での役職・足跡　廃藩後の主な履歴

人見寧（勝太郎）

榎本道章（亨造・対馬）

室田秀雄

町野五八（堀覚之助）

岩橋教章（新吾）

桜井捨吉

杉浦赤城（清介）

本多忠直（幸七郎）

山口知重（朴郎）

梅沢有久（伝吉・伝吉郎）

神谷定暉（関敬吉）

小林健次

関麺教（広右衛門）

小菅智淵（辰之助・辰三郎）

筒井義信（於兎吉）

山内六三郎（堤雲）

林董（桃三郎）

山路一郎

大池朔造

中川長五郎

乙骨兼三

栗野忠雄（寅三郎）

鈴木新之助

山内信之丞

小林弥三郎

大川矩文（正次郎）

高松凌雲

横田豊三郎

福井光利（平蔵）

田島応親（金太郎）

遊撃隊

御目付

大砲差図役下役並勤方

小筒組差図役下役並

神奈川奉行手附翻訳方

イギリス留学生

天文方見習

軍艦役見習三等

軍艦役見習三等

砲兵差図役並勤方

別手組

刺臥手響導役

大番同心

工兵頭並

横浜表英学伝習生

外国奉行支配横文清書
方出役

奥詰医師

翔鶴丸運用方手伝

砲兵差図役勤方

松前奉行

会計奉行

一連隊差図役

陸軍添役

神速艦乗組員

幡龍艦軍艦並二等

箱館奉行組頭

伝習士官隊歩兵頭

伝習歩兵隊頭取

一連隊差図役並

工兵隊頭取

砲兵隊砲兵頭

工兵隊工兵頭

工兵隊頭取改役

総裁附

隊外

会計奉行調役並

彰義隊響導役

砲兵隊差図役

開拓方調役

長鯨艦蒸気役三等

長鯨艦軍艦役並一等

砲兵隊頭取

開拓方並

伝習歩兵隊歩兵頭並

箱館病院長

一連隊改役

軍艦役並見習三等

フランス軍人通訳

鹿児島藩遊学・集学所

鹿児島藩遊歴？

鹿児島藩遊学

鹿児島藩遊学

静岡学校附属絵図方

静岡学校数学教師

沼津兵学校三等教授並

沼津兵学校体操方

沼津小学校体操教授方

沼津兵学校蜘臥教授方

沼津兵学校生徒？

藩校生徒（沼津P）

和歌山藩御貸人

和歌山藩御貸人

和歌山藩御貸人

和歌山藩御貸人？

和歌山藩御貸人？

津山藩御貸人

津山藩御貸人

名古屋藩御貸人

徳島藩御貸人

福井藩御貸人

福井藩御貸人

福井藩御貸人

鹿児島藩御貸人

鹿児島藩御貸人候補

水戸藩御貸人

金沢藩御貸人

斗南藩御貸人？

田安家藩校有造館教師

茨城県知事

開拓使権判事

江戸旧事采訪会首唱者

内務省御用掛

海軍省主計副

陸軍少尉

陸軍士官学校教官

教導団ラッパ教官

陸軍工兵大佐

バプテスト教会牧師

陸軍砲兵大佐

陸軍工兵大佐

陸軍工兵中佐

鹿児島県知事

逓信大臣・伯爵

名東県出仕

開拓使御用掛

陸軍大尉

東京医会会長

郵船会社船長

陸軍砲兵大佐

各種資料・文献より作成

参考　榎本脱走艦隊に加わったが箱館まで行かなかった人物

氏名（旧名） 幕府での主な役職　脱走・降伏時 静岡藩での役職・足跡　廃藩後の主な履歴

小林一知（文次郎）

多賀春帆（上総介・外記）

山本正至（直次郎）

中根淑（逸郎）

山田昌邦（清五郎）

片山直人

吹田鯛六

赤井親善（鍋太郎）

石井謙次郎

本山漸（高松観次郎）

柴貞邦（誠一・弘吉）

梅沢敏（鉄三郎）

宮路（和田）助三郎

小林重賢（文周）

軍艦役並

銃隊頭並

浦賀奉行支配

目付

軍艦役見習三等

歩兵差図役下役

撒兵差図役並勤方

軍艦奉行組

軍艦頭

威臨丸艦長・清水港

美加保丸乗組・銚子

美加保丸乗組・銚子

美加保丸乗組・銚子

美加保丸乗組・銚子

美加保丸乗組・銚子

美加保丸乗組・銚子

美加保丸乗組・銚子

美加保丸乗組・銚子

美加保丸乗組・銚子

第二長崎丸船将・庄内

遊撃隊・酒田で降伏

遊撃隊参軍・酒田

酒田で降伏

新居三等勤番組

鹿児島藩遊学

小学校教員

沼津兵学校三等教授

沼津兵学校教授方手伝

沼津兵学校資業生

沼津兵学校資業生

沼津兵学校資業生

志太郡で開墾

菊間藩明親館洋学教師

横須賀三等勤番組

鹿児島藩遊学・集学所

集学所教師

沼津病院附属

内務省地理局官吏

静岡県官吏

漢学者・著述家

東京製綱会社会長

農商務省官吏

農商務省官吏

内務省地理寮官吏

製茶業

海軍少将

海軍少佐

静岡県学務課長

共同運輸会社経営

陸軍一等軍医正

各種資料・文献より作成
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樋口雄彦［箱館戦争降伏人と静岡藩］

諾

し
、
小
菅
へ
］
封
を
送
る
と
と
も
に
、
翌
日
に
は
権
大
参
事
戸
川
安
愛
（
平
太
）

に
そ
の
件
を
報
告
し
た
。
二
十
五
日
に
は
明
後
日
和
歌
山
へ
出
立
す
る
こ
と
に
な
っ

た
小
菅
が
暇
乞
い
に
来
た
の
で
、
刀
一
本
を
遣
わ
し
た
。
二
十
七
日
に
は
、
少
参

事
・
軍
事
掛
と
し
て
沼
津
兵
学
校
の
管
理
職
に
あ
っ
た
藤
沢
次
謙
と
、
小
菅
の
こ
と

と
彼
に
同
行
す
べ
き
人
物
の
こ
と
を
相
談
し
た
。
小
菅
は
一
旦
沼
津
に
行
き
、
箱
館

で

は
共
に
工
兵
隊
を
率
い
て
戦
っ
た
筒
井
義
信
に
声
を
掛
け
た
ら
し
く
、
十
二
月
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

二

日
、
筒
井
を
同
道
す
る
こ
と
に
な
っ
た
旨
を
勝
に
書
状
で
報
告
し
た
。
筒
井
は
浜

松
勤
番
組
之
頭
支
配
二
等
勤
番
組
で
あ
っ
た
が
、
十
二
月
十
三
日
、
権
大
参
事
浅
野

次
郎
八
か
ら
庶
務
掛
・
監
正
掛
に
対
し
て
、
彼
の
「
工
兵
教
授
」
と
し
て
の
和
歌
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

藩
派
遣
決
定
通
知
が
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
小
菅
・
筒
井
と
同
行
し
た
の
か
、
時
期
的
に
ず
れ
る
の
か
不
明
だ
が
、
箱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
＞

館
で

は
砲
兵
頭
だ
っ
た
関
廼
教
（
広
右
衛
門
）
も
和
歌
山
藩
に
招
聰
さ
れ
て
い
る
。

小
菅
は
、
静
岡
藩
帰
参
後
は
浜
松
で
「
日
々
江
畔
に
釣
を
垂
る
」
生
活
を
送
っ
て
い

た

と
い
・
担
棚
、
当
時
プ
ロ
シ
ア
式
軍
制
改
革
を
実
施
中
の
和
歌
山
藩
に
招
か
れ
て
か

ら
は
、
水
を
得
た
魚
の
よ
う
に
専
門
の
工
兵
学
を
講
じ
、
工
兵
隊
編
制
に
貢
献
し
た

　
　
（
7
0
）

と
い
う
。
筒
井
や
関
も
同
様
だ
っ
た
ろ
う
。

　
勝

は
、
名
古
屋
藩
や
鹿
児
島
藩
か
ら
の
御
貸
人
招
聰
希
望
に
対
し
て
も
箱
館
降
伏

人

を
紹
介
す
る
労
を
と
っ
た
ら
し
い
。
砲
兵
隊
差
図
役
と
し
て
箱
館
戦
争
に
参
加
し

た

中
川
長
五
郎
は
、
福
井
藩
御
預
人
の
時
に
同
藩
砲
兵
訓
導
試
補
に
任
じ
ら
れ
た
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
静
岡
藩
帰
参
後
、
今
度
は
名
古
屋
藩
へ
の
御
貸
人
と
し
て
白
羽
の

矢
が
立
っ
た
。
四
年
一
月
二
十
八
日
、
彼
を
「
尾
州
へ
遣
わ
す
べ
き
旨
」
が
勝
か
ら

山
岡
鉄
舟
へ
伝
え
ら
れ
、
二
月
一
日
に
は
決
定
と
な
り
、
翌
日
旅
費
十
両
が
支
給
さ

　
（
7
1
）

れ
た
。

　
四

年
八
月
一
日
、
鹿
児
島
藩
士
村
田
新
八
か
ら
書
簡
が
届
き
、
同
藩
の
「
仏
郎
練

兵
心
得
候
者
両
三
人
指
（
借
）
用
」
の
希
望
が
伝
え
ら
れ
る
。
勝
は
早
速
、
戸
川
安

愛
と
藤
沢
次
謙
に
そ
の
件
を
伝
え
、
結
果
、
「
布
施
金
弥
、
男
谷
勝
三
郎
、
大
川
正

次
郎
」
の
名
前
が
挙
が
っ
た
ら
し
い
。
八
月
十
五
日
に
は
、
村
田
新
八
か
ら
書
簡
が

届
き
、
重
ね
て
「
大
砲
教
示
の
者
借
用
い
た
し
度
き
」
希
望
を
伝
え
て
き
た
。
勝
は

藤
沢
次
謙
に
伝
え
、
「
借
人
」
に
つ
い
て
相
談
し
て
い
る
。
う
ち
、
大
川
矩
文
（
正

次
郎
）
は
歩
兵
頭
並
と
し
て
伝
習
歩
兵
隊
を
率
い
奮
戦
し
た
箱
館
降
伏
人
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）

こ
の
鹿
児
島
派
遣
は
実
現
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
御
貸
人
は
鹿
児
島
藩
行
き
が
最
も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
旧
佐

幕
藩
・
討
幕
藩
の
区
別
な
く
、
求
め
る
側
の
要
求
に
応
じ
て
派
遣
さ
れ
た
と
い
え
る
。

と
は
い
え
、
箱
館
で
降
伏
し
掛
川
に
割
付
に
な
っ
た
後
、
明
治
二
年
斗
南
藩
の
練
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

船
栄
丸
の
運
転
教
官
と
な
っ
た
福
井
光
利
の
よ
う
に
、
と
も
に
敗
れ
た
戦
友
で
あ
る

旧
会
津
藩
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
は
、
仇
敵
だ
っ
た
官
軍
側
諸
藩
に
雇
わ
れ
る
よ
り

も
引
き
受
け
や
す
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
な
お
、
他
に
も
表
3
に
掲
げ
た
よ
う
な
降
伏
人
出
身
の
御
貸
人
が
い
る
。
御
貸
人

派
遣
は
藩
同
士
が
勝
手
に
行
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
藩
が
政
府
に
届
け
出
る
よ
う
に

　
　
　
　
（
7
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）
　
　
（
7
6
）
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）

な
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
山
内
六
三
郎
や
林
董
、
田
島
応
親
の
よ
う
に
、
藩
対
藩
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
8
）

公
式
な
交
渉
に
よ
っ
て
御
貸
人
に
な
っ
た
の
か
ど
う
か
明
確
で
な
い
事
例
も
あ
る
。

戦
争
に
よ
る
混
乱
の
結
果
、
旧
幕
府
脱
走
軍
参
加
者
の
中
に
は
、
藩
籍
を
曖
昧
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
7
9
）

た
ま
ま
、
他
藩
に
仕
え
た
者
も
い
た
。

⑤
鹿
児
島
藩
遊
学
と
集
学
所

　
前
節
で
紹
介
し
た
降
伏
人
出
身
の
御
貸
人
の
多
く
は
洋
学
系
の
知
識
人
で
あ
っ
た

が
、
藩
当
局
の
仲
介
に
よ
っ
て
他
藩
の
誘
い
に
応
じ
る
と
い
う
姿
勢
は
概
し
て
受
動

的
な
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
主
体
的
・
積
極
的
に
自
ら
の
意
志
や
希
望
を
藩

に
認
め
さ
せ
、
洋
学
以
外
の
独
自
な
分
野
で
影
響
を
及
ぼ
し
た
者
た
ち
が
い
た
。

　
そ
れ
が
表
3
中
の
、
鹿
児
島
藩
遊
学
者
で
あ
る
。
箱
館
降
伏
人
に
は
四
名
、
箱
館

以
前
の
降
伏
人
に
は
二
名
い
た
（
さ
ら
に
御
貸
人
と
し
て
同
地
に
派
遣
さ
れ
た
小
林

弥
三
郎
・
山
田
昌
邦
・
吹
田
鯛
六
も
含
め
る
こ
と
が
可
能
か
）
。
人
見
寧
を
筆
頭
と

す
る
彼
ら
は
、
必
ず
し
も
全
員
が
剣
客
・
軍
人
で
は
な
い
が
、
最
後
ま
で
戊
辰
戦
争
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を
戦
っ
た
に
ふ
さ
わ
し
い
硬
派
な
武
士
で
あ
っ
た
。

　
箱
館
で
は
負
傷
し
て
い
た
た
め
、
他
の
降
伏
者
た
ち
よ
り
早
く
東
京
へ
送
ら
れ
、

明
治
二
年
八
月
香
春
藩
預
け
に
な
っ
た
人
見
寧
は
、
三
年
三
月
同
藩
で
釈
放
の
身
と

な
り
、
四
月
に
静
岡
に
帰
着
し
た
。
し
か
し
、
小
江
戸
の
ご
と
き
繁
華
の
地
と
化
し
、

「幽
国
ノ
恨
事
」
を
忘
れ
た
よ
う
な
、
浮
薄
な
静
岡
の
町
と
旧
幕
臣
た
ち
の
姿
に
失

望
し
た
人
見
は
、
「
心
二
期
ス
ル
処
」
が
あ
り
、
鹿
児
島
へ
の
漫
遊
を
決
意
す
る
。

そ
し
て
勝
海
舟
と
大
久
保
一
翁
の
了
承
を
得
、
知
事
か
ら
も
饅
別
を
下
賜
さ
れ
た
上
、

三
年
五
月
、
再
び
九
州
へ
向
か
っ
た
。
勝
か
ら
は
鹿
児
島
藩
士
村
田
新
八
宛
の
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
（
8
0
）

状
も
渡
さ
れ
て
い
た
。
人
見
と
同
行
し
た
の
は
、
遊
撃
隊
の
同
志
で
、
酒
田
で
一
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
1
）

早
く
降
伏
し
て
い
た
梅
沢
敏
（
鉄
三
郎
）
だ
っ
た
。

　
六

月
上
旬
、
鹿
児
島
に
到
着
し
た
二
人
は
、
西
郷
隆
盛
以
下
か
ら
鄭
重
な
歓
待
を

受
け
た
。
漢
学
校
や
兵
学
校
を
視
察
し
、
多
く
の
人
士
を
歴
訪
、
藩
内
各
地
に
も
遊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
2
）

ん

だ
。
元
庄
内
藩
主
酒
井
忠
篤
が
家
来
五
十
余
名
を
引
き
連
れ
て
来
遊
し
た
よ
う
に
、

当
時
鹿
児
島
に
は
、
他
藩
か
ら
百
名
以
上
も
の
書
生
が
集
っ
た
と
い
う
が
、
人
見
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
3
）

梅
沢
は

そ
の
嗜
矢
だ
っ
た
。
十
一
月
上
旬
に
は
帰
藩
の
途
に
付
く
が
、
入
れ
替
わ
る

よ
う
に
静
岡
藩
か
ら
は
、
や
は
り
箱
館
戦
争
降
伏
人
だ
っ
た
町
野
五
八
・
室
田
秀
雄

お
よ
び
小
林
弥
三
郎
の
三
人
が
鹿
児
島
に
や
っ
て
来
た
。
な
お
、
勝
海
舟
の
日
記
に

は
、
三
年
閏
十
月
二
十
四
日
、
梅
沢
と
同
じ
酒
田
降
伏
組
の
元
遊
撃
隊
士
宮
路
（
和

田
）
助
三
郎
が
「
薩
州
留
学
の
事
」
を
談
じ
た
と
い
う
記
載
が
あ
る
の
で
、
彼
も
鹿

児
島
へ
の
遊
学
を
希
望
し
た
か
、
人
見
・
梅
沢
ら
と
緊
密
に
連
絡
を
取
っ
て
い
た
ら

し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
四
年
七
月
十
六
日
に
は
、
佐
久
間
貞
一
（
千
三
郎
）

が
、
梅
沢
敏
と
と
も
に
勝
海
舟
を
訪
れ
、
佐
土
原
藩
へ
の
遊
学
を
許
可
さ
れ
五
〇
両

を
支
給
さ
れ
、
同
年
佐
土
原
・
鹿
児
島
に
赴
き
、
先
に
来
て
い
た
町
野
五
八
と
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
4
）

に
儒
者
今
藤
宏
（
新
左
衛
門
）
の
門
下
で
勤
学
し
て
い
る
。
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、

美
加
保
丸
に
乗
り
込
み
脱
走
し
、
そ
の
後
各
地
に
潜
伏
、
静
岡
で
自
訴
し
た
元
銃
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
5
）

頭
多
賀
春
帆
（
上
総
）
も
鹿
児
島
に
赴
い
た
と
い
う
。

　
十
一
月
中
に
静
岡
に
帰
っ
た
人
見
は
、
早
速
鹿
児
島
で
得
た
こ
と
を
活
か
す
べ
く

行
動
を
開
始
す
る
。
十
二
月
一
日
、
勝
海
舟
と
同
道
し
静
岡
在
の
大
谷
村
を
視
察
、

同
月
二
十
三
日
に
は
箱
館
降
伏
人
永
峯
（
高
橋
）
弥
吉
ら
と
同
村
に
居
住
す
る
希
望

を
述
べ
、
長
屋
建
設
の
相
談
を
し
て
い
る
。
四
年
正
月
六
日
に
は
幕
内
幡
次
郎
が
、

三

月
二
日
に
は
多
田
為
之
助
が
人
見
と
の
同
居
を
勝
に
申
し
出
た
。
い
ず
れ
も
元
遊

撃
隊
士
の
降
伏
人
で
あ
る
。
単
に
同
居
す
る
場
所
を
確
保
し
た
だ
け
で
な
く
、
五
月

に
入
る
と
塾
（
学
校
）
の
開
設
が
立
案
さ
れ
、
十
五
日
に
は
梅
沢
と
勝
が
「
大
屋
村

学
校
」
の
名
前
に
つ
い
て
相
談
、
集
学
所
と
い
う
名
称
に
決
定
し
た
ら
し
い
。
六
月

一
日
に
は
普
請
料
と
し
て
一
〇
〇
両
、
三
日
に
は
書
物
代
と
し
て
五
〇
両
が
勝
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
6
）

人

見
ら
に
渡
さ
れ
、
七
月
四
日
に
は
米
三
〇
〇
〇
俵
も
下
さ
れ
た
。

　
簡
単
に
言
え
ば
、
鹿
児
島
遊
学
の
結
果
、
人
見
ら
が
静
岡
藩
で
実
現
し
よ
う
と
し

た
こ
と
は
、
薩
摩
の
質
実
剛
健
さ
を
手
本
に
し
た
士
風
刷
新
で
あ
っ
た
。
そ
の
方
策

と
し
て
文
武
両
道
を
鍛
え
る
た
め
の
新
た
な
学
校
の
設
立
が
意
図
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
人
見
が
鹿
児
島
滞
在
中
に
、
御
貸
人
と
し
て
後
か
ら
来
た
吹
田
鯛
六

に

語
っ
た
、
「
藩
内
こ
て
有
志
の
士
を
撰
集
し
士
風
一
変
の
基
と
な
さ
ん
た
め
遊
学

　
　
　
　
　
　
　
（
8
7
）

校
と
申
す
者
編
制
相
成
」
云
々
と
い
う
意
志
表
示
の
言
葉
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

勝

ら
、
藩
の
首
脳
も
そ
れ
を
公
的
に
認
め
、
藩
財
政
か
ら
経
費
を
支
出
し
た
。
人
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
8
）

の
鹿
児
島
遊
学
自
体
が
私
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

そ
の
結
果
と
し
て
の
集
学
所
設
立
も
静
岡
藩
の
公
的
な
事
業
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
9
）

勝

は
、
鹿
児
島
に
い
る
人
見
・
梅
沢
に
あ
て
た
三
年
七
月
晦
日
付
の
手
紙
で
、
静
岡

藩
に
は
「
英
俊
」
の
者
が
い
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
「
規
模
狭
少
」
で
「
口
上
の
論
」

ば

か
り
が
多
く
、
鹿
児
島
人
の
よ
う
な
「
胆
識
」
が
あ
る
者
が
い
な
い
、
「
小
議
論
」

の

み

が
聞
こ
え
て
く
る
静
岡
で
は
、
「
箱
館
帰
り
の
衆
も
、
と
か
く
小
言
勝
ち
」
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
い
わ
ば
西
郷
ら
薩
摩
の
人
間
の
大
き
さ
を
学
ん
で
く
る
よ
う

に
二
人
を
激
励
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
集
学
所
の
設
置
場
所
は
大
谷
村
の
大
正
寺
を
借
り
受
け
た
も
の
で
、
九
月

に
は
火
災
の
た
め
久
能
村
に
移
転
（
海
舟
日
記
で
は
八
月
に
移
転
希
望
）
、
さ
ら
に

後
に
は
静
岡
市
中
の
浅
間
神
社
北
側
に
移
転
し
た
。
同
校
で
は
、
「
漢
英
仏
数
学
」
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の
四
科
に
武
術
（
仏
式
陸
軍
撃
剣
）
が
教
え
ら
れ
た
。
校
長
を
意
味
す
る
大
長
は
人

　
（
9
0
）

見
で
、
そ
の
下
に
は
剣
道
教
師
と
し
て
宮
路
助
三
郎
・
梅
沢
孫
太
郎
（
敏
の
誤
り
か
）
、

御
賄
方
と
し
て
山
高
貫
一
郎
・
和
田
貞
治
郎
、
添
役
と
し
て
西
沢
某
・
賀
茂
宮
某
が

　
（
9
1
）

い

た
。
後
の
記
録
で
は
、
頭
取
一
名
、
教
授
方
一
名
、
教
授
方
心
得
一
名
、
世
話
掛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
2
）

七
名
、
世
話
心
得
二
名
、
俗
事
掛
一
名
と
な
っ
て
い
る
。

　
生
徒

は
、
藩
内
各
地
か
ら
集
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
他
藩
か
ら
も
来
た
と
い
わ
れ

る
。
米
沢
藩
の
雲
井
龍
雄
も
集
学
所
に
遊
ん
だ
一
人
だ
っ
た
と
い
う
。
人
見
が
最
初

考
え
た
「
遊
学
校
」
と
い
う
名
称
は
、
他
藩
士
と
の
交
流
に
重
点
を
置
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
集
学
所
は
廃
藩
後
も
存
続
す
る
が
、
独
自
の
書
籍
も
刊
行
し
、
塚
本

明
毅
校
正
『
代
数
学
』
（
明
治
五
年
四
月
刊
）
、
杉
山
安
親
・
中
川
忠
明
訳
『
画
図
普

仏
戦
争
日
誌
』
（
明
治
六
年
二
月
刊
）
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
普
仏
戦
争
に
関
す
る
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
3
）

書
刊
行
に
つ
い
て
は
、
明
治
四
年
段
階
で
宮
路
助
三
郎
が
勝
海
舟
に
相
談
し
て
い
た
。

普
仏
戦
争
を
刊
行
書
の
題
材
に
選
ん
だ
の
は
、
箱
館
で
の
戦
争
経
験
者
ら
し
く
、
尚

武
の
気
風
を
宣
揚
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
、
「
文
武
兼
備
に
て
天
下
の
大
勢
を
論
じ
、
人
材
登
用
」
を
目
指
し
た

集
学
所
で
あ
っ
た
が
、
折
角
集
っ
た
生
徒
の
中
に
は
、
そ
の
実
態
を
「
文
武
兼
備
ト

難
と
も
多
分
ハ
剣
客
に
し
て
、
文
学
修
行
ノ
地
に
非
す
」
と
み
な
し
、
退
校
す
る
者

　
　
（
9
4
）

も
あ
っ
た
。
志
士
的
・
政
治
的
な
姿
勢
を
前
面
に
出
し
た
人
見
ら
の
考
え
は
、
あ
く

ま
で
勉
学
を
目
的
に
新
時
代
の
洋
学
ブ
ー
ム
に
乗
ろ
う
と
し
た
者
に
は
、
期
待
は
ず

れ

だ
っ
た
よ
う
だ
。
す
な
わ
ち
、
人
見
ら
の
意
図
が
静
岡
藩
内
に
お
い
て
ど
れ
だ
け

共
感
を
得
、
浸
透
し
た
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。

　
戦
中
や
敗
戦
直
後
の
悔
し
さ
や
恨
み
の
気
持
ち
は
や
が
て
薄
ら
い
で
い
っ
た
。
あ

る
程
度
の
時
間
が
過
ぎ
た
時
、
負
け
た
側
に
と
っ
て
勝
っ
た
側
は
輝
か
し
く
、
羨
ま

し
い
存
在
に
見
え
た
の
で
あ
る
。
静
岡
藩
か
ら
鹿
児
島
に
赴
い
た
某
が
、
明
治
三
年

　
　
　
　
　
　
　
（
9
5
）

十

二
月
に
記
し
た
書
簡
に
は
、
鹿
児
島
藩
で
の
観
察
結
果
、
二
一
項
目
が
示
さ
れ
て

い

る
。
君
臣
の
情
実
が
父
子
の
ご
と
く
で
あ
る
、
藩
幹
部
も
質
素
な
住
居
に
住
ん
で

い

る
、
門
閥
が
打
破
さ
れ
兵
隊
は
政
庁
に
自
由
に
意
見
し
て
い
る
、
士
道
が
厳
格
で

あ
る
、
他
藩
か
ら
の
留
学
生
が
多
い
が
隠
し
事
は
な
い
、
製
鉄
所
や
洋
学
は
盛
大
に

向
か
っ
て
い
る
、
国
産
品
の
輸
出
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
、
と
い
っ
た
諸
点
で
あ
る
。

前
述
の
吹
田
鯛
六
の
鹿
児
島
か
ら
の
手
紙
も
同
様
で
、
兵
隊
の
意
気
軒
昂
ぶ
り
、
製

鉄
所
・
紡
績
所
の
盛
大
さ
を
指
摘
し
、
「
士
風
一
般
二
質
素
」
で
あ
る
点
を
見
習
い

た
い
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
勝
海
舟
の
理
解
は
得
ら
れ
て
も
、
多
く
の
静
岡
藩
士
た
ち
に
そ
の
感
動

を
伝
え
る
の
は
困
難
だ
っ
た
。
人
見
ら
の
意
図
は
空
回
り
に
終
わ
っ
た
と
い
え
る
。

そ
の
後
、
集
学
所
は
廃
藩
後
も
し
ば
ら
く
存
続
し
、
人
見
は
E
・
W
・
ク
ラ
ー
ク
の

静
岡
学
問
所
へ
の
招
聰
に
関
与
す
る
な
ど
、
初
期
静
岡
県
の
教
育
に
低
か
ら
ぬ
地
位

を
占
め
る
が
、
士
風
刷
新
と
い
う
大
目
的
は
意
味
を
失
っ
て
い
っ
た
。
沼
津
兵
学
校

や
静
岡
学
問
所
と
い
っ
た
洋
学
系
（
あ
る
い
は
漢
学
系
も
含
む
）
の
教
育
機
関
が
、

廃
藩
後
も
初
等
・
中
等
教
育
な
ど
の
分
野
で
庶
民
層
に
ま
で
影
響
を
残
し
た
の
に
対

し
、
一
部
の
士
族
を
除
き
、
集
学
所
は
ほ
と
ん
ど
何
も
残
さ
な
か
っ
た
。

　
む
し
ろ
、
箱
館
降
伏
人
の
う
ち
、
鹿
児
島
藩
遊
学
者
・
集
学
所
関
係
者
は
、
か
つ

て

の
敵
地
に
乗
り
込
み
、
そ
の
「
美
風
」
に
素
直
に
感
化
さ
れ
る
こ
と
を
通
し
て
、

敗
者
の
こ
だ
わ
り
を
い
ち
早
く
捨
て
た
と
い
え
る
。
脱
走
諸
隊
の
再
結
集
の
観
さ
え

あ
っ
た
同
志
的
結
合
や
、
他
藩
士
と
の
横
断
的
交
流
に
よ
っ
て
、
藩
と
い
う
旧
体
制

を
脱
し
て
い
く
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
直
接
政
府
に
取
り
込
ま

れ

た
洋
学
者
の
そ
れ
と
は
違
う
パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
が
、
超
藩
的
交
流
を
経
験
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家
意
識
や
国
民
と
し
て
の
視
野
を
独
自
に
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
意
識
は
、
榎
本
武
揚
の
北
海
道
開
拓
構
想
に
見
る
ご
と
く
、
す
で
に
箱
館
脱
走

時
代
に
胚
胎
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
榎
本
以
下
、
箱
館
降
伏
人
に
は
、
赦
免
後
、

開
拓
使
に
出
仕
し
た
り
、
子
弟
を
開
拓
使
学
校
に
入
れ
た
り
す
る
者
が
少
な
く
な
か

　
（
9
6
）

っ

た
。
そ
れ
は
政
府
の
強
要
で
は
な
く
、
北
方
開
拓
が
国
家
に
と
っ
て
重
要
な
課
題

で

あ
る
こ
と
を
早
く
に
認
識
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。
抗
戦
派
の
降
伏
人
だ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
恭
順
派
の
静
岡
移
住
者
よ
り
も
、
狭
い
旧
藩
意
識
を
容
易
に
脱
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
後
年
、
人
見
が
茨
城
県
知
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事
に
就
任
し
、
梅
沢
が
薩
摩
出
身
の
静
岡
県
令
の
下
で
職
を
奉
じ
た
事
実
に
は
、
背

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
7
）

景
と
し
て
同
様
の
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
鹿
児
島
藩
士
市
来
四
郎
は
、
旧
幕
臣
が
薩
長
土
を
怨
む
こ
と
甚
だ
し
い
点
を
憂
慮

し
、
両
者
を
和
解
さ
せ
る
こ
と
が
「
国
家
の
要
点
」
で
あ
る
と
判
断
し
、
阿
部
潜
（
静

岡
藩
少
参
事
・
軍
事
掛
）
・
赤
松
則
良
（
沼
津
兵
学
校
教
授
）
・
松
本
順
・
榎
本
道
章

（箱
館
降
伏
人
）
ら
旧
幕
臣
と
積
極
的
に
交
流
し
た
。
明
治
三
年
夏
沼
津
兵
学
校
を

視
察
し
、
阿
部
ら
を
御
貸
人
と
し
て
鹿
児
島
へ
招
い
た
ば
か
り
か
、
伊
地
知
正
知
と

図
り
鹿
児
島
藩
内
で
募
金
を
行
い
、
上
野
戦
争
で
敵
と
し
て
戦
死
し
た
旧
幕
府
方
の

慰
霊
碑
を
建
設
し
よ
う
と
運
動
し
た
。
阿
部
や
榎
本
道
章
は
、
市
来
ら
の
温
情
に
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
8
）

激
の
涙

を
流
し
、
両
者
の
感
情
は
大
い
に
和
ら
い
だ
と
い
う
。
市
来
は
明
治
四
年
に

は
、
民
部
省
が
設
立
す
べ
き
「
産
業
教
授
所
」
の
長
官
・
教
員
候
補
と
し
て
、
阿
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
9
）

潜
・
榎
本
道
章
以
下
、
旧
幕
臣
の
人
材
を
多
く
推
薦
し
た
建
言
書
を
作
成
し
て
い
る
。

鹿
児
島
藩
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
あ
っ
た
わ
け
で
、
藩
の
垣
根
を
取
り
払
お
う
と

す
る
動
き
は
藩
士
同
志
の
交
流
レ
ベ
ル
で
も
進
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

⑥
留
守
家
族
と
遺
族

　
脱
走
者
、
降
伏
人
、
謹
慎
処
罰
者
で
も
あ
っ
た
対
官
軍
抗
戦
者
に
対
す
る
静
岡
藩

の
対
処

は
、
本
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
そ
の
家
族
や
遺
族
に
対
し
て
も
特
徴
が
表
れ

て

い
る
。

　
沼
津
兵
学
校
の
規
則
書
（
「
徳
川
家
兵
学
校
掟
書
」
）
に
は
、
「
其
父
戦
死
報
国
之

功
有
之
者
」
に
対
し
て
は
、
年
齢
・
身
体
検
査
・
学
科
試
験
等
の
条
件
を
緩
和
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎜
）

入
学

を
許
可
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
官
軍
と
抗
戦
し
戦
死
し
た
者
に
そ
の
規

定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
徳
川
幕
府
に
殉
じ
た
は
ず
の
戦
死
者
の
遺
志

が
、
静
岡
藩
で
通
用
し
な
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
藩
を
挙
げ
て
抗
戦
し
た
東
北
諸
藩
の
場
合
と
は
違
い
、
静
岡
藩
内
で
は

苛
酷
な
戦
犯
追
及
と
い
っ
た
こ
と
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
し
、
引
き
渡
さ
れ
た
降
伏
人

に
対
す
る
処
遇
に
つ
い
て
も
、
取
り
立
て
て
厳
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
先

に
述
べ
て
き
た
通
り
で
あ
る
。

　
静
岡
藩
自
体
、
政
府
か
ら
厳
し
く
責
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
鳥
羽
・
伏
見

戦
争
の
責
任
者
と
し
て
処
罰
さ
れ
た
塚
原
昌
義
（
但
馬
）
以
下
一
〇
名
の
旧
幕
臣
の

う
ち
、
塚
原
は
ア
メ
リ
カ
へ
逃
亡
し
、
榎
本
道
章
・
永
井
尚
志
は
脱
走
し
箱
館
戦
争

に
参
加
す
る
な
ど
、
静
岡
藩
は
政
府
に
対
し
て
大
失
態
を
演
じ
て
い
た
。
し
か
し
、

結
局
、
五
年
ま
で
東
京
の
獄
中
に
あ
っ
た
永
井
を
除
き
、
他
の
箱
館
降
伏
者
と
と
も

に
三
年
に
引
き
渡
さ
れ
た
榎
本
は
「
慎
方
宜
」
に
つ
き
す
ぐ
に
赦
免
と
な
り
、
密
か

に
帰
国
し
静
岡
藩
邸
内
で
謹
慎
し
て
い
た
塚
原
に
つ
い
て
も
四
年
五
月
に
は
寛
典
願

い
が
藩
か
ら
出
さ
れ
、
厳
し
い
お
答
め
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
藩
内
で
お
と
な

し
く
蟄
居
し
て
い
た
平
山
省
斎
・
滝
川
具
挙
の
場
合
も
、
老
年
に
つ
き
近
傍
の
遊
歩

を
許
さ
れ
、
「
家
名
廃
立
ノ
儀
」
も
勝
手
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
小
野
友
五
郎
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い

た
っ
て
は
、
謹
慎
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
三
年
四
月
に
は
民
部
省
に
出
仕
し
て
い
る
。

　
政
府
の
静
岡
藩
に
対
す
る
甘
い
対
応
は
、
藩
当
局
の
藩
士
に
対
す
る
対
応
に
反
映

さ
れ
る
。
静
岡
藩
は
、
明
治
三
年
⊥
ハ
月
五
日
、
「
横
死
候
者
」
が
あ
る
時
は
速
や
か

に
届
け
出
る
こ
と
、
当
主
の
場
合
は
取
り
糺
し
の
上
家
名
存
続
の
可
否
を
決
め
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ワ
頃
0
］
）

事
実

を
隠
し
た
場
合
に
は
士
籍
を
削
る
、
と
い
う
布
達
を
出
し
た
。
こ
の
場
合
の
横

死
が
戊
辰
戦
争
の
戦
死
者
を
含
む
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
同
年

六

月
十
五
日
に
は
、
「
帰
籍
其
身
一
代
御
藩
籍
御
差
加
相
成
候
者
」
に
つ
い
て
、
取

り
調
べ
の
上
、
「
永
世
御
藩
籍
入
」
を
許
す
と
の
布
達
が
、
ま
た
、
御
扶
助
人
の
う

ち
、
脱
走
者
で
当
主
が
死
亡
し
た
者
に
つ
い
て
家
名
が
立
つ
よ
う
に
取
り
計
ら
う
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鵬
）

で
、
巨
細
取
り
調
べ
る
よ
う
に
と
の
布
達
も
出
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
降
伏
人
や

戦
死
者
の
遺
族
に
対
す
る
配
慮
と
い
え
る
。

　
上

記
の
布
達
を
受
け
て
の
、
上
野
か
ら
箱
館
ま
で
の
戊
辰
戦
争
戦
死
者
の
家
名
存

続

に
関
す
る
許
可
の
具
体
例
は
、
ほ
ん
の
一
部
で
あ
ろ
う
が
、
以
下
の
よ
う
に
記
録

さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
年
十
一
月
五
日
、
箱
館
戦
争
戦
死
彰
義
隊
士
金
指
隆
造
の
家

名
が
養
子
精
一
郎
に
下
さ
れ
る
（
五
人
扶
持
・
三
等
勤
番
組
）
、
十
一
月
七
日
、
箱
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館
戦
死
遊
撃
隊
士
岡
田
斧
吉
の
家
名
が
養
子
七
郎
に
下
さ
れ
る
（
六
人
扶
持
・
二
等

勤
番
組
）
、
箱
館
戦
傷
死
彰
義
隊
士
青
山
佐
一
郎
の
家
名
が
養
子
三
郎
に
下
さ
れ
る

（五
人
扶
持
・
三
等
勤
番
組
）
、
上
野
戦
争
刑
死
彰
義
隊
士
花
俣
鉄
吉
の
家
名
が
養
子

鉄
太
郎
に
下
さ
れ
る
（
四
人
扶
持
・
三
等
勤
番
組
）
、
十
一
月
十
日
、
上
野
戦
争
戦

死
彰
義
隊
士
伴
門
五
郎
の
家
名
が
養
子
鉛
五
郎
に
下
さ
れ
る
（
五
人
扶
持
∴
二
等
勤

番
組
）
、
十
一
月
二
十
三
日
、
箱
館
戦
死
衝
鋒
隊
隊
長
古
屋
佐
久
左
衛
門
の
家
名
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

実
子
庚
次
郎
に
下
さ
れ
る
（
五
人
扶
持
・
三
等
勤
番
組
）
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

息
子
が
箱
館
降
伏
人
で
も
あ
っ
た
大
属
宮
重
丹
下
が
、
「
家
名
相
続
取
調
自
訴
井
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鵬
）

扶
助
之
者
取
扱
」
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
事
務
を
担
当
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
勝
海
舟
は
自
ら
の
三
男
七
郎
を
、
箱
館
で
戦
死
し
た
遊
撃
隊
士
岡
田
斧
吉
の
養
子

　
　
　
　
　
（
6
0
1
）

と
し
て
い
る
が
、
他
の
戦
死
者
の
遺
族
、
脱
走
者
・
禁
獄
者
の
家
族
に
対
し
て
も
、

心
配

り
を
示
し
て
い
る
。
荒
井
郁
之
助
妻
の
静
岡
到
着
を
記
録
し
た
り
（
二
年
九
月

二

十
三
日
）
、
榎
本
武
揚
の
母
へ
十
両
を
遣
わ
し
た
り
（
十
］
月
十
七
日
）
、
古
屋
佐

久
左
衛
門
や
伴
門
五
郎
の
家
名
相
続
の
礼
を
受
け
た
り
（
三
年
十
一
月
二
十
五
日
、

二

十
九
日
）
、
獄
死
し
た
松
岡
盤
吉
の
家
内
扶
持
の
こ
と
を
相
談
し
た
り
（
四
年
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

月
十
九
日
）
と
い
っ
た
具
合
に
で
あ
る
。
降
伏
人
や
戦
死
者
は
、
静
岡
藩
内
で
は
、

表
向
き
に
は
称
揚
さ
れ
る
べ
き
存
在
で
は
な
い
も
の
の
、
決
し
て
冷
遇
さ
れ
て
い
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　
静
岡
藩
で
開
業
方
物
産
掛
を
つ
と
め
た
林
惟
純
（
三
郎
）
は
、
元
会
津
藩
士
と
い

う
前
歴
が
そ
う
さ
せ
た
も
の
か
、
「
旧
幕
府
脱
走
戦
死
者
の
遺
族
餓
寒
に
迫
る
を
以

て

赤
坂
の

元
紀

州
邸
に
入
れ
之
を
救
助
」
し
た
ば
か
り
か
、
貧
窮
に
よ
り
進
退
窮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎜
）

ま
っ
た
者
を
も
含
め
、
約
五
〇
〇
戸
の
駿
河
移
住
を
世
話
し
た
と
い
う
。

　
当
時
は
ま
だ
、
戊
辰
戦
争
で
の
「
賊
軍
」
「
朝
敵
」
と
し
て
の
意
識
は
、
脱
走
・

抗
戦

し
た
当
事
者
は
も
と
よ
り
、
恭
順
派
の
静
岡
藩
当
局
に
お
い
て
す
ら
後
年
の
よ

う
な
確
固
た
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
「
脱
走
人
々
の
勢
ハ
余
程
快
く
」

云
々

と
、
榎
本
軍
の
健
闘
ぶ
り
に
つ
い
て
、
沼
津
移
住
の
旧
幕
臣
が
明
治
二
年
正
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

手
紙
に
記
し
た
よ
う
に
、
脱
走
・
抗
戦
を
肯
定
的
に
と
ら
え
る
雰
囲
気
す
ら
横
溢

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

参
考
の
た
め
史
料
1
と
し
て
本
稿
末
尾
に
掲
載
し
た
、
元
彰
義
隊
士
渡
辺
愛
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

が
明
治
三
年
藩
に
提
出
し
た
由
緒
書
に
は
、
官
軍
へ
の
抗
戦
が
堂
々
と
記
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

る
。
同
じ
く
、
史
料
2
榎
本
脱
走
艦
隊
の
幹
部
・
柴
貞
邦
の
履
歴
書
は
、
維
新
政
権

に
対
し
て
憎
る
べ
き
脱
走
時
の
事
項
の
み
朱
書
に
な
っ
て
お
り
、
政
府
へ
の
提
出
用
、

静
岡
藩
へ
の
提
出
用
の
二
様
の
履
歴
書
を
作
成
す
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ

る
。
脱
走
時
の
行
動
は
、
決
し
て
す
べ
て
を
消
し
去
る
べ
き
過
去
と
は
み
な
さ
れ

て

い
な
か
っ
た
。

　
史
料
8
か
ら
1
0
に
は
、
箱
館
で
戦
死
し
た
工
兵
頭
吉
沢
勇
四
郎
の
嗣
子
、
三
等
勤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
些

番
組
吉
沢
忠
則
（
詳
一
郎
）
の
関
係
文
書
を
掲
げ
た
が
、
藩
籍
を
め
ぐ
っ
て
苦
闘
す

る
遺
族
と
留
守
家
族
の
実
態
が
う
か
が
え
る
史
料
で
あ
る
。
最
初
、
明
治
元
年
十
月

段
階
の
跡
目
相
続
願
書
は
、
脱
走
者
六
名
の
家
族
が
連
名
で
藩
に
提
出
し
て
い
る
が
、

竹
原
平
次
郎
（
石
橋
俊
勝
）
・
吉
沢
勇
四
郎
・
吉
田
安
太
郎
は
実
の
兄
弟
、
石
川
直

中
（
勝
之
助
）
は
吉
沢
と
義
兄
弟
（
妻
同
士
が
姉
妹
）
、
小
宮
山
昌
寿
（
金
蔵
）
は

吉
沢
・
石
川
と
は
同
じ
工
兵
隊
の
所
属
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
、
脱
走
者
の
親
類
・
知

人
が
共
同
で
、
生
死
不
明
の
前
当
主
に
代
わ
る
新
当
主
を
押
し
立
て
、
静
岡
藩
へ
の

帰
属
を
希
望
し
運
動
し
た
の
で
あ
る
。

　
吉
沢
の
場
合
、
一
旦
二
年
正
月
に
跡
式
を
許
さ
れ
た
が
、
勇
四
郎
戦
死
が
明
確
に

な
っ
た
後
、
三
年
閏
十
月
に
は
改
め
て
「
戦
死
跡
苗
跡
相
続
」
が
許
可
さ
れ
、
其
身

一
代
藩
籍
∴
二
等
勤
番
組
へ
編
入
、
三
人
扶
持
を
与
え
ら
れ
、
四
年
三
月
に
は
五
人

扶
持

に
増
扶
持
と
な
り
、
身
分
も
「
家
筋
之
格
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
駿

河

に
は
移
住
せ
ず
、
東
京
に
留
ま
り
、
二
年
十
一
月
以
降
は
政
府
に
出
仕
、
大
学
に

奉
職
し
て
い
る
。
生
還
し
た
石
川
直
中
の
場
合
、
幼
い
息
子
貫
一
を
当
主
と
し
て
藩

籍
は
維
持
さ
せ
な
が
ら
、
自
分
は
浦
和
県
で
教
師
に
な
る
と
い
う
、
独
自
な
進
路
を

選
ん

で

い

る
。
本
史
料
に
は
な
い
が
、
他
の
四
名
の
う
ち
、
竹
原
平
次
郎
は
、
註

（
3
9
）
で
も
述
べ
た
通
り
、
二
年
正
月
ま
で
に
は
東
北
の
戦
場
か
ら
沼
津
へ
戻
り
、
実

弟
石
橋
好
一
（
沼
津
兵
学
校
教
授
）
の
厄
介
と
な
り
石
橋
八
郎
と
改
名
、
沼
津
病
院
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に
職
を
得
た
。
息
子
勇
次
郎
が
静
岡
学
問
所
教
授
世
話
心
得
に
な
っ
て
い
た
小
宮
山

昌
寿
の
場
合
も
、
無
事
箱
館
か
ら
帰
還
し
、
釈
放
後
は
遠
江
に
割
付
ら
れ
た
よ
う
だ

が
、
実
際
に
移
住
し
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
り
、
三
年
に
は
大
学
少
助
教
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
1
）

て

政
府
に
出
仕
し
て
い
る
。
菰
田
元
次
も
箱
館
で
生
き
残
っ
た
が
、
そ
の
子
幸
太
郎

は
、
父
は
死
ん
だ
も
の
と
し
て
相
続
、
三
等
勤
番
組
と
な
り
相
良
に
移
住
し
四
人
扶

　
　
　
　
　
〔
皿
）

持
を
給
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
、
遺
族
・
留
守
家
族
、
本
人
と
も
、
そ
の
行
動
に
は
、

身
を
立
て
家
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
た
く
ま
し
さ
が
見
て
取
れ
る
。

　
吉
沢
・
石
川
・
小
宮
山
ら
洋
学
者
の
一
族
・
グ
ル
ー
プ
は
、
同
じ
箱
館
戦
争
経
験

者
で
あ
っ
て
も
、
前
節
で
紹
介
し
た
志
士
的
結
合
を
希
求
し
た
人
見
ら
剣
客
グ
ル
ー

プ

と
は
全
く
違
う
、
戦
後
の
対
応
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

お

わ
り
に

　
ま
と
め
と
し
て
各
節
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
は
し
な
い
が
、
本
稿

で

は
、
箱
館
戦
争
降
伏
人
が
静
岡
藩
に
も
た
ら
し
た
様
々
な
事
象
に
注
目
す
る
こ
と

に
よ
り
、
明
治
初
年
に
お
け
る
旧
幕
臣
の
文
化
的
位
置
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
う
。
御
預
人
・
御
貸
人
と
し
て
の
他
藩
で
の
活
動
、
鹿
児
島
藩
の
影
響
を
受

け
た
士
風
刷
新
の
取
り
組
み
な
ど
、
降
伏
人
に
独
自
な
役
割
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
従

来
提
示
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
新
政
府
に
と
っ
て
は
敵
対
勢

力
で
あ
り
、
静
岡
藩
に
と
っ
て
も
厄
介
な
「
お
荷
物
」
で
あ
っ
た
彼
ら
が
、
特
に
洋

学
系
の
主
要
な
人
物
の
場
合
、
結
局
は
官
僚
・
軍
人
と
し
て
政
府
か
ら
も
藩
か
ら
も

重
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
大
き
な
流
れ
は
否
定
で
き
な
い
。

　
戊
辰
戦
争
か
ら
一
〇
年
以
上
の
歳
月
を
経
た
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
、
静
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旦

県
の
新
聞
紙
上
に
北
海
道
官
有
物
払
い
下
げ
事
件
に
関
す
る
社
説
が
掲
載
さ
れ
、
同

事
件
に
関
わ
っ
た
旧
幕
臣
（
中
野
梧
一
）
が
批
判
さ
れ
た
。
戊
辰
に
際
し
、
旧
幕
臣

は
「
四
派
に
分
れ
思
ひ
く
の
方
向
を
定
め
」
た
。
第
一
は
、
「
奥
羽
へ
走
り
上
野

に
戦
か
ひ
箱
根
に
拠
り
果
は
函
館
五
陵
廓
の
降
伏
」
を
経
験
し
た
「
翼
幕
党
」
の
連

中
。
第
二
は
、
「
造
作
も
無
く
」
新
政
府
に
臣
従
し
た
「
王
臣
党
」
の
人
々
。
第
三

は
、
「
家
禄
に
カ
ヂ
リ
附
ん
と
」
駿
遠
に
お
供
し
た
「
移
住
党
」
。
第
四
は
、
「
旧
知

行
所
の
名
主
様
を
頼
み
田
舎
へ
逃
込
ん
だ
」
が
結
局
は
帰
参
し
た
「
帰
農
党
」
で
あ

る
と
す
る
。
当
時
は
、
四
派
の
う
ち
ど
れ
が
正
し
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
今

と
な
っ
て
は
、
中
野
も
含
め
、
榎
本
・
大
鳥
以
下
、
政
府
に
抜
擢
さ
れ
て
い
る
者
が

多
い
「
翼
幕
党
」
こ
そ
が
「
正
理
」
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
、
皮
肉
に
指
摘
す
る
。

　
し
か
し
、
脱
走
・
抗
戦
を
経
験
し
な
か
っ
た
一
般
の
旧
幕
臣
・
静
岡
藩
士
と
は
違

い
、
「
翼
幕
党
」
の
人
々
の
転
身
は
単
純
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
徳
川
家
臣
の
立

場
に
固
執
し
た
彼
ら
が
、
敗
戦
後
は
一
転
、
戦
犯
と
し
て
の
御
預
人
、
人
減
ら
し
の

意
味
で
の
御
貸
人
と
い
う
過
程
を
経
る
こ
と
で
、
自
分
が
所
属
す
る
藩
と
い
う
も
の

を
相
対
視
で
き
る
可
能
性
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
最
初
か
ら
こ
だ
わ
り
な
く
、
簡

単
に
藩
籍
を
捨
て
る
こ
と
が
で
き
た
福
沢
諭
吉
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
同

様
の
視
角
を
得
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
廃
藩
後
の
、
あ
る
い
は
廃
藩
を
待
た
ず
し

て

の
政
府
出
仕
と
い
う
選
択
を
容
易
に
し
た
理
由
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
逆

に
、
抗
戦
派
だ
っ
た
か
ら
政
府
に
登
用
さ
れ
ず
、
恭
順
派
だ
っ
た
か
ら
登
用
さ

れ

た
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
す
で
に
「
昔
時
の
政
治
的
立
場
を
問
わ
ぬ
人
材
登
用

が
本
格
化
」
し
て
い
た
当
時
、
旧
幕
臣
の
官
界
参
入
を
「
戊
辰
時
の
対
応
如
何
で
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

り
切
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
の
で
あ
る
。
静
岡
に
残
っ
た
旧
幕
臣
の
中
に
、
「
翼
幕

党
」
の
変
わ
り
身
の
早
さ
を
批
判
す
る
気
持
ち
が
生
ま
れ
る
の
は
自
然
で
あ
る
が
、

実

は
そ
れ
は
「
翼
幕
党
」
と
「
移
住
党
」
「
王
臣
党
」
「
帰
農
党
」
と
の
立
場
の
違
い

で

は
な
く
、
新
時
代
に
個
人
と
し
て
の
能
力
を
活
か
せ
た
か
否
か
の
違
い
か
ら
来
る

も
の
で
あ
っ
た
。

註（
1
）
　
原
口
清
『
明
治
前
期
地
方
政
治
史
研
究
』
上
（
塙
書
房
、
一
九
七
二
年
）
、
二
　
四
～
二

　
五
頁
。

（
2
）
　
国
立
公
文
書
館
所
蔵
。
勝
海
舟
の
日
記
か
ら
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
七
月
二
十
日
に
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政
府
か
ら
同
文
書
の
作
成
・
提
出
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
『
勝
海
舟
全
集
1
9
』
、
勤

　
　
草
書
房
、
一
九
七
三
年
）
。

（
3
）
　
『
静
岡
県
史
』
資
料
編
1
6
近
現
代
一
（
静
岡
県
、
一
九
八
九
年
）
、
二
〇
二
頁
。

（
4
）
　
脱
走
者
の
氏
名
は
、
「
箱
館
表
脱
走
人
員
井
び
に
軍
艦
種
類
、
戦
没
姓
名
」
（
『
勝
海
舟
全
集
』

　
　
別
巻
2
、
一
九
八
二
年
）
、
玉
置
弥
五
左
衛
門
「
遊
撃
隊
起
終
録
附
戊
辰
戦
争
参
加
義
士
人
名

　
　
録
」
（
市
立
函
館
図
書
館
所
蔵
）
を
参
照
し
、
照
ら
し
合
わ
せ
た
。
函
館
市
立
図
書
館
所
蔵
資

　
　
料
に
つ
い
て
は
西
澤
朱
実
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（
5
）
　
海
軍
学
校
頭
に
任
命
さ
れ
た
肥
田
は
、
静
岡
藩
で
は
何
ら
な
す
こ
と
な
い
ま
ま
明
治
二
年

　
　
八
月
に
は
政
府
民
部
省
に
出
仕
し
た
（
土
屋
重
朗
『
近
代
日
本
造
船
事
始
　
肥
田
浜
五
郎
の

　
　
生
涯
』
、
↓
九
七
五
年
、
一
七
〇
～
一
七
一
頁
）
。
駿
河
移
住
予
定
者
の
名
簿
に
名
前
が
あ
っ

　
　
た
軍
艦
役
並
香
山
道
太
郎
の
墓
誌
に
は
「
君
決
志
帰
農
」
（
横
須
賀
市
・
顕
正
寺
）
、
軍
艦
役

　
　
見
習
三
等
岡
田
井
蔵
の
墓
誌
に
は
「
君
退
隠
干
上
総
某
邨
」
（
同
寺
）
と
あ
り
、
海
軍
関
係
者

　
　
の
中
に
は
脱
走
に
も
加
わ
ら
ず
静
岡
に
も
移
住
し
な
か
っ
た
者
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
6
）
　
静
岡
藩
の
海
軍
学
校
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
3
）
『
静
岡
県
史
』
、
二
〇
二
～
一
二
三
頁
。

（
7
）
　
前
掲
註
（
3
）
『
静
岡
県
史
』
、
＝
八
頁
、
一
二
八
頁
。

（
8
）
　
房
総
で
の
撒
兵
隊
の
戦
争
に
参
加
し
た
江
原
素
六
の
場
合
、
変
名
を
使
っ
て
駿
河
に
移
住
、

　
　
知
人
宅
に
潜
伏
す
る
日
々
を
送
っ
た
と
い
う
が
（
結
城
礼
一
郎
『
江
原
素
六
先
生
伝
』
、
一
九

　
　
二
三
年
）
、
果
た
し
て
そ
こ
ま
で
官
軍
の
追
及
が
厳
し
か
っ
た
の
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
江

　
　
原
と
同
じ
く
撒
兵
隊
の
戦
争
に
参
加
し
た
永
峰
秀
樹
は
、
敗
戦
後
鹿
島
か
ら
江
戸
に
戻
り
、

　
　
「
個
々
随
意
に
家
に
帰
」
っ
た
と
い
い
（
永
峰
春
樹
編
『
思
出
之
ま
・
』
、
私
家
版
、
一
九
二

　
　
八
年
、
一
一
頁
）
、
官
軍
に
よ
る
逮
捕
の
危
険
は
一
切
記
し
て
い
な
い
。

（
9
）
　
「
駿
河
表
召
連
候
家
来
姓
名
」
に
は
、
江
原
素
六
の
ほ
か
、
撒
兵
隊
の
脱
走
に
加
わ
っ
た
者

　
　
の
う
ち
、
古
川
宣
誉
・
望
月
次
郎
の
名
前
も
見
え
る
。

（
1
0
）
　
美
加
保
丸
乗
組
の
海
軍
士
官
山
田
昌
邦
は
、
江
戸
で
官
軍
に
逮
捕
・
投
獄
さ
れ
た
が
（
コ
ニ

　

嘉
保
丸
の
難
破
談
」
『
旧
幕
府
』
第
四
号
、
一
八
九
七
年
、
復
刻
版
合
本
一
、
原
書
房
、
一
九

　
　
七
一
年
）
、
静
岡
藩
へ
引
き
渡
さ
れ
た
後
、
謹
慎
数
日
に
し
て
沼
津
兵
学
校
の
教
員
に
任
命
さ

　
　
れ
た
（
「
略
譜
　
第
一
輯
之
四
」
『
同
方
会
誌
』
三
十
、
一
九
〇
三
年
、
復
刻
版
合
本
第
五
巻
、

　

立
体
社
、
一
九
七
七
年
）
。

（
1
1
）
　
東
京
帝
国
大
学
蔵
版
『
復
古
記
』
第
十
冊
（
内
外
書
籍
株
式
会
社
、
］
九
二
九
年
）
、
七
一

　
　
八
～
七
二
〇
頁
。

（
1
2
）
　
海
舟
日
記
の
慶
応
四
年
九
月
二
十
二
日
条
に
は
、
乙
骨
太
郎
乙
が
勝
に
対
し
「
片
山
井
び

　
　
に
造
酒
の
事
」
を
嘆
願
し
た
と
あ
る
（
『
勝
海
舟
全
集
』
1
9
、
］
一
六
頁
）
。
中
根
淑
（
旧
名

　

造
酒
）
は
変
名
し
、
乙
骨
太
郎
乙
の
従
者
と
し
て
駿
河
に
移
住
し
た
と
い
う
（
田
中
明
「
中

　

根
香
亭
先
生
（
上
）
」
『
新
文
明
』
第
二
十
巻
第
一
号
、
一
九
七
〇
年
）
。
な
お
、
中
根
・
片
山

　
　
と
も
「
駿
河
表
召
連
候
家
来
姓
名
」
に
は
陸
軍
局
員
と
し
て
名
前
が
あ
る
。

（
1
3
）
　
『
復
古
記
』
第
十
冊
、
七
六
一
～
七
六
四
頁
。

（
1
4
）
　
『
復
古
記
』
第
十
冊
、
八
九
六
～
九
〇
一
頁
。

（
1
5
）
　
第
二
長
崎
丸
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
参
考
史
料
と
し
て
掲
げ
た
史
料
2
柴
貞
邦
履
歴
書
を

　
　
参
照
。
こ
の
時
、
第
二
長
崎
丸
に
積
み
込
ま
れ
て
い
た
品
々
の
一
部
は
現
存
し
、
江
戸
東
京

　
　
博
物
館
が
所
蔵
す
る
（
『
没
後
一
〇
〇
年
勝
海
舟
展
』
、
同
館
、
一
九
九
九
年
、
四
四
～
四
九

　
　
頁
）
。

（
1
6
）
　
『
復
古
記
』
第
十
四
冊
（
一
九
三
〇
年
）
、
二
八
九
～
二
九
〇
頁
。

（
1
7
）
　
丸
毛
利
恒
補
註
「
大
鳥
圭
介
君
獄
中
日
記
　
其
九
」
（
『
同
方
会
誌
』
十
七
、
一
九
〇
一
年
、

　
　
復
刻
版
合
本
第
二
巻
、
立
体
社
、
一
九
七
七
年
）
。

（
1
8
）
　
「
海
舟
日
記
」
明
治
三
年
五
月
三
日
条
、
『
勝
海
舟
全
集
』
1
9
。

（
1
9
）
　
後
に
ロ
シ
ア
正
教
の
信
者
と
な
り
函
館
で
弁
護
士
を
営
ん
だ
馬
場
民
則
（
…
八
五
四
～
一

　
　
九
〇
八
）
は
、
父
八
百
八
と
と
も
に
榎
本
軍
に
参
加
し
た
と
い
う
が
、
静
岡
藩
に
引
き
取
ら

　
　
れ
た
形
跡
は
な
い
（
『
正
教
新
報
』
第
六
五
五
号
、
六
五
七
号
、
一
九
〇
八
年
）
。
明
治
三
年

　
　
五
月
、
開
拓
使
は
、
戦
争
前
に
朝
臣
と
な
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
脱
走
・
降
伏
人
と
み
な

　
　
さ
れ
静
岡
藩
に
引
き
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
旧
幕
臣
十
九
名
に
つ
い
て
、
そ
の

　
　
同
地
へ
の
復
籍
を
認
め
て
い
る
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
公
文
録
」
）
。
北
海
道
立
文
書
館
所

　
　
蔵
の
箱
館
府
・
開
拓
使
の
官
員
履
歴
短
冊
等
を
分
析
し
た
門
松
秀
樹
「
設
置
当
初
の
開
拓
使

　
　
に
お
け
る
旧
幕
臣
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
五
十
二
号
、
慶
応
義
塾
大

　
　
学
大
学
院
法
学
研
究
科
、
二
〇
〇
二
年
）
は
、
戦
争
中
は
榎
本
軍
に
参
加
・
協
力
し
な
が
ら

　
　
戦
後
す
ぐ
に
赦
さ
れ
箱
館
府
・
開
拓
使
に
登
用
さ
れ
た
旧
箱
館
奉
行
所
職
員
が
少
な
く
な

　
　
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

（
2
0
）
　
栗
賀
大
介
「
サ
ム
ラ
イ
移
民
風
土
記
』
（
共
同
文
化
社
、
一
九
八
八
年
）
、
八
四
～
八
六
頁
。

（
2
1
）
　
前
掲
註
（
4
）
「
箱
館
表
脱
走
人
員
井
び
に
軍
艦
種
類
、
戦
没
姓
名
」
。
た
だ
し
、
静
岡
藩
に

　
　
預
け
ら
れ
て
い
た
一
四
〇
人
と
諸
藩
預
け
の
四
一
五
名
の
］
部
は
、
会
津
・
仙
台
・
鶴
岡
・

　
　
酒
田
・
南
部
等
で
降
伏
し
た
者
た
ち
で
あ
り
、
全
員
が
箱
館
降
伏
人
で
は
な
い
。

（
2
2
）
　
五
稜
郭
開
城
後
す
ぐ
に
「
兵
卒
は
放
免
せ
ら
る
」
と
い
う
（
丸
毛
利
恒
「
大
鳥
圭
介
君
獄

　
　
中
日
記
　
其
五
」
『
同
方
会
報
告
』
第
十
一
号
、
］
八
九
九
年
、
復
刻
版
合
本
第
二
巻
）
。
箱

　

館
降
伏
人
の
中
に
い
た
伊
豆
国
君
沢
郡
梅
名
村
（
三
島
市
）
の
農
民
亦
七
は
、
明
治
二
年
十

　
　
月
十
二
日
、
一
ノ
宮
藩
か
ら
韮
山
県
に
引
き
渡
さ
れ
て
い
る
（
『
静
岡
県
史
』
資
料
編
1
6
、
一

　
　
二
頁
）
。
兵
卒
か
軍
夫
と
し
て
従
軍
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
2
3
）
　
前
掲
「
大
鳥
圭
介
君
獄
中
日
記
　
其
五
」
。
な
お
、
「
海
軍
教
場
」
の
設
立
に
つ
い
て
諸
藩

　
　
の
代
表
が
審
議
し
た
二
年
十
二
月
二
日
の
集
議
院
で
は
、
「
箱
館
降
伏
人
ヲ
寛
典
二
処
分
シ
、

　

之

ヲ
用
ヒ
テ
罪
ヲ
購
ハ
シ
ム
ヘ
シ
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
が
（
橋
本
博
編
『
改
訂

　

維
新
日
誌
』
第
七
巻
、
名
著
刊
行
会
、
一
九
六
六
年
、
二
七
三
頁
、
「
集
議
院
日
誌
」
）
、
す
ぐ

　
　
に
は
政
府
の
採
用
す
る
と
こ
ろ
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
赦
免
ま
で
に
は
暫
く
時
間
が
か
か
っ
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た
の
で
あ
る
。

（
2
4
）
　
加
茂
儀
一
『
榎
本
武
揚
』
（
中
公
文
庫
、
一
九
八
八
年
）
、
石
河
幹
明
『
福
沢
諭
吉
伝
』
第

　
　
一
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
年
復
刻
、
七
〇
六
～
七
〇
九
頁
）
。
福
沢
諭
吉
が
獄
中
の
榎
本

　
　
や
宮
古
湾
海
戦
後
に
捕
ま
っ
た
古
川
正
雄
ら
の
助
命
・
救
援
に
関
わ
っ
た
こ
と
は
、
彼
の
榎

　
　
本
の
義
弟
江
連
尭
則
宛
書
簡
等
か
ら
判
明
す
る
（
慶
応
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
一

　
　
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
四
一
～
一
四
四
頁
、
三
五
六
頁
）
。

（
2
5
）
　
前
掲
註
（
3
）
『
静
岡
県
史
』
、
七
～
八
頁
。

（
2
6
）
　
前
掲
註
（
3
）
『
静
岡
県
史
』
、
八
頁
。
彰
義
隊
結
成
の
発
起
人
本
多
晋
は
、
明
治
二
年
正
月

　
　
に
一
旦
赤
坂
奉
行
支
配
二
等
勤
番
組
に
な
っ
た
も
の
の
、
「
同
年
九
月
元
彰
義
隊
ノ
故
ヲ
以
テ

　
　
三
等
勤
番
組
二
疑
セ
ラ
レ
」
た
と
い
う
（
本
多
晋
「
履
歴
書
」
、
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
所
蔵

　
　
者
本
多
健
一
氏
と
菖
蒲
町
教
育
委
員
会
渋
谷
克
美
氏
の
協
力
を
得
た
）
。

（
2
7
）
　
前
掲
註
（
3
）
「
静
岡
県
史
』
、
八
～
＝
一
頁
。

（
2
8
）
　
相
良
町
史
料
館
所
蔵
「
遠
江
国
相
良
勤
番
組
士
族
名
簿
」
。
本
史
料
の
所
在
に
つ
い
て
は
前

　
　
田
匡
一
郎
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（
2
9
）
　
大
谷
内
龍
五
郎
と
そ
の
仲
間
に
つ
い
て
は
、
大
石
貞
男
『
牧
之
原
開
拓
史
考
』
（
静
岡
県
茶

　
　
業
会
議
所
、
一
九
八
一
年
）
、
村
上
忠
見
「
日
本
歴
史
最
後
の
仇
討
ち
は
沼
津
在
方
仮
寓
の
彰

　
　
義
隊
の
内
紛
が
発
端
」
（
『
沼
津
史
談
』
第
三
十
六
号
、
一
九
八
五
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
3
0
）
東
北
戦
争
で
の
降
伏
者
が
田
中
城
に
幽
閉
さ
れ
た
こ
と
は
、
後
に
沼
津
兵
学
校
生
徒
と

　
　
な
っ
た
山
口
光
昌
の
略
伝
な
ど
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
（
『
静
岡
県
徳
行
録
』
一
九
四
一
年
）
。

　
　
山
口
は
田
中
城
に
一
〇
〇
日
幽
閉
さ
れ
た
と
い
う
（
彰
徳
碑
・
静
岡
市
立
西
奈
小
学
校
所
在
）
。

　
　
や
は
り
会
津
で
降
伏
し
た
天
野
可
春
（
花
蔭
・
帰
一
・
加
賀
守
）
も
田
中
城
に
禁
鋼
さ
れ
、

　
　
二
年
三
月
に
赦
さ
れ
て
い
る
（
「
略
譜
　
第
一
輯
之
五
」
『
同
方
会
誌
』
三
十
一
、
一
九
〇
九

　
　
年
、
復
刻
版
合
本
第
五
巻
、
一
九
七
七
年
）
。

（
3
1
）
　
「
戊
辰
の
変
、
脱
走
人
、
諸
藩
へ
預
け
ら
れ
し
者
の
姓
名
」
（
『
勝
海
舟
全
集
』
別
巻
2
）
。

（
3
2
）
　
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
公
文
録
」
。

（
3
3
）
　
前
掲
註
（
1
7
）
、
「
大
鳥
圭
介
君
獄
中
日
記
　
其
九
」
。

（
3
4
）
　
「
大
鳥
圭
介
君
獄
中
日
記
　
其
十
」
（
『
同
方
会
誌
』
第
十
九
号
、
一
九
〇
一
年
、
復
刻
版
合

　
　
本
第
三
巻
）
。

（
3
5
）
　
楠
善
雄
『
土
木
屋
さ
ん
の
史
学
散
歩
』
（
鹿
島
出
版
会
、
一
九
七
六
年
）
、
七
四
頁
。

（
3
6
）
　
『
静
岡
県
史
』
通
史
編
5
近
現
代
一
（
一
九
九
六
年
）
、
二
八
頁
。

（
3
7
）
　
篠
田
鉱
造
『
幕
末
明
治
女
百
話
（
上
）
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
七
年
）
、
二
四
四
頁
。

（
3
8
）
　
『
静
岡
県
史
』
通
史
編
5
近
現
代
一
、
三
一
頁
。

（
3
9
）
　
沼
津
兵
学
校
化
学
方
桂
川
甫
策
が
東
京
の
兄
甫
周
に
宛
て
た
明
治
二
年
正
月
二
十
四
日
付

　
　
の
手
紙
に
は
、
こ
の
ほ
ど
竹
原
平
次
郎
（
後
に
石
橋
八
郎
・
俊
勝
と
改
名
）
が
奥
州
か
ら
戻

　
　
り
、
近
所
に
潜
伏
し
て
い
る
と
記
し
て
い
る
（
今
泉
源
吉
『
蘭
学
の
家
桂
川
の
人
々
〔
最
終

　

篇
〕
』
篠
崎
書
林
、
一
九
六
九
年
、
六
三
八
頁
）
。
明
治
二
年
八
月
以
降
発
行
の
藩
の
役
人
名

　

簿
「
沼
津
御
役
人
附
」
か
ら
は
、
石
橋
八
郎
の
名
前
で
彼
が
沼
津
病
院
製
煉
方
に
採
用
さ
れ

　
　
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
4
0
）
　
「
沼
津
御
役
人
附
」
に
沼
津
病
院
二
等
医
師
と
し
て
名
前
を
現
す
三
浦
換
は
、
松
本
順
（
良

　

順
）
ら
と
と
も
に
脱
走
軍
に
参
加
、
会
津
・
米
沢
ま
で
行
動
を
共
に
し
、
松
本
が
庄
内
に
去
っ

　
　
た
後
も
米
沢
に
滞
在
、
同
藩
で
診
療
や
医
学
教
育
に
従
事
し
、
元
年
十
一
月
十
七
日
東
京
へ

　

向
け
て
出
立
し
た
（
『
山
形
県
教
育
史
　
通
史
編
上
巻
』
、
一
九
九
一
年
、
二
七
〇
～
二
七
二

　
　
頁
）
。
そ
の
後
静
岡
藩
に
帰
参
し
た
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
自
由
民
権
運
動
家
大
井
憲
太
郎
は
、

　
　
戊
辰
時
に
は
三
浦
の
塾
生
で
あ
り
、
「
三
浦
は
金
沢
の
方
へ
脱
走
」
し
た
と
後
年
言
っ
て
い
る

　
　
が
（
平
野
義
太
郎
『
民
権
運
動
の
発
展
』
雄
鶏
社
、
一
九
四
八
年
）
五
四
頁
、
金
沢
と
い
う

　
　
の
は
間
違
い
で
あ
ろ
う
。

（
4
1
）
　
「
沼
津
御
役
人
附
」
に
沼
津
病
院
附
属
と
し
て
名
が
あ
る
小
林
重
賢
（
文
周
）
は
、
元
年
九

　
　
月
酒
田
で
庄
内
藩
に
下
っ
た
四
七
名
の
一
人
で
あ
ろ
う
。
彼
は
蘭
方
医
林
洞
海
の
弟
子
で
あ

　
　
り
（
『
佐
倉
順
天
塾
社
中
姓
名
録
』
佐
倉
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
二
年
、
四
頁
）
、
沼
津
病

　
　
院
の
副
院
長
格
に
な
っ
て
い
た
林
を
頼
っ
て
沼
津
に
来
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
後
に
陸
軍
一

　
　
等
軍
医
正
と
な
っ
て
い
る
（
大
植
四
郎
『
明
治
過
去
帳
』
東
京
美
術
、
一
九
八
八
年
）
。

（
4
2
）
　
弟
沼
間
守
一
と
と
も
に
関
東
・
東
北
を
転
戦
し
た
須
藤
時
一
郎
は
、
「
沼
津
御
役
人
附
」
で

　
　
は
軍
事
掛
附
属
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
麻
布
鳥
居
坂
の
藩
邸
に
禁
鍋
の
後
、
駿
河
に
移
っ
た

　
　
と
い
う
（
坪
谷
善
四
郎
『
実
業
家
百
傑
伝
』
復
刻
二
、
立
体
社
、
一
九
七
八
年
）
。

（
4
3
）
　
松
本
順
ら
と
と
も
に
会
津
・
庄
内
ま
で
従
軍
し
た
名
倉
知
文
（
鈴
木
要
吾
『
蘭
学
全
盛
時

　
　
代
と
蘭
疇
の
生
涯
』
東
京
医
事
新
誌
局
、
一
九
三
三
年
）
は
、
明
治
三
年
発
行
「
静
岡
御
役

　
　
人
附
」
上
で
は
真
斎
の
名
で
静
岡
病
院
二
等
医
師
に
連
な
っ
て
い
る
。
酒
田
で
降
伏
し
た
小

　
　
林
重
賢
・
山
内
徳
三
郎
ら
四
七
名
中
に
彼
の
名
は
な
い
が
、
箱
館
ま
で
行
か
ず
に
静
岡
藩
に

　
　
帰
参
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
骨
接
ぎ
で
名
高
い
千
住
の
名
倉
家
の
分
家
に
生
ま
れ
た
人

　
　
で
（
名
倉
弓
雄
『
江
戸
の
骨
つ
ぎ
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
四
年
）
、
後
に
陸
軍
軍
医
監
と
な
っ

　
　
た
（
『
明
治
過
去
帳
』
）
。

（
4
4
）
　
前
掲
註
（
3
5
）
「
土
木
屋
さ
ん
の
史
学
散
歩
』
、
七
四
頁
。
岩
橋
教
章
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、

　
　
他
に
塚
原
晃
「
近
代
美
術
と
地
図
－
川
上
冬
崖
と
岩
橋
教
章
ー
」
（
『
神
戸
市
立
博
物
館
研
究

　
　
紀
要
』
第
十
七
号
、
二
〇
〇
］
年
）
が
参
考
に
な
る
。

（
4
5
）
　
石
川
安
次
郎
『
沼
間
守
こ
（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
〇
一
年
、
三
頁
）
、
中
村
理
平
『
洋
楽

　
　
導
入
者
の
軌
跡
ー
近
代
日
本
洋
楽
史
序
説
1
』
（
刀
水
書
房
、
一
九
九
三
年
）
、
五
七
頁
、
「
沼

　
　
津
兵
学
校
と
ラ
ッ
パ
」
（
『
沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
』
第
六
十
六
号
、
沼
津
市
明
治
史
料
館
、

　
　
二
〇
〇
一
年
）
。

（
4
6
）
　
「
沼
津
兵
学
校
体
操
教
授
山
口
知
重
」
（
『
沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
』
第
六
十
三
号
、
二
〇

　
　
〇
〇
年
）
、
拙
稿
「
沼
津
兵
学
校
関
係
人
物
履
歴
集
成
　
そ
の
二
」
（
『
沼
津
市
博
物
館
紀
要
』
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2
7
、
二
〇
〇
三
年
）
。
原
史
料
は
山
口
渚
氏
所
蔵
史
料
。

（
4
7
）
　
杉
浦
は
三
年
九
月
時
点
で
は
静
岡
学
問
所
四
等
教
授
だ
っ
た
（
『
久
能
山
叢
書
』
第
五
編
、

　
　
四
〇
〇
頁
）
。
彼
に
は
、
箱
館
戦
争
を
記
録
し
た
「
荷
生
日
記
」
（
橋
本
博
編
『
改
訂
維
新
日

　
　
誌
』
第
六
巻
、
名
著
刊
行
会
、
一
九
六
六
年
）
が
あ
る
。

（
4
8
）
　
『
東
京
教
育
史
資
料
体
系
』
第
一
巻
（
一
九
七
一
年
、
一
八
九
頁
）
に
明
治
四
年
頃
「
静
岡

　
　
学
校
数
学
教
師
」
を
、
第
二
巻
（
五
六
九
頁
）
に
明
治
三
年
頃
「
静
岡
県
学
校
教
授
方
」
を

　
　
つ
と
め
て
い
た
と
の
記
載
が
あ
る
。
捨
吉
は
、
同
時
期
の
静
岡
学
校
教
師
と
し
て
名
前
が
あ

　
　
る
桜
井
当
道
と
同
一
人
物
か
。

（
4
9
）
　
前
掲
註
（
4
）
『
勝
海
舟
全
集
』
別
巻
2
。

（
5
0
）
　
浅
羽
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
浅
羽
町
史
　
通
史
編
』
（
浅
羽
町
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
六
五

　
　
九
頁
。
小
林
健
次
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
』
（
教
文
館
、
一

　
　
九
八
八
年
）
、
『
信
仰
三
十
年
基
督
者
列
伝
』
（
警
醒
社
書
店
、
一
九
二
一
年
、
大
空
社
、
一
九

　
　
九
六
年
復
刻
版
）
を
参
考
。
後
書
に
は
、
静
岡
藩
の
「
藩
校
」
に
学
ん
だ
と
あ
る
。

（
5
1
）
　
高
木
菊
三
郎
「
地
磁
気
と
そ
の
測
量
」
（
『
測
地
学
会
誌
』
第
一
巻
第
一
号
、
↓
九
五
四
年
）
。

　
　
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
沼
津
兵
学
校
資
業
生
の
名
簿
中
に
神
谷
の
名
前
は
な
い
。

　
　
神
谷
の
履
歴
は
、
『
明
治
過
去
帳
』
を
参
照
。

（
5
2
）
　
橋
本
進
「
威
臨
丸
還
る
　
小
杉
雅
之
進
の
航
海
日
記
　
連
載
1
」
（
『
人
と
船
』
第
八
十
五

　
　
号
、
財
団
法
人
日
本
海
技
協
会
、
一
九
九
六
年
）
、
橋
本
進
『
成
臨
丸
還
る
　
蒸
気
方
小
杉
雅

　
　
之
進
の
軌
跡
』
（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
一
年
、
二
七
九
～
二
八
〇
頁
）
。

（
5
3
）
　
松
岡
譲
・
馨
の
父
子
関
係
に
つ
い
て
は
同
家
戸
籍
謄
本
（
小
平
敦
氏
提
供
）
、
小
林
省
三
．

　
　
小
笠
原
賢
蔵
の
父
子
関
係
に
つ
い
て
は
田
中
正
弘
『
近
代
日
本
と
幕
末
外
交
文
書
編
纂
の
研

　

究
』
（
思
文
閣
出
版
、
↓
九
九
八
年
、
＝
八
頁
）
と
小
林
弥
三
郎
・
小
笠
原
賢
蔵
兄
弟
写
真

　
　
（
人
見
寧
則
氏
蔵
）
、
塚
本
明
毅
・
明
誠
の
兄
弟
関
係
に
つ
い
て
は
「
塚
本
系
譜
」
（
塚
本
学
氏

　
　
所
蔵
）
を
そ
れ
ぞ
れ
参
考
に
し
た
。

（
5
4
）
　
静
岡
藩
当
時
の
勝
海
舟
の
日
記
に
は
、
「
人
減
」
の
文
字
が
頻
繁
に
登
場
す
る
。
明
治
三
年

　
　
五
月
の
箱
館
降
伏
人
到
着
以
降
で
は
、
七
月
十
日
、
七
月
二
十
一
日
、
九
月
二
十
八
日
、
閏

　
　
十
月
一
日
な
ど
（
『
勝
海
舟
全
集
』
1
9
）
。
高
松
凌
雲
は
、
釈
放
後
水
戸
藩
の
御
貸
人
と
な
り

　

徳
川
昭
武
に
仕
え
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
静
岡
藩
に
帰
参
を
願
い
出
た
と
こ
ろ
、
「
其
地
に
在

　
　
て
、
御
一
家
の
為
に
尽
す
こ
と
却
て
勝
れ
り
」
と
説
得
さ
れ
、
同
藩
に
留
ま
っ
た
と
い
う
（
後

　

掲
『
高
松
凌
雲
翁
経
歴
談
・
函
館
戦
争
史
料
』
、
一
〇
七
～
一
↓
○
頁
）
。
理
屈
は
ど
う
あ
れ
、

　
　
こ
れ
も
人
減
ら
し
の
方
針
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
5
5
）
　
立
教
大
学
日
本
史
研
究
室
編
『
大
久
保
利
通
関
係
文
書
』
第
二
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九

　

六
六
年
）
、
二
六
四
頁
。
な
お
、
同
書
で
は
本
書
簡
を
明
治
元
年
の
も
の
と
し
て
い
る
が
二
年

　
　
の
誤
り
。

（
5
6
）
　
日
本
史
籍
協
会
編
『
高
松
凌
雲
翁
経
歴
談
・
函
館
戦
争
史
料
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九

　
　
七
九
年
）
、
一
〇
八
～
一
＝
頁
。

（
5
7
）
　
「
談
片
」
（
『
旧
幕
府
』
第
五
巻
第
六
号
、
一
九
〇
一
年
、
復
刻
版
合
本
七
、
原
書
房
、
一
九

　
　
七
一
年
）
。
諸
藩
へ
預
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
「
極
て
寛
な
り
」
「
内
実
御
免
も
同
様
な
り
」
と
認

　
　
識

さ
れ
て
い
た
（
前
掲
江
連
尭
則
宛
福
沢
諭
吉
書
簡
、
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
一
巻
）
。
宮

　
　
古
湾
海
戦
後
捕
虜
と
な
り
高
松
藩
邸
に
預
け
ら
れ
た
益
田
克
徳
（
名
村
一
郎
）
は
、
兄
益
田

　
　
孝
が
必
死
で
運
動
し
、
讃
岐
に
送
ら
れ
る
前
に
特
別
に
釈
放
さ
れ
た
と
い
い
（
長
井
実
『
自

　
　
叙
益
田
孝
翁
伝
』
中
公
文
庫
、
一
九
八
九
年
、
一
〇
九
頁
）
、
例
外
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
降
伏

　
　
人
に
対
す
る
甘
さ
が
見
ら
れ
た
。

（
5
8
）
　
勝
海
舟
は
日
記
の
中
で
「
慎
人
（
つ
つ
し
み
び
と
）
」
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
る
（
明
治

　
　
二
年
十
一
月
十
七
日
条
）
。

（5
9
）
　
前
掲
註
（
5
7
）
「
談
片
」
。

（
6
0
）
　
以
上
、
福
井
藩
の
御
預
人
に
つ
い
て
は
、
熊
澤
恵
里
子
「
福
井
藩
に
み
る
『
文
武
学
校
』

　
　
の
展
開
過
程
！
明
新
館
時
代
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
『
地
方
教
育
史
研
究
』
第
十
九
号
、
一
九

　
　
九
八
年
）
所
収
の
表
3
を
参
照
し
た
。
な
お
、
栗
野
忠
雄
と
高
橋
平
吉
は
、
そ
の
後
も
福
井

　
　
に
長
く
留
ま
っ
た
た
め
、
「
去
就
不
申
出
分
」
と
し
て
静
岡
藩
籍
に
は
編
入
さ
れ
な
か
っ
た
ら

　
　
し
い
。
明
治
六
年
二
入
七
三
）
四
月
に
な
り
、
や
は
り
箱
館
降
伏
人
沢
太
郎
左
衛
門
ら
と

　
　
と
も
に
静
岡
県
へ
の
復
籍
を
大
蔵
省
に
願
い
出
る
が
、
沢
以
外
は
認
可
さ
れ
な
か
っ
た
（
静

　
　
岡
県
史
料
刊
行
会
編
『
明
治
初
期
静
岡
県
史
料
』
第
一
巻
、
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
、
↓
九

　
　
六
七
年
、
四
五
～
四
七
頁
）
。
栗
野
忠
雄
は
、
後
に
英
学
者
と
し
て
活
躍
、
『
新
数
学
全
書
』

　
　
『
代
数
教
授
本
』
『
英
文
典
直
訳
』
『
万
国
史
直
訳
』
『
合
衆
国
史
直
訳
』
『
新
式
英
和
会
話
』
等
、

　
　
多
く
の
訳
著
書
を
刊
行
し
た
。

（
6
1
）
　
石
上
良
平
・
石
上
熈
子
編
『
山
路
愛
山
　
人
生
・
命
耶
罪
耶
』
（
影
書
房
、
一
九
八
五
年
）
、

　
　
一
三
二
～
一
三
四
頁
。

（
6
2
）
　
久
能
山
東
照
宮
社
務
所
編
集
・
発
行
『
久
能
山
叢
書
』
第
五
編
（
一
九
八
一
年
）
、
三
七
二

　
　
頁
。

（
6
3
）
　
前
掲
『
高
松
凌
雲
翁
経
歴
談
・
函
館
戦
争
史
料
』
、
一
〇
四
～
一
〇
五
頁
。

（
6
4
）
　
早
川
省
義
「
故
小
菅
知
淵
君
小
伝
」
（
『
同
方
会
報
告
』
第
十
四
号
、
一
九
〇
〇
年
、
復
刻

　
　
版
合
本
第
二
巻
、
立
体
社
、
一
九
七
七
年
）
。

（
6
5
）
　
前
掲
『
山
路
愛
山
　
人
生
・
命
耶
罪
耶
』
、
＝
二
〇
頁
。
御
預
人
の
使
役
を
認
可
し
た
布
達

　
　
は
同
年
七
月
九
日
に
秋
田
藩
に
も
出
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
⊃
昨
日
、
旧
幕
之
仁
拾
人
余
御

　
　
預
ケ
ニ
相
成
候
て
、
使
役
は
勝
手
と
被
仰
渡
候
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
（
秋
田
市
史
編
さ
ん

　
　
委
員
会
近
世
部
会
編
『
初
岡
敬
治
日
記
』
、
秋
田
市
、
二
〇
〇
一
年
、
一
二
七
頁
）
。

（
6
6
）
　
以
上
、
「
海
舟
日
記
」
（
『
勝
海
舟
全
集
』
1
9
）
。
勝
の
日
記
に
は
、
他
に
、
酒
田
で
降
伏
し

　
　
た
柴
貞
邦
や
沼
津
兵
学
校
教
授
杉
亨
二
ら
が
、
和
歌
山
藩
に
招
聰
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た

　
　
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
（
三
年
八
月
十
日
、
二
十
日
条
）
。

65



国立歴史民俗博物館研究報告

　第109集2004年3月

（
6
7
）
　
前
掲
註
（
6
2
）
『
久
能
山
叢
書
』
第
五
編
、
四
六
五
頁
。

（
6
8
）
　
石
橋
絢
彦
「
沼
津
兵
学
校
沿
革
（
六
）
」
（
『
同
方
会
誌
』
四
十
三
、
一
九
一
六
年
、
復
刻
版

　

合
本
第
七
巻
）
。
関
は
、
和
歌
山
藩
籍
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
廃
藩
後
和
歌
山
県

　

士
族

を
称
し
て
い
る
（
外
山
操
編
『
陸
海
軍
将
官
人
事
総
覧
』
陸
軍
篇
、
芙
蓉
書
房
、
一
九

　
　
八
一
年
）
。
な
お
、
関
廼
教
、
筒
井
義
信
と
も
、
略
歴
は
『
明
治
過
去
帳
』
に
あ
る
。
筒
井
（
戒

　

名
義
信
院
殿
釈
威
徳
貞
証
大
居
士
、
明
治
三
十
三
年
一
月
十
九
日
五
十
五
歳
没
）
は
、
長
崎

　

奉
行
・
大
目
付
等
を
歴
任
し
た
筒
井
政
憲
の
子
。

（6
9
）
　
註
（
6
4
）
に
同
じ
。

（
7
0
）
　
大
日
本
辞
書
刊
行
会
編
『
大
日
本
人
名
辞
書
』
第
二
巻
（
講
談
社
、
一
九
七
四
年
）
。

（
7
1
）
　
熊
澤
恵
里
子
「
沼
津
兵
学
校
に
お
け
る
『
他
藩
員
外
生
』
　
福
井
藩
を
事
例
と
し
て
　
」
（
『
沼

　

津
市
史
研
究
』
第
六
号
、
一
九
九
六
年
）
掲
載
の
御
貸
人
一
覧
表
で
は
、
中
川
長
五
郎
は
実

　

際
に
は
派
遣
さ
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
中
川
は
同
年
五
月
に
尾
張
か
ら
手
紙
を
よ

　
　
こ
し
（
「
海
舟
日
記
」
四
年
五
月
七
日
条
）
、
同
藩
で
い
っ
し
ょ
に
な
っ
た
沼
津
兵
学
校
か
ら

　
　
の
御
貸
人
大
岡
忠
良
の
近
況
を
報
じ
て
き
て
い
る
の
で
、
名
古
屋
に
行
っ
た
こ
と
は
間
違
い

　
　
な
い
と
思
わ
れ
る
。
海
舟
日
記
・
四
年
二
月
一
日
条
に
「
尾
州
へ
中
川
表
五
郎
遣
わ
す
積
決

　

す
」
、
二
月
二
日
条
に
「
尾
州
へ
遣
わ
す
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
勝
の
「
会
計
荒
増
」

　
　
に
も
、
四
年
二
月
二
日
条
に
「
十
両
　
中
川
長
五
郎
、
尾
張
へ
遣
わ
す
二
付
」
と
あ
る
（
『
勝

　

海
舟
全
集
』
2
1
、
一
九
七
三
年
、
五
七
二
頁
）
。

（
7
2
）
　
以
上
、
「
海
舟
日
記
」
（
『
勝
海
舟
全
集
』
1
9
）
。
勝
は
、
「
海
舟
秘
記
」
と
い
う
帳
面
に
も
、

　
　
小
宮
山
昌
寿
（
重
蔵
と
な
っ
て
い
る
が
金
蔵
の
誤
り
か
）
・
筒
井
義
信
（
於
兎
吉
）
・
石
川
直

　
　
中
（
勝
之
助
）
・
吉
田
二
郎
・
永
峯
弥
吉
・
大
川
矩
文
（
正
次
郎
）
ら
の
名
前
を
列
記
し
、
「
人

　
　
見
よ
り
調
べ
差
し
出
し
候
分
也
」
と
記
し
て
い
る
が
、
箱
館
降
伏
人
の
う
ち
有
為
な
人
材
を

　

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
メ
モ
と
考
え
ら
れ
る
（
『
勝
海
舟
全
集
』
2
1
、
五
四
二
～
五
四
四
頁
）
。

（
7
3
）
　
六
十
匁
道
人
「
福
井
光
利
氏
経
歴
の
終
始
」
（
『
同
方
会
報
告
』
第
六
号
、
一
八
九
七
年
、

　
　
復
刻
版
第
一
巻
、
立
体
社
、
一
九
七
七
年
）
。

（
7
4
）
　
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
公
文
禄
」
。
以
下
の
よ
う
な
文
面
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
岡
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乙
骨
兼
三

　
　
　

右
之
者
徳
島
藩
ニ
テ
借
受
度
旨
掛
合
申
越
候
二
付
同
藩
へ
貸
渡
置
申
候
依
之
此
段
御
届

　
　
　

申
上
候
以
上

　
　
　
　
　

辛
未
四
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
岡
藩

　
　
　
　
　
　
　
弁
官
御
中

　
　

な
お
、
乙
骨
兼
三
は
、
廃
藩
後
も
引
続
き
名
東
県
に
奉
職
し
、
徳
島
に
留
ま
っ
た
よ
う
で

　
　
あ
る
（
沼
津
市
明
治
史
料
館
所
蔵
・
乙
骨
太
郎
乙
関
係
文
書
B
－
4
7
、
四
年
十
二
月
二
十
三
日

　
　
付
静
岡
県
宛
名
東
県
問
合
せ
通
知
）
。

（
7
5
）
　
山
内
六
三
郎
（
堤
雲
）
は
、
釈
放
後
「
紀
州
藩
に
仕
へ
た
」
（
村
上
一
郎
『
蘭
医
佐
藤
泰
然
』
、

　

房
総
郷
土
研
究
会
、
一
九
四
一
年
、
二
〇
四
頁
）
と
い
う
。

（
7
6
）
　
林
董
は
、
和
歌
山
藩
か
ら
「
英
学
の
出
来
る
人
」
と
し
て
招
聰
さ
れ
、
明
治
四
年
九
月
ま

　
　
で
陸
奥
宗
光
宅
で
翻
訳
の
仕
事
に
従
事
し
た
と
い
う
（
「
林
董
伯
自
叙
伝
回
顧
録
二
」
「
同
方

　

会
誌
』
六
十
、
一
九
三
六
年
、
復
刻
版
第
十
巻
、
一
九
七
八
年
、
三
二
～
三
三
頁
、
由
井
正
臣

　

校
注
『
後
は
昔
の
記
　
林
董
回
顧
録
』
、
平
凡
社
、
一
九
七
〇
年
、
三
八
～
三
九
頁
）
。

（
7
7
）
　
田
島
応
親
は
、
箱
館
戦
争
に
は
助
っ
人
フ
ラ
ン
ス
人
士
官
の
通
訳
と
し
て
参
加
し
た
が
、

　
　
戦
後
は
捕
虜
に
な
る
こ
と
を
免
れ
、
密
か
に
東
京
に
戻
り
、
明
治
三
年
か
ら
四
年
夏
頃
ま
で

　
　
十
四
、
五
か
月
大
阪
兵
学
寮
に
奉
職
す
る
（
田
島
応
親
「
日
本
兵
制
の
沿
革
附
三
九
話
」
『
史

　
　
談
会
速
記
録
』
二
〇
一
輯
、
一
九
〇
九
年
、
復
刻
版
合
本
二
十
九
、
原
書
房
、
一
九
七
三
年
、

　
　
三
二
九
ペ
ー
ジ
）
前
ま
で
、
田
安
家
の
藩
校
有
造
館
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え
て
い
た
（
柳
生

　
　
悦
子
『
史
話
ま
ぼ
ろ
し
の
陸
軍
兵
学
寮
』
、
六
興
出
版
、
一
九
八
三
年
、
五
〇
頁
）
。
彼
が
静

　
　
岡
藩
か
ら
田
安
家
へ
の
正
式
な
御
貸
人
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
な
お
、
静
岡
学
問

　
　
所
教
授
世
話
心
得
（
後
五
等
教
授
）
江
目
金
太
郎
と
田
島
と
を
同
一
人
物
と
考
え
る
文
献
も

　
　
あ
る
が
（
鈴
木
明
『
追
跡
』
、
集
英
社
文
庫
、
一
九
八
八
年
、
四
八
頁
）
、
江
目
は
「
林
大
学

　
　
頭
林
式
部
少
輔
手
附
書
物
御
用
出
役
芳
太
郎
体
」
と
し
て
慶
応
三
年
二
十
一
歳
で
「
仏
語
伝

　
　
習
」
を
願
い
出
て
お
り
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
兵
術
語
学
伝
習
事
件
」
）
、
全
く
の

　
　
別
人
で
あ
る
。
田
島
が
沼
津
兵
学
校
に
入
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
説
（
篠
原
宏
『
陸
軍

　
　
創
設
史
』
、
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
、
一
九
八
三
年
、
二
九
五
～
二
九
六
頁
）
も
憶
測
に
す
ぎ
な
い
。

（
7
8
）
　
箱
館
で
は
開
拓
方
調
役
だ
っ
た
小
花
万
次
（
小
笠
原
島
開
拓
者
小
花
作
助
長
男
、
工
学
博

　
　
士
小
花
冬
吉
兄
）
は
、
釈
放
後
東
京
で
、
唐
津
藩
の
洋
学
校
に
英
語
教
師
と
し
て
高
橋
是
清

　
　
を
紹
介
し
、
旧
幕
臣
の
フ
ラ
ン
ス
式
調
練
教
師
山
脇
某
・
ラ
ッ
パ
教
師
多
田
某
と
と
も
に
送

　
　
り
込
ん
だ
が
（
上
塚
司
編
『
高
橋
是
清
自
伝
（
上
）
』
、
中
公
文
庫
、
一
九
七
六
年
、
一
〇
二

　
　
～
一
〇
六
頁
）
、
そ
れ
が
静
岡
藩
士
と
し
て
の
公
的
な
行
動
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

　
　
い
。
箱
館
降
伏
人
以
外
に
も
以
下
の
例
が
あ
る
。
会
津
戦
争
に
先
立
ち
、
同
地
で
フ
ラ
ン
ス

　
　
式
調
練
を
指
導
し
た
元
開
成
所
教
授
林
欽
次
（
正
十
郎
）
は
、
「
王
政
維
新
の
際
不
測
の
大
罪

　
　
を
犯
し
俘
囚
の
身
と
な
れ
り
」
（
『
沼
津
新
聞
』
明
治
十
五
年
十
一
月
十
三
日
）
と
後
年
回
顧

　

　
し
て
い
る
よ
う
に
、
箱
館
ま
で
行
か
ず
に
官
軍
に
降
伏
し
た
ら
し
い
が
、
明
治
三
年
か
ら
一

　
　
年
間
ほ
ど
名
古
屋
藩
洋
学
校
の
教
師
に
な
っ
て
い
る
（
武
内
博
『
日
本
洋
学
人
名
事
典
』
、
柏

　
　
書
房
、
一
九
九
四
年
）
。
林
が
明
治
二
年
頃
沼
津
で
教
育
に
従
事
し
て
い
た
と
す
る
文
献
も
あ

　
　
る
が
（
石
光
真
人
『
あ
る
明
治
人
の
記
録
』
、
中
公
新
書
、
一
九
七
一
年
、
五
二
頁
）
、
名
古

　
　
屋
藩
行
き
が
静
岡
藩
士
と
し
て
の
正
式
な
も
の
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。
歩
兵
第

　
　
七
連
隊
長
と
し
て
関
東
・
東
北
を
転
戦
し
た
長
野
桂
次
郎
（
米
田
桂
次
郎
・
立
石
斧
次
郎
）

　
　
は
、
明
治
三
年
夏
東
京
か
ら
金
沢
藩
の
藩
校
致
遠
館
に
赴
任
し
、
英
語
を
教
え
た
（
『
石
川
県

　
　
史
　
第
参
編
』
、
石
川
県
、
一
九
七
四
年
、
一
八
七
頁
、
倉
沢
剛
『
幕
末
教
育
史
の
研
究
　
三
』
、

66
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吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
、
三
八
五
頁
）
。
長
野
の
場
合
も
静
岡
藩
か
ら
の
御
貸
人
だ
つ
た

　
　
の
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。

（
7
9
）
美
加
保
丸
に
乗
り
込
ん
で
い
た
軍
艦
奉
行
組
本
山
漸
（
旧
名
高
松
観
次
郎
）
は
、
遭
難
後

　
　
密
か
に
江
戸
に
戻
り
、
十
月
、
知
人
の
世
話
に
よ
り
上
総
国
の
菊
間
藩
（
元
沼
津
藩
）
の
洋

　
　
学
教
授

と
な
っ
た
。
名
前
も
す
っ
か
り
改
め
、
身
分
上
も
完
全
な
同
藩
士
と
な
っ
て
し
ま
っ

　
　
た
（
拙
稿
「
岩
瀬
忠
震
の
女
婿
本
山
漸
」
『
忠
震
会
報
』
第
二
号
、
一
九
八
九
年
）
。
幕
府
医

　
　
学
所
句
読
師
で
松
本
順
の
奥
羽
脱
走
に
同
行
し
た
渡
辺
洪
基
は
、
同
地
で
米
沢
藩
の
英
学
教

　
　
師
に
迎
え
ら
れ
た
（
前
掲
『
山
形
県
教
育
史
　
通
史
編
上
巻
』
）
。
豊
前
国
豊
津
藩
（
香
春
藩
・

　
　
元
小
倉
藩
・
小
笠
原
家
）
の
藩
校
大
橋
洋
学
校
の
教
師
に
な
っ
た
瀧
川
久
作
は
「
静
岡
人
」

　
　
だ
っ
た
と
い
う
が
、
「
変
名
ヲ
用
フ
ル
者
ア
ル
モ
知
ル
可
カ
ラ
ス
」
と
さ
れ
て
お
り
（
新
谷
恭

　
　
明
「
明
治
初
期
・
小
笠
原
藩
に
お
け
る
学
校
の
組
織
化
」
、
幕
末
維
新
学
校
研
究
会
編
『
幕
末

　
　
維
新
期
に
お
け
る
「
学
校
」
の
組
織
化
』
、
多
賀
出
版
、
一
九
九
六
年
）
、
敗
亡
の
旧
幕
臣
が

　
　
紛
れ
込
ん
で
い
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

（
8
0
）
　
以
下
も
人
見
の
鹿
児
島
遊
学
に
つ
い
て
は
、
青
木
昭
解
説
「
人
見
寧
履
歴
書
」
（
『
農
業
史

　
　
内
部
資
料
』
第
十
八
号
、
茨
城
県
農
業
史
編
さ
ん
会
、
一
九
六
七
年
）
に
よ
る
。
中
村
彰
彦

　
　
『
遊
撃
隊
始
末
』
（
文
春
文
庫
、
一
九
九
七
年
）
は
、
同
じ
文
献
に
基
づ
き
人
見
の
鹿
児
島
で

　
　
の
動
向
を
描
い
て
い
る
。
人
見
の
鹿
児
島
遊
学
に
関
す
る
記
事
は
、
勝
海
舟
の
日
記
に
も
記

　
　
事
が
あ
る
ほ
か
（
三
年
五
月
四
日
条
、
八
日
条
）
、
「
会
計
荒
増
」
に
も
九
十
両
渡
し
た
こ
と

　
　
が
記
録
さ
れ
て
い
る
（
『
勝
海
舟
全
集
』
2
1
）
。

（
8
1
）
　
梅
沢
敏
は
、
同
じ
酒
田
降
伏
人
の
和
田
助
三
郎
や
宮
古
湾
海
戦
で
捕
虜
と
な
っ
た
小
笠
原

　
　
賢
蔵
・
古
川
正
雄
ら
と
と
も
に
、
明
治
二
年
九
月
二
十
九
日
に
東
京
糾
問
所
か
ら
釈
放
さ
れ

　
　
て
い
る
（
「
大
鳥
圭
介
君
獄
中
日
誌
　
其
四
」
『
同
方
会
報
告
』
第
十
号
、
一
八
九
九
年
、
復

　
　
刻
版
合
本
第
二
巻
）
。

（
8
2
）
　
酒
井
忠
篤
の
鹿
児
島
遊
学
は
、
明
治
三
年
九
月
か
ら
四
年
三
月
に
及
び
、
「
練
兵
修
業
」
を

　
　
し
た
と
い
う
（
『
三
百
藩
藩
主
人
名
事
典
』
第
一
巻
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
六
年
、
『
山

　
　
形
県
大
百
科
事
典
』
、
山
形
放
送
株
式
会
社
、
一
九
八
三
年
）
。

（
8
3
）
　
海
舟
日
記
の
四
年
四
月
九
日
条
に
「
榛
（
梅
の
誤
り
か
）
沢
鉄
三
郎
、
薩
州
よ
り
帰
り
候

　
　
に
付
き
来
る
」
と
あ
る
の
で
、
人
見
を
送
り
出
し
梅
沢
は
一
人
鹿
児
島
に
残
っ
た
ら
し
い
。

（
8
4
）
　
「
海
舟
日
記
」
、
豊
原
又
男
編
『
佐
久
間
貞
一
小
伝
』
（
故
佐
久
間
貞
一
君
胸
像
建
設
事
務
所
、

　
　
一
九
三
二
年
再
版
）
、
一
〇
頁
、
一
八
二
～
一
八
四
頁
。

（
8
5
）
　
多
賀
が
御
貸
人
阿
部
潜
と
と
も
に
鹿
児
島
に
滞
在
し
た
こ
と
は
、
石
橋
絢
彦
「
沼
津
兵
学

　

校
沿
革
（
六
）
」
。
静
岡
藩
は
自
訴
し
た
多
賀
に
つ
い
て
、
明
治
三
年
十
月
に
政
府
弁
官
・
兵

　

部
省
宛
に
寛
典
の
処
置
を
願
う
願
書
を
提
出
、
同
月
下
旬
に
は
許
可
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
（
国

　

立

公
文
書
館
所
蔵
「
公
文
録
」
）
、
鹿
児
島
行
は
そ
の
後
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
多
賀
春
帆
（
上

　

総
介
・
外
記
・
三
十
郎
、
天
保
三
年
生
ま
れ
、
明
治
二
十
一
年
没
）
が
、
上
総
の
改
名
後
の

　
　
名
前
で
あ
る
こ
と
は
多
賀
弘
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
多
賀
は
移
住
後
沼
津
の
川
で
鵜
飼
を

　
　
試
み

失
敗

し
、
勝
海
舟
の
紹
介
で
東
照
宮
の
廟
守
に
な
っ
た
と
す
る
伝
聞
も
あ
る
が
（
『
学
海

　
　
日
録
』
第
十
一
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
、
五
八
～
六
〇
頁
）
、
真
偽
の
ほ
ど
は
不
明
で

　
　
あ
る
。

（
8
6
）
　
以
上
、
集
学
所
の
取
り
立
て
に
関
す
る
記
事
は
、
「
海
舟
日
記
」
、
「
会
計
荒
増
」
に
よ
る
。

（
8
7
）
　
拙
稿
「
史
料
紹
介
　
静
岡
藩
士
の
鹿
児
島
だ
よ
り
ー
柏
木
忠
俊
宛
吹
田
鯛
六
書
状
　
」
（
『
韮

　
　
山
町
史
の
栞
』
第
十
五
集
、
一
九
九
一
年
）
。

（
8
8
）
　
前
掲
「
人
見
寧
履
歴
書
」
に
よ
る
と
、
人
見
の
帰
藩
後
、
静
岡
に
立
寄
っ
た
鹿
児
島
藩
参

　
　
事
大
山
綱
良
（
格
之
助
）
に
対
し
、
知
事
島
津
公
の
分
も
含
め
、
留
学
中
の
謝
礼
の
意
を
込

　
　
め
刀
一
振
り
宛
が
藩
庁
か
ら
贈
ら
れ
た
と
い
う
。

（
8
9
）
　
『
勝
海
舟
全
集
』
別
巻
1
二
九
八
二
年
）
、
九
五
頁
。

（
9
0
）
　
廃
藩
後
の
四
年
十
一
月
、
人
見
に
「
集
学
所
頭
取
」
の
辞
令
が
出
さ
れ
て
い
る
（
前
田
匡

　
　
一
郎
「
明
治
初
期
の
英
学
塾
賎
機
舎
」
『
季
刊
静
岡
の
文
化
』
第
六
十
八
号
、
静
岡
県
文
化
財

　
　
団
、
二
〇
〇
二
年
）
。
四
年
七
月
頃
に
は
宮
路
助
三
郎
が
頭
取
だ
っ
た
と
す
る
史
料
も
あ
る

　
　
（
後
掲
『
旗
本
三
島
政
養
日
記
』
）
。

（
9
1
）
　
『
静
岡
市
史
　
史
料
　
第
一
集
』
（
静
岡
市
役
所
、
一
九
六
五
年
）
、
一
〇
八
頁
。

（
9
2
）
　
文
部
省
編
『
日
本
教
育
史
資
料
』
第
一
巻
（
臨
川
書
店
、
一
九
六
九
年
）
。

（
9
3
）
　
「
海
舟
日
記
」
明
治
四
年
八
月
十
日
条
。

（
9
4
）
　
西
脇
康
編
『
旗
本
三
島
政
養
日
記
』
（
三
島
氏
四
百
年
史
刊
行
会
、
一
九
八
七
年
、
一
七
四

　
　
頁
）
、
『
静
岡
県
史
』
通
史
編
5
近
現
代
］
（
静
岡
県
、
↓
九
九
六
年
、
五
四
頁
）
。

（
9
5
）
　
前
掲
註
（
6
8
）
、
石
橋
絢
彦
「
沼
津
兵
学
校
沿
革
（
六
）
」
。

（
9
6
）
　
明
治
五
年
時
点
で
の
開
拓
使
仮
学
校
生
徒
に
は
、
川
村
久
直
（
録
四
郎
）
の
息
子
・
従
弟
、

　
　
室
田
秀
雄
の
弟
、
榎
本
道
章
の
息
子
、
六
年
時
点
で
の
仮
学
校
官
員
に
は
吹
田
鯛
六
、
山
田

　
　
昌
邦
、
六
年
時
点
の
開
拓
使
女
学
校
生
徒
に
は
山
田
昌
邦
の
姪
、
大
鳥
圭
介
の
娘
、
荒
井
郁

　
　
之
助
の
娘
、
三
浦
換
の
娘
、
寺
沢
正
明
の
娘
な
ど
、
箱
館
降
伏
人
や
脱
走
参
加
者
の
子
弟
や

　
　
本
人
が
散
見
す
る
（
北
海
道
大
学
編
『
北
大
百
年
史
　
札
幌
農
学
校
史
料
（
一
）
』
、
ぎ
ょ
う

　
　
せ
い
、
一
九
八
一
年
）
。

（
9
7
）
　
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
、
明
治
四
年
頃
牧
畜
・
牛
乳
販
売
業
に
先
鞭
を
つ
け
た
榎
本
道
章

　
　
（
『
学
海
日
録
』
第
三
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
、
一
四
二
頁
、
鈴
木
要
吾
『
明
治
維
新

　
　
奇
謹
』
、
明
玄
書
房
、
一
九
九
〇
年
、
六
三
頁
）
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
や
中
国
で
貿
易
・
織
物

　
　
事
業
に
従
事
し
た
松
平
太
郎
（
『
同
方
会
誌
』
三
十
三
）
、
北
海
道
で
物
産
業
に
取
り
組
ん
だ

　
　
宮
路
助
三
郎
（
『
佐
久
間
貞
一
小
伝
』
一
三
頁
）
、
郵
便
汽
船
会
社
や
三
菱
会
社
で
長
く
船
長

　

を
つ
と
め
た
福
井
光
利
（
『
同
方
会
誌
』
三
十
五
）
ら
の
例
を
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
、
も
う
一

　
　
方
に
あ
る
彼
ら
の
在
野
性
や
実
業
志
向
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
な
お
、
箱
館
戦
争
参

　

加
者
の
赦
免
後
の
政
府
出
仕
に
つ
い
て
言
及
し
た
論
稿
に
、
紺
野
哲
也
「
旧
幕
府
脱
走
軍
の
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降
伏
と
戦
後
処
理
」
（
市
立
函
館
博
物
館
編
・
刊
『
戊
辰
戦
争
　
　
鳥
羽
・
伏
見
か
ら
箱
館
ま

　
　
で
　
　
』
、
一
九
九
九
年
）
が
あ
る
。

（
9
8
）
　
鹿
児
島
県
維
新
史
料
編
さ
ん
所
編
『
鹿
児
島
県
史
料
　
忠
義
公
史
料
　
第
七
巻
』
（
鹿
児
島

　
　
県
、
一
九
八
〇
年
）
、
九
八
五
頁
。

（
9
9
）
　
同
前
、
一
〇
一
頁
。

（
0
0
1
）
　
沼
津
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
沼
津
市
史
』
史
料
編
近
代
1
（
沼
津
市
、
一
九
九
七
年
）
、

　
　
四
六
頁
。

（
皿
）
　
塚
原
ら
の
処
罰
に
つ
い
て
は
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
公
文
録
」
、
『
復
古
記
』
第
十
冊
（
六

　
　
〇
二
～
六
〇
三
頁
）
。
小
野
友
五
郎
に
つ
い
て
は
、
藤
井
哲
博
『
成
臨
丸
航
海
長
小
野
友
五
郎

　
　
の
生
涯
』
（
中
公
新
書
、
一
九
八
五
年
）
、
二
二
九
～
一
四
〇
頁
。

（
皿
）
　
前
掲
『
久
能
山
叢
書
』
第
五
編
、
三
七
〇
頁
。
沼
津
在
に
移
住
し
た
元
彰
義
隊
士
の
う
ち
、

　

内
紛
で
殺
害
さ
れ
た
斎
藤
金
三
郎
・
上
野
岩
太
郎
の
遺
族
に
つ
い
て
、
明
治
三
年
八
月
、
金

　
　
谷
開
墾
方
よ
り
脱
走
戦
死
者
遺
族
と
同
様
の
「
御
救
助
」
を
求
め
る
願
書
が
提
出
さ
れ
、
同

　
　
月
二
十
五
日
扶
助
米
の
支
給
が
許
可
さ
れ
て
い
る
（
金
谷
町
教
育
委
員
会
所
蔵
「
進
達
井
達

　
　
留
」
）
。
横
死
の
例
で
あ
ろ
う
。

（
3
0
1
）
　
同
前
『
久
能
山
叢
書
』
、
三
七
三
頁
。
同
じ
布
達
は
前
掲
「
進
達
井
達
留
」
に
も
記
載
さ
れ

　
　
て
い
る
。
同
史
料
に
は
、
兄
鉄
吉
が
脱
走
・
死
亡
し
、
二
年
七
月
に
家
名
相
続
願
い
を
提
出

　
　
し
た
が
、
「
沼
津
表
二
も
同
様
之
類
多
有
之
候
間
、
右
御
所
置
相
附
次
第
御
所
置
之
品
も
可
有

　
　
之
旨
」
と
の
こ
と
で
す
ぐ
に
は
聞
き
届
け
れ
ら
れ
ず
、
本
布
達
を
受
け
三
年
七
月
に
な
っ
て

　
　
改
め
て
相
続
願
い
を
出
し
た
島
木
劔
吉
の
例
な
ど
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
布
達

　
　
を
受
け
提
出
さ
れ
た
脱
走
死
亡
者
の
届
書
の
例
と
し
て
、
成
臨
丸
事
件
で
官
軍
に
斬
殺
さ
れ

　
　
た
春
山
弁
蔵
の
実
子
惣
領
鐙
太
郎
に
よ
る
「
奉
申
上
候
書
付
」
が
あ
る
（
窪
田
正
志
「
春
山

　
　
弁
蔵
履
歴
文
書
」
『
清
見
潟
』
創
刊
号
、
清
水
郷
土
史
研
究
会
、
一
九
九
一
年
）
。

（
4
0
1
）
　
同
前
『
久
能
山
叢
書
』
、
四
四
五
～
四
五
九
頁
。
戦
死
者
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
明
田
鉄

　
　
男
編
『
幕
末
維
新
全
殉
難
者
名
鑑
』
W
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
六
年
）
を
参
考
に
し
た
。

（
鵬
）
　
同
前
『
久
能
山
叢
書
』
第
五
編
、
四
三
八
頁
。

（
㎜
）
　
「
海
舟
日
記
」
明
治
三
年
九
月
十
四
日
、
十
一
月
七
日
、
八
日
。

（
∬
）
　
「
海
舟
日
記
」
よ
り
。
宮
古
湾
海
戦
で
戦
死
し
た
甲
賀
源
吾
の
跡
目
を
養
子
宜
政
に
継
が
せ
、

　
　
我
が
子

同
様
に
薫
育
し
た
矢
田
堀
鴻
（
石
橋
絢
彦
『
回
天
艦
長
甲
賀
源
吾
伝
』
、
甲
賀
源
吾
伝

　
　
刊
行
会
、
一
九
三
二
年
、
三
三
二
～
三
三
五
頁
）
、
中
島
三
郎
助
の
遺
児
與
曽
八
の
相
続
に
尽

　
　
力
し
た
佐
々
倉
桐
太
郎
（
中
島
義
生
編
『
中
島
三
郎
助
文
書
』
、
一
九
九
六
年
、
二
三
二
～
二

　
　
三
四
頁
）
の
例
な
ど
、
勝
海
舟
以
外
に
も
戦
死
者
の
遺
族
を
保
護
し
た
逸
話
は
少
な
く
な
い
。

（
8
0
1
）
　
沼
津
市
明
治
史
料
館
所
蔵
「
林
惟
純
君
事
蹟
余
話
」
（
石
井
敏
子
氏
寄
贈
・
江
原
素
六
関
係

　
　
文
書
）
。
総
州
岩
井
で
戦
死
し
た
大
草
松
太
郎
の
妻
子
は
、
金
谷
開
墾
方
の
縁
者
を
頼
っ
て
移

　
　
住
し
た
が
、
三
年
三
月
二
十
八
日
、
一
日
一
人
白
米
四
合
の
扶
助
を
許
可
さ
れ
て
お
り
（
金

　

谷
町
教
育
委
員
会
所
蔵
「
進
達
井
達
留
」
）
、
藩
当
局
も
遺
族
ら
に
対
し
配
慮
し
た
こ
と
が
わ

　
　
か
る
。

（
9
0
1
）
　
拙
稿
「
生
徒
の
手
紙
が
語
る
沼
津
兵
学
校
の
あ
と
さ
き
」
（
田
村
貞
雄
編
『
徳
川
慶
喜
と
幕

　
　
臣
た
ち
』
、
静
岡
新
聞
社
、
一
九
九
八
年
）
、
一
〇
七
頁
。

（
0
1
1
）
　
渡
辺
孝
夫
氏
所
蔵
。

（
m
）
　
柴
喜
友
氏
所
蔵
。
柴
貞
邦
（
弘
吉
・
誠
一
、
天
保
五
年
七
月
十
四
日
生
ま
れ
、
明
治
七
年

　
　
八
月
一
日
没
）
は
、
長
崎
海
軍
伝
習
所
に
学
び
、
韮
山
代
官
手
代
か
ら
幕
府
直
参
に
ま
で
立

　

身
し
た
、
肥
田
浜
五
郎
・
松
岡
盤
吉
・
望
月
大
象
ら
と
並
ぶ
江
川
坦
庵
門
下
の
代
表
的
人
物

　
　
で
あ
る
。
彼
の
履
歴
は
従
来
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
史
料

　
　
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
と
思
う
。
柴
家
は
代
々
韮
山
代
官
江
川
氏
に
仕
え
た
家
だ

　
　
が
、
貞
邦
は
、
柏
木
忠
俊
と
と
も
に
幕
末
の
江
川
氏
を
支
え
た
筆
頭
手
代
松
岡
正
平
の
子
で

　
　
あ
る
。
安
政
年
間
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
江
川
門
下
の
砲
術
家
番
付
表
（
拙
稿
「
韮
山

　
　
県
と
静
岡
藩
を
め
ぐ
る
人
物
雑
録
」
『
韮
山
町
史
の
栞
』
第
二
十
二
集
、
一
九
九
八
年
、
＝

　
　
一
頁
）
で
は
、
西
の
小
結
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
東
の
関
脇
で
あ
る
兄
市
川
来
吉
、
西

　

前
頭
八
枚
目
で
あ
る
弟
松
岡
盤
吉
と
と
も
に
、
兄
弟
そ
ろ
っ
て
の
俊
英
で
あ
っ
た
。
盤
吉
の

　
　
下
の
弟
松
岡
春
造
や
、
後
に
女
婿
と
な
っ
た
尾
形
惟
善
（
幸
次
郎
、
海
軍
少
将
）
も
榎
本
脱

　
　
走
艦
隊
に
参
加
し
た
旧
幕
府
海
軍
士
官
で
あ
る
。
庄
内
藩
救
援
に
派
遣
さ
れ
た
た
め
箱
館
に

　
　
は
行
か
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
榎
本
政
権
の
選
挙
結
果
に
は
副
総
裁
候
補
と
し
て
一
票
、
海

　
　
軍
奉
行
候
補
と
し
て
十
三
票
が
投
じ
ら
れ
て
お
り
（
『
函
館
市
史
』
通
説
編
第
二
巻
、
函
館
市
、

　
　
一
九
九
〇
年
、
二
四
二
頁
、
田
中
彰
・
紺
野
哲
也
「
史
料
紹
介
　
蝦
夷
事
情
乗
風
日
誌
」
・
田

　
　
中
彰
『
明
治
維
新
と
北
海
道
』
所
収
、
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
一
〇

　
　
頁
）
、
脱
走
軍
の
中
で
も
人
望
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
他
、
長
州
征
伐
へ
の
出
動
、

　
　
江
戸
薩
摩
藩
邸
焼
き
討
ち
に
伴
う
品
川
沖
海
戦
な
ど
、
本
履
歴
書
か
ら
は
柴
の
詳
細
な
行
動

　
　
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
履
歴
書
以
外
に
、
脱
走
を
や
め
さ
せ
よ
う
と
説
得
す
る
海
軍
総
裁

　
　
矢
田
堀
鴻
の
書
簡
（
慶
応
四
年
四
月
十
一
日
）
、
奥
羽
へ
脱
走
し
列
藩
同
盟
の
盟
主
と
な
っ
た

　
　
輪
王
寺
宮
公
現
法
親
王
に
従
っ
た
寛
永
寺
執
当
浄
林
院
（
覚
王
院
義
観
）
・
円
覚
院
（
龍
王
院

　
　
尭

忍
）
の
礼
状
（
同
年
七
月
三
日
）
な
ど
も
合
わ
せ
て
紹
介
し
た
。
浄
林
院
・
円
覚
院
の
書

　
　
簡
は
、
「
上
野
輪
王
寺
宮
執
当
職
大
覚
王
院
戊
辰
日
記
（
其
四
）
」
（
『
江
戸
』
第
九
巻
第
一
号
、

　
　
江
戸
旧
事
采
訪
会
、
一
九
一
八
年
）
や
「
覚
王
院
義
観
戊
辰
日
記
」
（
日
本
史
籍
協
会
編
『
維

　
　
新
日
乗
纂
輯
』
五
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
九
年
復
刻
、
四
三
四
頁
）
に
掲
載
さ
れ
て

　
　
い
る
が
、
字
句
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
柴
と
連
名
の
宛
先
に
な
っ
て
い
る
石

　
　
渡
栄
治
郎
（
石
腸
栄
次
郎
）
は
、
幕
府
海
軍
の
士
官
で
、
貴
族
院
議
員
石
渡
敏
一
の
父
、
大

　
　
蔵
大
臣
石
渡
荘
太
郎
の
祖
父
で
あ
り
、
輪
王
寺
宮
を
軍
艦
で
仙
台
ま
で
送
っ
た
が
病
気
の
た

　
　
め
五
稜
郭
ま
で
は
行
か
な
か
っ
た
と
い
う
人
物
で
あ
る
三
石
渡
荘
太
郎
』
、
一
九
五
四
年
、

　
　
四
頁
）
。
な
お
、
柴
家
に
は
、
こ
こ
に
翻
刻
・
掲
載
し
た
以
外
に
、
静
岡
藩
帰
参
後
の
柴
に
対
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し
「
今
は
唯
々
御
慎
み
の
方
と
存
じ
候
」
云
々
と
記
し
た
明
治
二
年
十
二
月
一
日
付
の
、
勝

　
　
海
舟
の
書
簡
（
『
勝
海
舟
全
集
』
別
巻
2
収
録
）
等
も
伝
来
し
て
い
る
。

（
2
1
1
）
　
吉
沢
勝
一
氏
所
蔵
、
石
橋
誠
一
氏
提
供
。
石
橋
俊
勝
・
吉
沢
勇
四
郎
・
石
橋
好
一
ら
兄
弟

　
　
に
つ
い
て
は
、
「
洋
学
者
・
竹
原
四
兄
弟
」
（
『
沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
』
第
四
十
一
号
、
一

　
　
九
九
五
年
）
。
な
お
、
吉
沢
勇
四
郎
の
戦
死
を
め
ぐ
っ
て
は
、
箱
館
で
「
討
死
」
し
た
と
す
る

　
　
史
料
も
あ
る
が
（
『
勝
海
舟
全
集
』
別
巻
2
、
五
八
五
頁
）
、
子
孫
の
伝
聞
で
は
自
刃
と
も
い

　
　
わ
れ
、
命
日
は
五
月
十
一
日
に
な
っ
て
い
る
（
石
橋
誠
一
氏
ご
教
示
）
。
ま
た
、
五
月
十
三
日

　
　
に
権
現
台
場
で
官
軍
に
降
参
し
、
捕
縛
さ
れ
た
と
い
う
記
録
も
あ
り
（
『
復
古
記
』
第
十
四
冊
、

　
　
六
七
五
頁
）
、
彼
の
正
確
な
死
亡
時
の
状
況
は
わ
か
ら
な
い
。

（
3
1
1
）
　
小
宮
山
昌
寿
に
つ
い
て
は
、
三
島
市
栄
町
の
共
同
墓
地
に
あ
る
墓
石
銘
文
（
拙
稿
「
東
京

　
　
府
の
私
塾
・
私
学
に
み
る
静
岡
藩
出
身
者
の
教
育
活
動
」
『
静
岡
県
近
代
史
研
究
』
第
二
十
七

　
　
号
、
二
〇
〇
一
年
、
五
〇
～
五
一
頁
）
が
詳
し
い
。
な
お
、
東
京
都
新
宿
区
・
長
光
寺
住
職

　
　
の
ご
教
示
に
よ
り
、
彼
の
生
没
年
月
日
が
天
保
十
三
年
九
月
二
十
二
日
、
明
治
二
十
八
年
一

　
　
月
十
四
日
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

（……

）　
前
掲
註
（
2
8
）
、
「
遠
江
国
相
良
勤
番
組
士
族
名
簿
」
。

（
5
ユ
ユ
）
　
「
梧
一
と
葉
」
（
『
函
右
日
報
』
明
治
十
四
年
八
月
十
六
日
）
。
全
文
は
拙
稿
「
旧
幕
臣
・
静

　
　
岡
県
出
身
者
の
同
郷
・
親
睦
団
体
」
（
『
沼
津
市
博
物
館
紀
要
』
2
4
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
掲
載
。

（
6
1
1
）
　
菊
地
久
「
維
新
変
革
と
幕
臣
の
系
譜
　
改
革
派
勢
力
を
中
心
に
（
六
）
1
国
家
形
成
と
忠

　
　
誠
の
転
移
相
克
ー
」
（
『
北
大
法
学
論
集
』
三
ニ
ー
三
、
北
海
道
大
学
法
学
部
、
一
九
八
二
年
）
、

　
　
六
三
六
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
）

（二
〇

〇

三
年
一
二
月
二
七
日
受
理
、
二
〇
〇
三
年
七
月
一
八
日
審
査
終
了
）
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史

料
1由

緒
書

親
類
書

家
族
書

三
等
勤
番
組

　
　
　
渡
辺
愛
四
郎

元
高
拾
俵
壱
人
扶
持
　
　
　
　
　
　
本
国
摂
津
　
　
　
　
　
三
等
勤
番
組

持
扶
持
三
人
扶
持

　
　
　
　
　
　
　
生
国
甲
斐
　
　
　
　
　
　
渡
辺
愛
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
歳
三
十
七

　
　
　
　
由
緒
書

渡
辺
源
次
瀧
口
綱
三
代
之
子
孫
渡
辺
小
三
郎
弘
新
羅
三
郎
義
光
二
仕
へ
其
子
渡
辺
源

太
郎
正
者
刑
部
三
郎
義
清
二
仕
へ
嘉
保
二
年
亥
十
月
義
清
甲
斐
国
へ
配
流
之
節
供
二

被
連
、
数
代
市
川
二
住
居
、
其
後
天
正
十
三
年
三
月
　
東
照
神
君
甲
州
へ
御
入
国
之

節
、
市
川
家
兼
武
神
職
　
被
　
命
候
後
代
々
市
川
別
当
二
属
シ
神
職
二
御
座
候
処
、

昭
徳
院
様
御
代
元
治
元
子
年
七
月
上
京
仕
、
一
橋
殿
　
御
用
談
所
頭
取
川
村
恵
十
郎

手
附
江
御
雇
被
命
、
同
月
十
九
日
長
藩
　
御
所
へ
乱
入
之
醐
、
月
花
門
江
相
詰
、
同

年
十
二
月
朔
日
御
物
頭
同
心
大
砲
組
江
新
規
御
抱
入
被
　
命
、
同
月
中
水
府
脱
藩
北

国
筋
横
行
之
節
、
家
老
松
浦
加
賀
守
江
附
属
二
而
越
前
敦
賀
表
江
出
張
仕
、
帰
京
之

上
御
褒
美
金
五
両
頂
戴
仕
、
慶
応
二
寅
年
八
月
御
口
廻
銃
隊
二
罷
成
、
同
年
九
月

中
納
言
様
御
儀
御
本
丸
御
相
続
之
節
、
御
供
二
被
　
召
連
、
撒
兵
勤
方
被
　
命
候
旨
、

板
倉
伊
賀
守
殿
6
御
書
付
之
趣
、
陸
軍
奉
行
溝
口
伊
勢
守
殿
6
被
申
渡
、
同
年
十
一

月
兵
庫
湊
出
帆
二
而
帰
府
仕
、
同
三
卯
年
五
月
撒
兵
頭
塙
健
次
郎
江
附
属
二
而
再
上

京
仕
、
同
年
八
月
撒
兵
頭
並
中
川
貞
之
助
江
附
属
二
而
長
崎
表
江
出
張
仕
、
明
治
元

辰
年
正
月
八
日
御
用
済
二
而
同
所
出
帆
、
同
月
廿
三
日
帰
府
仕
、
同
年
二
月
彰
義
隊

被
　
命
、
浅
草
門
跡
江
相
詰
、
市
中
取
締
仕
罷
在
候
処
、
其
後
東
叡
山
御
警
衛
被

命
罷
在
候
処
、
同
年
四
月
十
一
日
慶
喜
様
東
叡
山
二
被
遊
御
謹
慎
候
処
、
水
府
表
江

御
発
足
二
付
、
隊
中
一
統
　
御
供
仕
度
段
、
春
日
鉄
三
郎
δ
奉
願
上
候
処
、
此
後
者

東
叡
山
宮
様
井
御
宝
器
御
警
衛
市
中
取
締
可
致
旨
、
同
人
江
被
　
命
、
相
勤
罷
在
候

処
、
同
月
十
七
日
御
門
主
様
6
野
菜
料
と
し
て
金
壱
両
被
下
置
、
同
年
五
月
十
五
日

官
軍
御
差
向
二
相
成
、
御
門
主
様
御
立
退
被
遊
候
内
為
防
之
砲
戦
仕
被
在
候
処
、
御

門
主
様
　
御
供
仕
候
者
罷
帰
り
御
領
分
武
州
豊
島
郡
上
尾
久
村
名
主
江
川
佐
十
郎
門

前
迄
御
供
仕
、
其
場
二
而
御
暇
頂
戴
仕
罷
帰
り
候
趣
中
之
候
二
付
、
弟
渡
辺
広
吉
戦

死
二
付
切
髪
持
参
仕
、
銘
々
勝
手
次
第
東
叡
山
開
兵
仕
候
後
、
潜
伏
罷
在
候
処
、
同

年
十
一
月
廿
三
日
小
普
請
入
被
　
命
候
旨
、
織
田
和
泉
殿
6
御
書
付
ヲ
以
被
申
渡
、

同
年
十
二
月
御
領
地
へ
移
住
仕
、
同
月
御
用
人
組
二
罷
成
、
同
二
巳
年
二
月
浜
松
奉

行
支
配
二
罷
成
、
同
年
十
月
沼
津
勤
番
組
之
頭
支
配
二
罷
成
、
同
三
午
年
二
月
開
墾

方
附
属
被
　
命
候
旨
、
服
部
綾
雄
殿
被
達
候
趣
、
勤
番
組
之
頭
6
御
書
付
ヲ
以
被
申

渡
、
同
年
八
月
遠
州
表
江
移
住
仕
、
同
年
九
月
開
墾
方
附
属
御
免
、
沼
津
三
等
勤
番

組
被
　
命
候
旨
、
浅
野
次
郎
八
殿
被
申
渡
候
趣
、
開
墾
方
頭
中
条
潜
蔵
殿
6
御
書
付

ヲ
以
被
申
渡
、
同
月
当
御
支
配
地
へ
帰
国
仕
罷
在
候

　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
明
治
三
午
年
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
愛
四
郎
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

融

（花
押
）

　
　
元
高
拾
俵
壱
人
扶
持
　
　
　
　
　
本
国
摂
津
　
　
　
三
等
勤
番
組

　
　
持
扶
持
三
人
扶
持
　
　
　
　
　
　
生
国
甲
斐
　
　
　
　
渡
辺
愛
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
歳
三
十
七

　
　
　
　
　
　
親
類
書

　
　
　
　
　
父
方

一
祖
父

　
甲
斐
国
八
代
郡
市
川
川
上
野
村
　
　
　
　
　
　
渡
辺
掃
部
死

　
　
　
　
御
崎
明
神
神
主

一
祖
母
　
同
国
同
郡
同
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
沢
能
光
死
娘
死

　
　
　
　
同
社
同
断
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甥妻 兄母　父　
右
之
外
親
類
無
御
座
候
、

　
　

明
治
三
午
年
十
二
月

元
高
拾
俵
壱
人
扶
持

持
扶
持
三
人
扶
持

　
　
宿
所
富
士
郡
原
田
村
妙
善
寺

同
国
同
郡
同
村

同
社
同
断

同
国
同
郡
内
船
村

八
幡
宮
神
主

同
国
同
郡
市
川
上
野
村

御
崎
明
神
神
主

一
橋
殿
家
来

同
所

同
断

　
母
方

同
国
同
郡
内
船
村

八
幡
宮
神
主

同
国
同
郡
市
川

大
門
村
医
師

同
国
同
郡
内
船
村

八
幡
宮
神
主

同
国
同
郡

左
右
口

村
々
士

同
国
同
郡
市
川
上
野
村

御
崎
明
神
神
主

同
国
同
郡
内
船
村

八
幡
宮
神
主

　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
　
　
　
　
　
渡
辺
淡
路
死

　
　
　
　
　
　
山
本
肥
後
死
娘

　
　
　
父
渡
辺
淡
路
伜

　
　
　
　
　
　
渡
辺
掃
部

　
　
　
　
　
　
入
江
幸
三
郎
娘

　
　
　
父
渡
辺
掃
部
伜

　
　
　
　
　
　
渡
辺
靱
負

　
　
　
　
　
　
山
本
肥
後
死

　
　
　
　
　
　
坐
光
寺
三
蔵
死
娘
死

　
　
　
父
山
本
肥
後
伜

　
　
　
　
　
　
山
本
兵
庫

　
　
　
実
父

山
本
肥
後
次
男

　
　
　
　
　
　
丹
沢
八
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
山
本
肥
後
死
娘

　
　
　
父

山
本
兵
庫
伜

　
　
　
　
　
　
山
本
肥
後

　
　
　
　
　
　
渡
辺
愛
四
郎
㊥

沼
津
勤
番
組
々
頭
支
配

　
　
　
三
等
勤
番
組

　
　
　
　
　
　
渡
辺
愛
四
郎

　
　
　
　

家
族
書

一
妻

一
伜
　
甲
州
八
代
郡
市
川
上
野
村

　
　
　

実
家
相
続
兄
掃
部
方
へ
預
置
申
候

明
治
九
子
年
新
暦
一
月
十
八
日
死
去
右
届
書
同
月

二
十
日
差
出
申
候

一
伜
　
　
同
断
　
新
暦
明
治
九
子
年
二
月
廿
七
日
死
去

一
伜

右
之
通
御
座
候
、
以
上

　
明
治
三
午
年
十
二
月

史

料
2

　
午
歳
三
十
七

　
　
　
　
　
九

　
午
歳
二
十
七

　
　
　
　
　
九

渡
辺
浅
太
郎

　
午
歳
十
五

　
　
　
　
七

渡
辺
保
次
郎

　
午
歳
十
三

　
　
　
　
五

渡
辺
武

　
午
歳
二

　
　
　
四

渡
辺
愛
四
郎
㊥

貞
邦

　
履
歴
書
之
事

　
　
明
治
十
年

　
　
　
　
　
十
一
月
廿
一
日
綴
之

春
造
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（朱
書
）

「明
治
五
壬
申
十
一
月
迄
ノ
誠
一
履
歴
」

紋
所
太
輪
之

内
兎
三
ツ
柏

高
四
百
俵

内
弐
拾
俵
弐
人
扶
持

　
　
三
百
七
拾
俵

　
外
拾
五
人

扶
持

私
儀
、

（朱
書
）

「
二
付
」
、
養
子
罷
成
、

相
勤
罷
在
候
、

示
方
被
仰
付
、

仰
渡
候
段
、

成
之
節
、
船
打

枚
被
下
置
候
旨
、

本
高

御
足
高

御
役
扶
持

軍
艦
役

　
柴
誠
一

　
　
　
養
父
恭
助
御
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
手
代
相
勤
候
節
、
続
者
無
御
座
候
得
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　

弘
化
三
午
年
七
月
晦
日
養
父
恭
助
病
死
仕
候
二
付
、
引
続

　
　
　
　
　
　
同
年
六
月
七
日
江
川
太
郎
左
衛
門
御
鉄
砲
方
附
手
代
御
普
請
役
格
教

　
　
　
　
　
　
御
手
当
金
弐
拾
五
両
五
人
扶
持
被
下
置
候
旨
、
阿
部
伊
勢
守
殿
被

　
　
　
　
　
御
勘
定
奉
行
松
平
河
内
守
申
渡
、
安
政
二
卯
年
入
月
四
日
浜
御
庭
江
御

　
　
　
　
　
　
　
上
覧
被
遊
候
処
、
業
前
も
宜
、
骨
折
候
二
付
、
為
御
褒
美
白
銀
弐

　
　
　
　
　
　
　
御
同
人
被
　
仰
渡
候
段
、
御
勘
定
奉
行
前
同
人
申
渡
、
同
三
辰
年

四

月
朔
日
講
武
所
砲
術
教
授
方
出
役
被
仰
付
候
旨
、
御
同
人
被
　
仰
渡
候
段
、
御
勘

定
奉
行
前
同
人
申
渡
、
同
年
五
月
廿
五
日
阿
蘭
δ
献
貢
之
蒸
気
船
運
用
其
外
伝
習
御

用
と
し
て
長
崎
表
江
被
差
遣
候
旨
、
御
同
人
被
　
仰
渡
候
段
、
御
勘
定
奉
行
前
同
人

　
　
　
　
　
　
（
朱
書
）

申
渡
、
御
用
中
「
諸
組
」
与
力
次
席
被
仰
付
、
右
伝
習
御
用
三
ケ
年
相
勤
、
同
五
午

年
五
月
伝
習
御
用
一
通
り
相
斉
候
二
付
、
於
同
所
御
買
上
相
成
候
帆
前
船
鵬
翔
丸
御

船
江
乗
組
、
帰
府
可
致
旨
、
伝
習
掛
り
御
目
付
木
村
図
書
申
渡
候
二
付
、
同
月
十
一

日
長
崎
表
出
帆
、
南
海
通
り
同
月
晦
日
品
川
沖
着
帆
仕
、
同
六
月
十
八
日
御
軍
艦
操

練
教
授
方
出
役
被
　
仰
付
、
同
廿
三
日
講
武
所
砲
術
教
授
方
出
役
御
免
被
仰
付
、
御

軍
艦
操
練
教
授
方
出
役
中
毎
年
十
二
月
為
御
褒
美
白
銀
七
枚
ツ
・
被
下
置
、
同
年
十

二
月
中
伊
豆
国
下
田
表
在
留
之
亜
米
利
加
公
使
江
幡
龍
御
船
拝
借
被
仰
付
、
横
浜
表

開
港
之
節
同
御
船
乗
組
御
用
被
仰
付
相
勤
、
同
六
未
年
八
月
中
駿
府
表
江
御
備
付
相

成
候
小
銃
積
廻
し
方
と
し
て
朝
陽
御
船
駿
州
清
水
港
江
御
仕
出
相
成
候
節
、
乗
組
被

仰
付
、
引
続
同
御
船
豆
州
戸
田
港
二
お
ゐ
て
機
関
御
修
復
御
用
相
勤
、
同
年
十
一
月

中
同
御
船
二
而
御
用
金
運
送
と
し
て
長
崎
表
江
御
仕
出
相
成
候
節
乗
組
御
用
相
勤
、

同
年
十
二
月
十
三
日
長
崎
表
江
罷
越
、
伝
習
御
用
骨
折
相
勤
候
二
付
、
金
拾
五
両
被

下
置
候
旨
、
　
　
中
務
太
輔
殿
被
　
仰
渡
候
段
、
御
勘
定
奉
行
松
平
出
雲
守
申
渡
、

万
延
元
申
年
二
月
中
観
光
丸
御
船
松
平
肥
前
守
江
御
預
相
成
候
二
付
、
長
崎
表
江
御

廻

し
之
節
乗
組
被
　
仰
付
、
同
御
船
之
儀
者
於
長
崎
肥
前
守
江
引
渡
、
於
同
所
幡
龍

御
船
長
崎
奉
行
6
請
取
、
同
御
船
江
乗
組
、
江
府
表
乗
廻
し
候
節
、
御
用
相
勤
、
同

年
七
月
廿
三
日
同
御
船
江
乗
組
、
神
奈
川
表
御
警
衛
御
用
中
、
於
同
所
大
風
雨
之
節
、

御
船
防
キ
方
行
届
、
一
段
之
事
二
候
旨
、
安
藤
対
馬
守
殿
御
褒
紙
被
　
仰
渡
候
段
、

御
軍
艦
奉
行
井
上
信
濃
守
申
渡
、
文
久
元
酉
年
四
月
十
七
日
対
州
表
江
魯
西
亜
船
渡

来
致
し
候
二
付
、
外
国
奉
行
小
栗
豊
後
守
御
目
付
溝
口
八
十
五
郎
被
差
遣
候
節
、
成

臨
御
船
御
仕
出
相
成
候
二
付
、
乗
組
被
　
仰
付
、
引
続
於
長
崎
表
同
御
船
御
修
繕
御

用
相
勤
、
同
年
七
月
十
二
日
新
規
被
召
抱
、
御
切
米
弐
拾
俵
弐
人
扶
持
被
下
、
諸
組

与
力
格
御
軍
艦
組
一
等
被
仰
付
、
勤
候
内
並
之
通
御
足
高
被
下
置
候
旨
、
水
野
和
泉

守
殿
被
仰
渡
候
段
、
御
勘
定
奉
行
　
　
　
　
　
申
渡
、
同
年
十
二
月
二
日
外
国
奉
行

水
野
筑
後
守
御
目
付
服
部
帰
一
伊
豆
国
附
島
々
御
備
向
並
小
笠
原
島
御
開
拓
等
之
御

用
と
し
て
被
差
遣
候
節
、
同
御
船
御
仕
出
相
成
候
二
付
、
乗
組
御
用
被
　
仰
付
、
路

金
井
支
度
金
と
し
て
三
両
被
下
置
候
旨
、
安
藤
対
馬
守
殿
被
仰
渡
候
段
、
御
軍
艦
奉

行
井
上
信
濃
守
申
渡
、
同
二
戌
年
八
月
四
日
小
笠
原
島
御
開
拓
等
之
御
用
と
し
て
成

臨
御
船
御
仕
出
し
相
成
候
節
、
骨
折
相
勤
候
二
付
、
為
御
褒
美
白
銀
五
拾
枚
被
下
置

旨
、
板
倉
周
防
守
殿
被
　
仰
渡
候
段
、
御
軍
艦
奉
行
前
同
人
申
渡
、
同
年
九
月
中
神

奈
川
表
於
て
順
動
丸
御
船
御
買
上
相
成
候
節
、
試
運
転
井
品
川
沖
乗
廻
し
等
之
御
用

相
勤
、
引
続
同
御
船
乗
組
被
仰
付
、
同
年
十
二
月
十
五
日
小
笠
原
図
書
頭
殿
御
上
坂

之

節
、
同
御
船
御
仕
出
相
成
候
二
付
、
乗
組
御
用
相
勤
、
同
廿
三
日
目
標
山
沖
御
着

船
之

上
、
航
海
中
格
別
骨
折
相
勤
一
段
之
事
二
候
旨
、
御
同
人
御
直
御
褒
紙
被
仰
渡
、

同
三
亥
年
正
月
小
笠
原
図
書
頭
殿
御
上
坂
之
節
順
動
丸
御
船
江
乗
組
骨
折
相
勤
候
二

付
、
為
御
褒
美
白
銀
拾
枚
被
下
置
候
旨
　
　
　
　
　
　
殿
被
　
仰
渡
候
段
、
御
軍
艦
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奉
行
並
勝
麟
太
郎
申
渡
、
同
月
廿
二
日
松
平
春
嶽
殿
同
御
船
二
而
御
上
坂
之
節
、
乗

組
御
用
相
勤
、
同
年
二
月
朔
日
小
笠
原
図
書
頭
殿
同
御
船
二
而
摂
海
御
見
分
之
節
、

同
断
相
勤
、
同
年
同
月
廿
四
日
江
府
表
右
大
坂
表
江
御
廻
シ
相
成
候
急
御
用
物
、
同

御
船
江
積
込
、
御
仕
出
相
成
候
節
、
同
断
相
勤
、
同
四
月
四
日
京
師
表
江
御
差
送
相

成
候
御
腰
物
、
同
御
船
二
而
大
坂
表
江
積
送
候
節
、
同
断
相
勤
、
同
月
廿
二
日
於
目

標
山
沖
同
御
船
江
被
為
　
成
摂
海
御
巡
覧
被
遊
候
節
、
乗
組
御
用
相
勤
、
同
月
廿
四

日
於
同
所
同
御
船
江
姉
小
路
殿
御
乗
組
摂
海
御
見
分
之
節
、
同
断
相
勤
、
同
月
廿
八

日
泉
州
於
堺
沖
同
御
船
江
被
為
　
成
、
泉
州
紀
州
淡
州
海
岸
筋
砲
台
等
　
御
巡
覧
被

遊
候
節
、
乗
組
御
用
相
勤
、
同
五
月
四
日
於
木
津
川
口
沖
同
御
船
江
被
為
成
　
播
州

淡
州
海
岸
井
砲
台
等
　
御
巡
覧
被
遊
候
節
、
同
断
相
勤
、
同
日
富
士
見
御
宝
蔵
番
格

御
軍
艦
組
被
　
仰
付
、
勤
候
内
八
拾
俵
高
被
下
置
候
旨
、
於
螂
燭
之
間
井
上
河
内
守

殿
被

　
仰
渡
候
段
、
順
動
丸
御
船
こ
お
ゐ
て
御
軍
艦
奉
行
並
矢
田
堀
景
蔵
申
渡
、
同

廿
六

日
於
大
坂
表
順
動
丸
御
船
江
　
御
成
之
節
、
骨
折
御
用
相
勤
候
二
付
、
御
手
許

δ
金
七
百
疋
被
下
置
候
旨
、
佐
野
伊
予
守
相
渡
候
段
、
御
軍
艦
奉
行
並
勝
麟
太
郎
申

渡
、
同
月
晦
日
順
動
丸
御
船
二
而
紀
州
由
良
港
迄
御
操
出
し
相
成
居
候
騎
兵
井
歩
兵

組
多
人
数
大
坂
表
江
運
送
可
致
旨
、
小
笠
原
図
書
頭
殿
被
　
仰
渡
候
旨
、
御
軍
艦
奉

行
並
矢

田
堀
景
蔵
申
渡
候
二
付
、
同
御
船
二
而
右
人
数
運
送
御
用
相
勤
、
同
六
月
十

三

日
同
御
船
江
被
為
召
、
還
御
之
節
、
乗
組
御
用
相
勤
、
同
年
十
月
廿
六
日
一
橋
中

納
言
殿
幡
龍
御
船
二
而
御
上
坂
之
節
、
同
御
船
乗
組
御
用
被
仰
付
、
相
勤
、
相
州
浦

賀
港
二
お
ゐ
て
順
動
丸
御
船
江
御
乗
替
相
成
候
二
付
、
尚
同
御
船
乗
組
御
用
被
仰
付

相
勤
、
同
年
十
二
月
中
御
上
洛
還
御
之
節
御
召
順
動
丸
御
船
江
乗
組
御
用
骨
折
相
勤

候
二
付
、
為
御
褒
美
白
銀
拾
枚
被
下
置
候
旨
、

殿
被

　
仰
渡
候
段
、
御
軍
艦
奉
行
並
勝
麟
太
郎
申
渡
、
同
月
廿
八
日
再
度
　
御
上
洛

之
節
、
順
動
丸
御
船
乗
組
御
供
被
　
仰
付
相
勤
、
元
治
元
子
年
四
月
十
七
日
於
大
坂

表
順
動
丸
御
船
細
川
越
中
守
江
拝
借
被
　
仰
付
、
同
御
船
江
越
中
守
弟
長
岡
良
之
助

乗
組
、
肥
後
国
熊
本
表
江
相
廻
し
候
節
、
乗
組
相
勤
、
同
年
五
月
大
坂
表
江
帰
帆
、

同
六
月
九
日
水
野
和
泉
守
殿
大
坂
表
合
同
御
船
二
而
御
帰
府
之
節
、
乗
組
御
用
相
勤
、

同
年
七
月
十
八
日
小
十
人
格
御
軍
艦
組
被
　
仰
付
、
勤
候
内
百
俵
高
被
下
置
候
旨
、

於
螂
燭
之
間
水
野
和
泉
守
殿
被
　
仰
渡
、
同
月
廿
六
日
翔
鶴
御
船
江
講
武
所
方
多
人

数
為
乗
組
上
坂
被
仰
付
候
節
、
同
御
船
重
立
乗
組
御
用
被
仰
付
相
勤
、
同
年
八
月
四

日
阿
部
豊
後
守
殿
大
坂
表
δ
同
御
船
二
而
御
帰
府
之
節
、
同
断
相
勤
、
同
月
廿
八
日

於
神
奈
川
表
大
江
丸
御
船
御
買
上
相
成
候
二
付
、
試
運
転
井
品
川
沖
乗
廻
し
等
之
御

用
被
仰
付
相
勤
、
引
続
同
御
船
重
立
乗
組
被
　
仰
付
、
同
年
九
月
十
三
日
御
目
付
塚

原
但
馬
守
同
御
船
二
而
上
坂
之
節
、
乗
組
相
勤
、
同
年
十
一
月
七
日
同
御
船
尾
張
殿

江

御
貸
渡
相
成
候
二
付
、
芸
州
広
島
表
江
乗
廻
り
於
同
所
尾
張
殿
家
来
等
為
乗
組
、

豊

前
国
小
倉
表
江
再
度
航
海
御
用
相
勤
、
同
二
丑
年
正
月
元
日
大
目
付
永
井
主
水
正

御
目
付
戸
川
鉾
三
郎
急
御
用
二
付
同
御
船
二
而
広
島
表
6
帰
府
之
節
、
乗
組
相
勤
、

同
月
十
八
日
小
十
人
組
被
　
仰
付
、
並
之
通
り
御
足
高
被
下
置
候
旨
、
於
螂
瞬
之
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朱
書
）

牧
野
備
前
守
殿
被
　
仰
渡
、
同
年
三
月
十
六
日
「
小
十
人
格
」
長
崎
奉
行
支
配
調
役

被
仰
付
、
勤
候
内
並
之
通
御
足
高
被
下
、
御
役
扶
持
御
役
金
も
被
下
置
候
旨
、
於
螂

燭
之

間
本
多
美
濃
守
殿
被
　
仰
渡
、
同
十
七
日
長
崎
奉
行
御
預
御
船
御
用
重
立
引
請

取
扱
、
且
席
之
儀
者
是
迄
之
通
り
可
相
心
得
旨
、
御
同
人
被
仰
渡
候
段
、
長
崎
奉
行

朝
比
奈
伊
賀
守
申
渡
、
同
年
八
月
廿
三
日
長
崎
表
江
出
立
仕
候
二
付
御
暇
拝
領
物
と

し
て
金
壱
枚
時
服
弐
つ
被
下
置
、
同
月
廿
八
日
長
崎
丸
御
船
江
乗
組
、
彼
地
引
越
相

成
、
同
年
十
一
月
五
日
同
御
船
江
乗
組
、
同
奉
行
能
勢
大
隈
守
迎
と
し
て
大
坂
表
江

乗
廻
り
候
処
、
同
御
船
之
儀
　
御
進
発
御
用
之
方
江
御
遣
方
相
成
候
旨
、
同
奉
行
江

被
仰
渡
候
二
付
、
摂
海
辺
同
御
用
相
勤
罷
在
候
処
、
大
隈
守
儀
長
崎
表
江
引
越
候
二

付
、
豊
前
国
中
津
迄
両
度
之
渡
海
と
し
て
同
御
船
拝
借
相
願
、
同
十
一
月
中
同
所
迄

拝
借
済
之
上
、
尚
又
摂
州
兵
庫
表
江
乗
戻
し
、
前
同
御
用
相
勤
居
候
処
、
御
船
御
損

ケ
所
出
来
致
し
候
二
付
、
其
段
御
軍
艦
奉
行
江
申
立
、
同
奉
行
石
野
筑
前
守
6
重
筋

伺
済
を
以
、
同
十
二
月
中
長
崎
表
江
帰
帆
、
於
同
所
御
修
復
相
加
へ
、
慶
応
二
寅
年

二
月
朔
日
長
崎
奉
行
服
部
左
衛
門
佐
同
御
船
二
而
上
坂
致
し
、
尚
御
進
発
御
用
之
方

江

御
遣
方
相
成
、
於
同
所
陸
軍
方
歩
兵
組
等
多
人
数
為
乗
組
、
芸
州
広
島
表
江
度
々

差
渡
御
用
相
勤
、
同
二
月
廿
七
日
於
大
坂
表
服
部
左
衛
門
佐
江
府
御
用
被
仰
付
候
二
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付
、
同
御
船
二
而
帰
府
仕
、
同
四
月
中
大
坂
表
急
御
用
有
之
、
御
目
付
瀧
沢
喜
太
郎
、

御
勘
定
吟
味
役
星
野
録
三
郎
同
御
船
二
而
上
坂
相
成
、
同
廿
七
日
立
花
出
雲
守
殿
大

坂
表
6
御
用
二
付
御
帰
府
之
節
、
同
御
船
乗
組
御
用
相
勤
、
同
五
月
十
日
於
江
府
兼

而
諸
藩
江
御
預
相
成
候
長
州
人
男
女
共
多
人
数
同
御
船
江
為
乗
込
、
御
目
付
方
井
別

手
組
等
差
添
、
芸
州
広
島
表
江
差
送
候
節
、
乗
組
相
勤
、
同
十
六
日
於
兵
庫
表
慶
長

年
中
　
権
現
様
関
ケ
原
御
陣
御
勝
軍
之
節
、
東
門
跡
教
如
上
人
御
出
迎
ひ
罷
出
、
御

勝
軍
之

御
祝
儀
申
上
候
処
、
此
度
者
貴
僧
之
骨
折
与
　
上
意
二
而
御
盃
江
御
直
筆
二

而
勝
之
字
御
認
メ
被
遊
、
右
を
教
如
上
人
江
被
下
候
而
今
二
所
持
罷
在
候
趣
を
以
、

右
之
形

を
取
り
東
門
跡
6
御
盃
献
上
致
し
候
由
二
而
御
目
見
以
上
之
者
江
被
下
置
、

所
持
仕
居
候
、
同
月
中
松
平
香
伯
守
殿
急
御
用
二
付
、
芸
州
広
島
表
江
同
御
船
二
而

御
越
相
成
候
節
、
乗
組
御
用
相
勤
、
同
六
月
三
日
小
笠
原
壱
岐
守
殿
芸
州
広
島
表
6

豊
前
国
小
倉
表
江
御
越
之
節
、
翔
鶴
御
船
江
御
乗
船
、
長
崎
丸
御
船
江
者
軍
事
目
付

井
壱
岐
守
殿
御
人
数
乗
組
、
翔
鶴
御
船
一
同
同
国
沓
尾
沖
江
被
差
遣
候
節
、
乗
組
御

用
相
勤
、
七
月
七
日
芸
州
表
江
引
戻
候
余
中
、
防
州
領
上
ノ
関
安
下
ノ
庄
辺
砲
撃
お

よ
ひ
、
同
日
松
山
領
奥
居
島
之
内
由
良
之
内
前
乗
通
候
処
、
同
所
二
大
江
丸
御
船
碇

泊
罷
在
候
二
付
、
同
御
船
一
同
二
相
成
、
松
山
勢
為
乗
組
、
同
八
日
大
島
郡
之
内

所
々
砲
撃
お
よ
ひ
、
同
日
芸
州
宇
品
島
江
乗
廻
し
、
其
後
長
防
所
々
戦
争
砲
撃
或
陸

軍
兵
運
送
等
之
御
用
、
日
々
相
勤
、
同
月
晦
日
御
船
御
修
復
と
し
て
長
崎
表
江
乗
戻

候
処
、
於
同
所
御
買
上
相
成
候
御
軍
艦
回
天
御
船
江
乗
組
、
同
七
月
十
六
日
同
所
出

帆
、
豊
前
国
小
倉
沖
江
相
廻
し
、
富
士
山
御
船
一
同
日
々
戦
争
用
意
相
調
、
同
所
防

禦
罷
在
候
処
、
同
月
廿
七
日
長
賊
大
挙
暴
発
之
処
、
敵
船
追
討
下
ノ
関
瀬
戸
大
戦
争

お
よ
ひ
、
南
海
通
り
、
同
八
月
朔
日
長
崎
表
江
一
ト
先
乗
戻
し
候
処
、
富
士
山
御
船

之
儀
も
壱
岐
守
殿
御
乗
船
二
付
、
同
所
江
御
乗
廻
り
相
成
、
同
七
日
長
賊
大
挙
暴
発

之

処
、
格
別
奮
発
敵
船
を
追
討
致
し
、
陸
手
勝
利
之
運
二
も
相
成
、
一
段
之
事
二
候

旨
、
御
褒
紙
被
　
仰
渡
、
同
日
壱
岐
守
殿
御
儀
同
御
船
二
而
俄
二
御
上
坂
相
成
候
二

付
、
尚
乗
組
御
用
相
勤
、
同
月
中
6
於
兵
庫
表
下
ノ
関
戦
争
之
節
被
打
切
候
玉
疵
其

外
御
損
ケ
所
御
修
復
取
計
、
同
十
月
九
日
大
坂
表
於
て
御
側
衆
室
賀
伊
予
守
外
役
々

同
御
船
江
為
乗
組
、
江
府
表
江
御
廻
し
相
成
、
同
月
廿
四
日
大
御
番
格
御
軍
艦
役
勤

方
被
仰
付
、
百
五
拾
俵
高
被
下
置
候
旨
、
於
　
　
　
　
　
　
殿
被
　
仰
渡
、
同
十
一

月
　
　
日
於
品
川
沖
同
御
船
長
崎
方
6
御
請
取
相
成
、
引
続
同
御
船
乗
組
被
　
仰
付
、

同
十
二
月
三
日
稲
葉
兵
部
少
輔
殿
御
上
京
相
成
候
二
付
、
同
御
船
大
坂
表
江
御
仕
出

之
節
、
乗
組
御
用
相
勤
、
同
月
廿
七
日
於
兵
庫
表
但
馬
国
江
漂
流
致
し
候
朝
鮮
人
為

乗
組
、
長
崎
表
江
差
送
、
同
所
奉
行
江
可
引
渡
旨
被
　
仰
渡
候
二
付
、
同
所
出
帆
、

慶
応
三

卯
年
正
月
三
日
長
崎
表
着
帆
之
上
、
同
所
奉
行
江
朝
鮮
人
引
渡
相
済
、
於
同

所
御
船
御
修
復
差
加
、
同
三
月
廿
二
日
品
川
沖
帰
帆
仕
、
同
廿
四
日
軍
艦
役
被
仰
付
、

並
之
通
御
足
高
被
下
置
候
旨
、
於
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
壱
岐
守
殿
被
仰
渡
候
、
同

年
八
月
十
五
日
長
鯨
丸
御
船
江
乗
組
上
坂
被
　
仰
付
、
兵
庫
表
お
ゐ
て
回
天
御
船
江

乗
組
、
大
坂
表
江
相
廻
、
於
同
所
稲
葉
兵
部
大
輔
殿
其
外
役
々
御
乗
船
、
同
十
一
月

十
六
日
帰
府
、
同
十
二
月
廿
四
日
軍
艦
頭
並
布
衣
被
　
仰
付
候
旨
、
於
芙
蓉
間
小
笠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朱
書
）

原
壱
岐
守
殿
被
　
仰
渡
候
、
「
同
廿
五
日
薩
之
賊
船
品
川
沖
出
帆
之
節
、
回
天
御
船

二

而
追
討
致
し
、
浦
賀
辺
二
而
日
暮
見
失
ひ
遠
州
沖
迄
追
越
候
処
、
賊
船
何
口
之
地

二
走
り
候
哉
、
何
分
不
見
当
且
石
炭
も
欠
し
く
相
成
候
二
付
、
無
拠
同
廿
七
日
帰
帆

仕
」
、
慶
応
四
辰
年
正
月
二
日
順
動
丸
御
船
便
二
而
上
坂
被
　
仰
付
、
彼
地
お
ゐ
て

翔
鶴
御
船
江
乗
組
、
同
所
御
城
江
も
度
々
罷
出
、
御
用
相
勤
、
同
月
十
四
日
帰
府
仕
、

同
十
六
日
富
士
山
御
船
乗
組
被
仰
付
候
旨
、
稲
葉
兵
部
大
輔
殿
被
仰
渡
、
同
二
月
十

七

日
大
坂
表
6
　
上
様
御
帰
東
之
節
（
途
中
半
丁
切
取
り
）
表
お
ゐ
て
回
天
御
船
江

乗
組
、
大
坂
表
江
相
廻
し
於
同
所
稲
葉
兵
部
大
輔
殿
初
其
外
役
々
御
乗
船
二
而
同
十

一
月
十
六
日
帰
府
仕
、
同
十
二
月
廿
四
日
軍
艦
頭
並
布
衣
被
　
仰
付
候
旨
、
於
芙
蓉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朱
書
）

間
小
笠
原
壱
岐
守
殿
被
仰
渡
候
、
「
同
廿
五
日
薩
之
賊
船
品
川
沖
出
帆
之
節
、
同
御

船
二
而
追
討
致
し
候
処
、
浦
賀
辺
二
而
日
暮
、
船
形
見
失
ひ
遠
州
沖
迄
追
掛
、
夜
明

候
得
共
賊
船
行
衛
更
不
相
分
、
且
石
炭
も
不
足
二
付
無
拠
、
同
廿
七
日
帰
帆
致
し
委

細
之
事
柄
兵
部
大

輔
殿
江
申
上
候
事
」
、
慶
応
四
辰
年
正
月
二
日
順
動
丸
便
二
而
上

坂
被
　
仰
付
、
同
四
日
兵
庫
表
江
着
、
翔
鶴
御
船
江
乗
組
、
大
坂
表
江
相
廻
り
候
処
、

（朱
書
）

「
既
二
伏
見
戦
争
瓦
解
、
夫
よ
り
直
二
上
陸
、
目
印
山
6
度
々
御
城
内
江
罷
出
、
御
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用
辺
運
送
方
其
外
等
取
計
、
日
々
奮
発
罷
在
、
富
士
山
翔
鶴
之
両
艘
江
者
会
藩
之
手

負
人
為
乗
組
」
、
同
月
十
四
日
品
海
江
帰
帆
仕
、
同
十
六
日
富
士
山
御
船
乗
組
被

仰
付
候
旨
、
稲
葉
兵
部
大
輔
殿
被
　
仰
渡
、
同
二
月
七
日
大
坂
表
6
御
帰
東
之
節
、

御
跡
江
相
残
骨
折
候
二
付
、
氏
房
御
刀
拝
領
被
　
仰
付
候
旨
、
大
久
保
］
翁
殿
被

　
　
　
（
朱
書
∀

仰
渡
、
「
其
後
品
海
碇
泊
之
富
士
山
御
船
江
乗
組
罷
在
、
相
房
等
江
も
度
々
乗
出
し
、

同
…
月
中
軍
艦
不
残
　
朝
廷
江
可
差
出
旨
御
沙
汰
相
成
候
二
付
、
同
　
　
日
品
海
於

て

同
御
船
之
儀
者
鹿
児
島
藩
江
引
渡
相
済
、
夫
6
長
鯨
丸
御
船
江
乗
組
居
、
同
五
月

中
上
野
宮
様
御
乗
船
之
節
、
奥
州
仙
台
表
江
乗
出
し
」
、
同
六
月
中
軍
艦
頭
被
　
仰

　
　
（
朱
書
）

付
、
「
同
七
月
十
四
日
品
海
帰
帆
、
夫
6
回
天
御
船
江
乗
組
、
同
八
月
十
九
日
夜
御

船
一
二
同
品
海
を
脱
艦
、
奥
州
仙
台
江
碇
泊
中
、
大
泉
藩
6
頼
二
付
、
同
九
月
十
九

日
長
崎
丸
御
船
江
乗
組
、
同
所
出
帆
、
十
月
七
日
羽
州
酒
田
川
江
着
之
処
、
碇
泊
場

不
宜
候
二
付
、
同
夜
同
所
出
帆
、
飛
島
江
向
、
同
八
日
朝
同
島
着
却
錨
之
処
、
同
廿

四

日
暁
風
破
之
為
二
破
船
お
よ
ひ
候
二
付
、
酒
田
表
江
上
陸
之
処
、
降
伏
之
儀
大
泉

藩
8
屡
説
得
、
且
其
以
前
奥
羽
列
藩
降
伏
謝
罪
之
儀
二
付
、
無
拠
同
藩
周
旋
二
随
ひ
、

同
十
一
月
中
於
同
所
降
伏
、
謝
罪
諸
事
同
藩
江
相
任
置
候
処
、
明
治
二
巳
年
四
月
大

泉
表
出
立
、
同
五
月
三
日
於
千
住
駅
　
徳
川
家
江
御
引
渡
相
成
、
謹
慎
被
仰
付
罷
在
、

同
三
午
年
二
月
九
日
謹
慎
被
　
免
」
、
同
六
月
七
日
於
兵
部
省
帆
前
運
輸
船
船
長
被

仰
付
、
樺
太
船
乗
組
被
　
仰
付
、
同
年
十
二
月
廿
一
日
於
同
省
当
分
春
日
艦
乗
組
被

仰
付
、
同
四
未
年
正
月
十
八
日
於
同
省
春
日
艦
副
長
代
被
　
仰
付
、
同
月
廿
四
日
横

須
賀
表
製
鉄
所
ド
ツ
ク
開
二
付
、
同
所
廻
艦
被
　
仰
付
、
同
二
月
十
七
日
於
同
省
乾

行
艦
々
長
代
被
　
仰
付
、
局
外
中
立
二
付
横
浜
港
御
警
衛
相
勤
、
同
四
月
二
日
於
太

政
官
左
之
通
御
口
達
之
上
、
御
酒
肴
被
下
之
［
手
仏
戦
争
二
付
諸
港
江
出
張
尽
力
之

段
達
　
叡
聞
、
苦
労
被
　
思
召
候
、
依
之
乍
柳
御
酒
肴
被
下
候
事
］
、
同
年
五
月
廿

五

日
於
太
政
官
被
任
海
軍
少
佐
、
叙
正
七
位
、
同
月
晦
日
於
兵
部
省
大
坂
丸
船
長
被

仰
付
、
箱
館
港
冶
余
市
港
迄
廻
船
之
儀
被
　
仰
渡
、
余
市
港
開
拓
之
人
員
為
乗
組
、

六
月
廿
四
日
品
海
出
帆
、
七
月
十
四
日
帰
帆
、
同
九
月
　
日
大
坂
丸
為
御
修
復
横
須

賀
表
江
廻
船
、
同
十
一
月
　
日
御
修
復
出
来
二
付
、
品
海
帰
帆
、
同
五
月
　
日
横
須

賀
造
船
所
江
　
御
行
二
付
、
御
親
兵
為
乗
組
、
供
奉
と
し
て
出
帆
、
同
　
日
帰
船
、

同
五
壬
申
年
三
月
十
五
日
品
海
出
帆
、
兵
庫
唐
津
敦
賀
呼
子
等
江
廻
船
、
七
月
十
二

日
西
海
御
巡
覧
還
行
之
節
、
供
奉
被
　
仰
付
、
品
海
帰
船
、
同
八
月
四
日
於
宮
内
省

羅
紗
壱
着
授
之
、
同
十
一
月
廿
日
大
阪
丸
船
長
被
免
、
但
シ
病
気
二
付
御
免
願
差
出

事　
　
　
　
　
（
中
　
　
略
）

（履
歴
明
細
短
冊
）

「
　

元
高
弐
拾
俵

　
　
　
此
現
米
七
石

　
　
　
扶
持
方
弐
人
扶
持

　
　
　
　
世
扶
持
五
人
扶
持

　
　
　
　
官
禄

　
　
　
　
俸
金論

共
伊
豆
遠
州
横
須
賀
三
等
勤
霜

養
祖
父
柴
雁
助
死
元
御
代
官
江
川
太
郎
左

衛
門
元
〆
手
代

養
父
柴
恭
助
死
前
同
人
手
代

実
祖
父
松
岡
正
平
死
元
御
代
官
山
田
仁
左

衛
門
手
代

実
父
松
岡
正
平
東
京
府
貫
属

　
　
　
　
　
　
　
大
坂
丸
船
長

　
　
　
　
　
　
　
　
海
軍
少
佐
柴
貞
邦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
三

十
九
歳

　
　
　
　
東
京
宿
所
芝
山
内
山
下
谷
密
図
寮

元
御
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
手
代
相
勤
罷
在
、
弘
化
三
午
年
六
月
七
日
御
鉄
砲
方
附

手
代
御
普
請
役
格
教
示
方
被
　
仰
付
、
安
政
五
午
年
六
月
十
八
日
御
軍
艦
操
練
教
授

方
出
役
被
　
仰
付
、
文
久
元
酉
年
七
月
十
二
日
新
規
被
召
抱
、
諸
組
与
力
格
御
軍
艦

組
一
等
被
　
仰
付
、
元
治
二
丑
年
正
月
十
八
日
小
十
人
組
被
仰
付
、
慶
応
三
卯
年
十

二
月
廿
四
日
軍
艦
頭
並
布
衣
被
　
仰
付
、
同
四
辰
年
六
月
軍
艦
頭
被
　
仰
付
、
同
八

月
十
九
日
御
軍
艦
二
而
脱
走
内
、
同
十
一
月
大
泉
藩
手
6
降
伏
謝
罪
仕
、
明
治
二
丑

年
五
月
三
日
於
千
住
駅
　
御
家
江
御
引
渡
相
成
、
同
三
午
年
六
月
七
日
於
兵
部
省
帆

前
運
輸
船
船
長
被
　
仰
付
、
同
八
日
其
身
一
代
被
召
抱
、
三
等
勤
番
組
被
　
仰
付
、

同
四
未
年
正
月
十
八
日
春
日
艦
副
長
代
被
　
仰
付
、
同
二
月
十
七
日
乾
行
艦
々
長
代

被
仰
付
、
同
五
月
廿
五
日
於
太
政
官
海
軍
少
佐
被
　
仰
付
、
同
月
晦
日
於
兵
部
省
大
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坂
丸
船
長
被
仰
付
候
」

　
　
　
　
　
（
中
　
　
略
）

（朱
書
）

「明
治
三
午
年
四
月
誠
一
調
」

　
　
　
　
　
　
　
復
籍
之
儀
奉
願
候
覚

私
儀
、
去
々
辰
年
御
家
之
大
事
件
不
止
事
、
榎
本
釜
次
郎
等
同
盟
奮
発
致
し
、
同
盟

之
者
一
同
同
年
八
月
十
九
日
御
軍
艦
二
て
奥
羽
辺
を
志
し
脱
走
仕
、
同
十
月
大
泉
藩

δ
頼
二
付
、
同
領
羽
後
国
江
相
廻
り
同
国
於
飛
島
同
月
廿
四
日
暁
風
破
之
為
二
破
船

お

よ
ひ
候
二
付
、
酒
田
表
江
上
陸
仕
候
処
、
降
伏
之
儀
同
藩
を
以
屡
説
得
、
且
其
以

前
奥
羽
列
藩
降
伏
謝
罪
之
儀
二
付
、
無
拠
同
藩
周
旋
二
随
ひ
、
同
十
一
月
中
於
同
所

降
伏
謝
罪
、
諸
事
同
藩
江
相
任
置
候
処
、
去
巳
五
月
三
日
於
千
住
駅
御
当
家
江
御
引

渡
相
成
、
謹
慎
被
　
仰
付
罷
在
候
中
、
病
気
重
体
二
付
願
候
上
、
私
由
緒
之
者
大
泉

藩
小
松
操
方
江
願
上
之
上
引
取
養
生
罷
在
候
処
、
当
二
月
九
日
謹
慎
被
　
免
、
難
有

仕
合
奉
存
候
、
然
ル
上
者
御
藩
籍
江
被
差
加
、
此
上
共
旧
来
之
御
恩
沢
万
分
一
も
奉

報
度
志
願
二
御
座
候
間
、
何
卒
復
籍
被
命
候
様
仕
度
、
此
段
奉
嘆
願
候
、
以
上

　
　

午
四
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
誠
一
印

　
　
　
　
　
（
後
　
　
略
）

史

料
3

先
祖
書

柴
誠
一

　
　
　
　
　
先
祖
書

源
姓
　
　
家
ノ
紋
太
輪
之
内
鬼
三
ツ
柏

初
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
雁
助
名
乗
不
知

　
右
雁
助
儀
、
北
条
家
之
浪
人
二
而
年
暦
不
知
江
川
太
郎
左
衛
門
方
江
奉
公
仕
、

死

　
去
年
月
日
相
知
不
申
候

二
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
源
兵
衛
名
乗
不
知

　
右
源
兵
衛
儀
、
引
続
江
川
太
郎
左
衛
門
方
相
勤
、
死
去
年
月
日
相
知
不
申
候

三
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
源
左
衛
門
名
乗
不
知

　
右
源
左
衛
門
儀
、
引
続
江
川
太
郎
左
衛
門
方
相
勤
、
死
去
年
月
日
相
知
不
申
候

四

代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
雁
助
名
乗
不
知

　
右
雁
助
儀
、
引
続
江
川
太
郎
左
衛
門
方
相
勤
罷
在
、
太
郎
左
衛
門
先
祖
英
長
儀
、

　
元
和
年
中
大
坂
両
度
之
　
御
陣
江
為
御
供
出
陣
之
節
、
供
仕
、
於
大
坂
戦
死
仕
、

　
月
日
法
名
等
相
知
不
申
候
得
共
、
葬
寺
者
大
坂
一
心
寺
二
御
座
候

五
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
岡
右
衛
門
名
乗
不
知

　
右

岡
右
衛
門
儀
、
引
続
江
川
太
郎
左
衛
門
方
相
勤
、
延
宝
四
辰
年
二
月
廿
二
日
病

　
死
仕
候

六

代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
喜
多
右
衛
門
直
堅

　
右
喜
多
右
衛
門
直
堅
儀
、
引
続
江
川
太
郎
左
衛
門
方
相
勤
、
宝
永
五
子
年
六
月
十

　
五
日
病
死
仕
候

七
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
喜
多
右
衛
門
方
延

　
右
喜
多
右
衛
門
方
延
儀
、
引
続
江
川
太
郎
左
衛
門
方
相
勤
、
算
術
師
範
仕
、
享
保

　
三
戌
年
二
月
十
六
日
病
死
仕
候

八
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
喜
多
右
衛
門
演
貞

　
右
喜
多
右
衛
門
演
貞
儀
、
引
続
江
川
太
郎
左
衛
門
元
〆
相
勤
、
寛
保
二
戌
年
閏
七

　
月
十
四
日
病
死
仕
候

九
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
喜
多
右
衛
門
貞
顕

　
右
喜
多
右
衛
門
貞
顕
儀
、
引
続
江
川
太
郎
左
衛
門
元
〆
相
勤
、
明
和
九
辰
年
十
月

　
八
日
病
死
仕
候

十

代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
雁
助
貞
央

　
右
雁
助
貞
央
儀
、
引
続
江
川
太
郎
左
衛
門
元
〆
相
勤
、
文
政
三
辰
年
十
二
月
五
日

　
病
死
仕
候
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十
一
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
雁
助
貞
幹

　
右
雁
助
貞
幹
儀
、
引
続
江
川
太
郎
左
衛
門
元
〆
相
勤
、
弘
化
三
午
年
十
二
月
廿
二

　
日
病
死
仕
候

十
二
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
恭
助
貞
乗

　
右
恭
助
貞
乗
儀
、
引
続
江
川
太
郎
左
衛
門
手
代
相
勤
、
弘
化
三
午
年
七
月
晦
日
病

　
死
仕
候

右
之
通
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　

親
類
書

　
　
　
　
　
　

養
父
方

一
養
祖
父
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
雁
助
死

　

右
雁
助
儀
、
文
政
年
中
δ
御
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
手
代
元
〆
相
勤
、
弘
化
三

　

午
年
十
二
月
廿
二
日
病
死
仕
候

一
養
祖
母
　
元
久
世
安
芸
守
家
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
尾
嘉
兵
衛
死
娘
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
養
祖
父
柴
雁
助
死
体

一
養
父

　
元
御
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
手
代
　
　
　
　
　
柴
恭
助
死

　

右
恭
助
儀
、
天
保
三
辰
年
八
月
中
6
引
続
御
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
手
代
相
勤
、

　

弘
化
三
午
年
七
月
晦
日
病
死
仕
候

一
養
母
　
元
大
久
保
加
賀
守
家
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
庄
右
衛
門
死
娘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
藤
金
一
郎
家
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
原
由
助
次
男

一
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
原
三
蔵
死
娘

一
娘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
手
前
罷
在
候

　
　
　
　
　
　

養
母
方

一
祖
父

　
元
大
久
保
加
賀
守
家
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
庄
右
衛
門
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
曽
祖
父

一
祖
母
　
大
久
保
加
賀
守
家
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
庄
右
衛
門
死
娘
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
祖
父
柴
雁
助
死
娘

一
叔
母
　
水
野
出
羽
守
家
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
範
左
衛
門
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
叔
母
智
渡
辺
範
左
衛
門
伜

一
従

弟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
牧
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
叔
母
死
智
早
川
与
左
衛
門
死
伜

一
従
弟
　
大
久
保
加
賀
守
家
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
川
清
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
叔
母
智
渡
辺
範
左
衛
門
死
娘

一
従
弟
女
　
富
士
山
御
林
守
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
孫
四
郎
妻

　
　
　
　
　
　
実
父
方

一
実
祖
父
　
元
御
代
官
山
田
仁
左
衛
門
手
代
　
　
　
　
　
松
岡
正
平
死

　

右
正
平
儀
、
文
化
年
中
6
御
代
官
山
田
仁
左
衛
門
手
代
相
勤
、
天
保
三
辰
年
十

　

月
廿
二
日
病
死
仕
候

一
実
祖
母

　
作
州
土
肥
村
百
姓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衣
田
才
助
死
娘
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
実
祖
父
松
岡
正
平
死
伜

一
実
父
　
御
代
官
御
鉄
砲
方
兼
江
川
太
郎
左
衛
門
手
附
　
松
岡
正
平

　
　
　

御
普
請
役
格

　

右
正
平
儀
、
文
政
年
中
δ
御
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
手
代
元
〆
相
勤
、
安
政
二

　

卯
年
六
月
御
普
請
役
格
被
　
仰
付
、
同
三
辰
年
六
月
手
附
被
　
仰
付
候

一
実
母
　
元
御
代
官
小
笠
原
仁
右
衛
門
手
代
元
〆
　
　
　
小
田
切
文
右
衛
門
死
娘
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
実
父
松
岡
正
平
伜

一
兄
　
歩
兵
差
図
役
頭
取
勤
方
改
方
兼
勤
　
　
　
　
　
　
市
川
来
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
同
人
次
男

一
弟
　
軍
艦
役
勤
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
盤
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
実
父
松
岡
正
平
三
男

一
弟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
徳
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
父
正
平
手
前
罷
在
候
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一
従
弟
　
板
倉
周
防
守
家
来

一
従
弟
　
農
兵
差
図
役

一
甥

一
甥

一
甥

　
　
　
　
　
　

実
母
方

一
祖
父
　
元
御
代
官
小
笠
原
仁
右
衛
門
手
代
元
〆

一
祖
母
　
越
後
国
蒲
原
郡
瀬
ケ
通
新
田
郷
士

　
　
　
　

縁
者

一
舅

一
姑
　
酒
井
左
衛
門
尉
家
来

一
小
舅

　
　
父
数
寄
ヲ
以
母
方
苗
字
為
相
名
乗
申
候
、

右
之
外
親
類
縁
者
無
御
座
候
、
以
上

　
　
元

治
二
乙
丑
年
正
月

　
小
笠
原
三
郎
右
衛
門
殿

　
深
沢
左
太
夫
殿

私
伯
父
田
那
村
吉
郎
死
伜

　
　
　

田
那
村
作
人

　
右
同
人
死
次
男

　
　
　

田
那
村
淳

私
実
兄
市
川
来
吉
惣
領

　
　
　
市
川
八
弥

私
実
兄
市
川
来
吉
次
男

　
　
　
市
川
竹
郎

　
　
　
　
父

来
吉
手
前
罷
在
候

　
右
同
人
三
男

　
　
　
市
川
包
蔵

　
　
　
　
右
同
断

小
田
切
文
右
衛
門
死

中
山
甚
之
丞
死
娘
死

　
内
藤
金
一
郎
家
来

　
　
桑
原
由
助
次
男

　
　
　
　
桑
原
三
蔵
死

　
　
　
　
和
田
七
郎
右
衛
門
娘

　
私
舅
桑
原
三
蔵
死
伜

　
　
　
　
和
田
清
太
郎

私
方
引
取
置
、
厄
介
仕
置
候

柴
誠
一
（
花
押
）

史

料
4

　
　
　
　
由
緒
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
控

　
　
　
　
親
類
書

（朱
書
）

「明
治
三
午
年
誠
一
調
」

　
　
　
　
　
由
緒
書

元

高
弐
拾
俵
弐
人
扶
持
論
共
伊
豆
　
　
　
養
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
誠
一

　
私
儀
、
養
父
恭
助
元
御
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
手
代
相
勤
候
節
、
相
続
之
者
無
御

　
座
候
二
付
、
養
子
二
罷
成
、
弘
化
三
午
年
七
月
晦
日
養
父
恭
助
病
死
仕
候
二
付
、

　
引
続
手
代
相
勤
罷
在
、
同
年
六
月
七
日
江
川
太
郎
左
衛
門
御
鉄
砲
方
附
手
代
御
普

　
請
役
格
教
示
方
被
　
仰
付
、
御
手
当
金
弐
拾
五
両
五
人
扶
持
被
下
置
候
旨
、
阿
部

　
伊
勢
守
殿
被
仰
渡
候
段
、
御
勘
定
奉
行
松
平
河
内
守
申
渡
、
安
政
三
辰
年
四
月
朔

　
日
講
武
所
鉄
砲
教
授
方
出
役
被
　
仰
付
候
旨
、
前
御
同
人
被
　
仰
渡
候
段
、
御
勘

　
定
奉
行
前
同
人
申
渡
、
同
年
五
月
廿
日
阿
蘭
δ
献
貢
之
蒸
気
船
運
用
其
外
伝
習
御

　
用
と
し
て
長
崎
表
江
被
差
遣
、
右
御
用
中
諸
組
与
力
次
席
被
　
仰
付
候
旨
、
前
御

　
同
人
被
　
仰
渡
候
段
、
御
勘
定
奉
行
前
御
同
人
申
渡
、
同
五
午
年
六
月
十
八
日
御

　
軍
艦
操
練
教
授
方
出
役
被
仰
付
、
同
月
廿
三
日
講
武
所
砲
術
教
授
方
出
役
御
免
被

　
仰
付
、
文
久
元
酉
年
七
月
十
二
日
新
規
被
　
召
抱
御
切
米
弐
拾
俵
弐
人
扶
持
被
下

　
置
、
諸
組
与
力
格
御
軍
艦
組
一
等
被
　
仰
、
勤
候
内
並
之
通
御
足
高
被
下
置
候
旨
、

　
水
野
和
泉
守
殿
被
　
仰
渡
、
同
三
亥
年
五
月
四
日
富
士
見
御
宝
蔵
番
格
御
軍
艦
組

　
被
　
仰
付
、
勤
候
内
八
拾
俵
高
被
下
置
候
旨
、
於
螂
燭
之
間
井
上
河
内
守
殿
被

　
仰
渡
、
元
治
元
子
年
七
月
十
八
日
小
十
人
格
御
軍
艦
組
被
　
仰
付
、
勤
候
内
百
俵

　
高
被
　
下
置
候
旨
、
於
螂
燭
之
間
水
野
和
泉
守
殿
被
　
仰
渡
、
同
二
丑
年
正
月
十

　
八

日
小
十
人
組
被
　
仰
付
、
並
之
通
御
足
高
被
下
置
候
旨
、
於
螂
燭
之
間
牧
野
備

　
前
守
殿
被
仰
渡
、
同
年
三
月
十
六
日
小
十
人
格
長
崎
奉
行
支
配
調
役
被
　
仰
付
、
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並
之
通
御
足
高
御
役
扶
持
御
役
金
も
被
下
置
候
旨
、
於
郷
燭
之
間
本
多
美
濃
守
殿

被
　
仰
渡
、
慶
応
二
寅
年
十
月
廿
四
日
大
御
番
格
御
軍
艦
役
勤
方
被
　
仰
付
、
百

五
拾
俵
高
被
下
置
候
旨
、
御
席
井
申
渡
御
名
前
書
於
戦
中
紛
失
仕
候
、
同
三
卯
年

三

月
軍
艦
役
被
　
仰
付
、
並
之
通
御
足
高
被
下
置
候
旨
、
小
笠
原
壱
岐
守
殿
被

仰
渡
、
同
年
十
二
月
廿
四
日
軍
艦
頭
並
布
衣
被
　
仰
付
候
旨
、
於
　
芙
蓉
之
間
前

御
同
人
被
　
仰
渡
、
同
四
辰
年
六
月
軍
艦
頭
被
　
仰
付
、
御
名
前
書
於
羽
州
飛
島

長
崎
丸
沈
没
之
節
紛
失
仕
候
、
同
年
八
月
十
九
日
同
盟
之
者
一
同
御
軍
艦
二
て
奥

羽
江
脱
走
仕
、
同
十
月
酒
井
左
衛
門
尉
手
δ
降
伏
謝
罪
仕
、
明
治
二
巳
年
五
月
三

日
於
千
住
宿
　
御
家
江
御
引
渡
相
成
、
謹
慎
被
　
仰
付
罷
在
候
処
、
当
午
二
月
九

日
謹
慎
被
免
候

　
　
　
　

親
類
書

　
　
　
　
　
　

養
父
方

一
養
祖
父
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
雁
助
死

　

右
雁
助
儀
、
文
政
年
中
8
元
御
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
手
代
元
〆
相
勤
、
弘
化

　

三
午
年
十
二
月
廿
二
日
病
死
仕
候

一
養
祖
母
　
　
総
州
芝
山
藩
元
久
世
安
芸
守
家
来
　
　
　
横
尾
嘉
兵
衛
死
娘
死

一
養
父
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
恭
助
死

　

右
恭
助
儀
、
天
保
三
辰
年
八
月
中
6
引
続
元
御
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
手
代
相

　

勤
、
弘
化
三
午
年
七
月
晦
日
病
死
仕
候

一
養
母

　
　
元
相
州
小
田
原
藩
元
大
久
保
加
賀
守
家
来
　
伊
藤
庄
右
衛
門
死
娘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
原
由
助
次
男

一
妻
　
　
三
州
挙
母
藩
内
藤
金
三
郎
家
来
　
　
　
　
　
　
桑
原
三
蔵
死
娘

一
伜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
準
吉

一
娘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
手
前
二
罷
在
候

　
　
　
　
　
　
養
母
方

一
祖
父
　
　
小
田
原
元
大
久
保
加
賀
守
家
来
　
　
　
　
　
伊
藤
庄
右
衛
門
死

一
祖
母

一
叔
母
　
　
総
州
菊
間
藩
水
野
出
羽
守
家
来

一
従
弟

一
従
弟

小

田
原
大
久
保
加
賀
守
家
来

　
　
　
実
父
方

私
曽
祖
父

　
　
　
伊
藤
庄
右
衛
門
妻
死

私
祖
父
柴
雁
助
死
娘

　
　
　
渡
辺
範
左
衛
門
死
妻

私
叔
母
智
渡
辺
範
左
衛
門
死
伜

　
　
　
渡
辺
牧
太

私
叔
母
死
智
早
川
与
左
衛
門
死
伜

　
　
　
早
川
清
馬

一
実
祖
父
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
正
平
死

　

右
正
平
儀
、
文
化
年
中
よ
り
御
代
官
山
田
仁
左
衛
門
手
代
相
勤
、
天
保
三
辰
年

　

十
月
廿
二
日
病
死
仕
候

一
実
祖
母
　
　
作
州
土
肥
村
百
姓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衣
田
才
助
死
娘
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
実
祖
父
松
岡
正
平
死
伜

一
実
父
　
　
豆
州
韮
山
大
属
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
正
平

一
実
母
　
　
元
御
代
官
小
笠
原
仁
左
衛
門
手
代
元
〆
　
　
小
田
切
文
右
衛
門
死
娘
死

一
兄
　
　
遠
州
相
良
二
等
勤
番
組
頭
支
配
　
　
　
　
　
　
市
川
来
吉

一

弟
　
元
軍
艦
頭
並
脱
走
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
盤
吉

一
弟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
徳
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
父
正
平
手
前
二
罷
在
候

一
弟
　
元
軍
艦
役
見
習
三
等
脱
走
　
　
　
　
　
松
岡
春
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
伯
父
田
那
村
吉
郎
死
伜

一
従
弟
　
　
備
中
松
山
藩
板
倉
周
防
守
家
来
　
　
　
　
　
田
那
村
作
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
実
兄
市
川
来
吉
惣
領

一
甥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
八
弥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
実
兄
市
川
来
吉
次
男

一
甥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
竹
郎
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一
甥祖祖

母父

　
　
実
母
方

元
御
代
官
小
笠
原
仁
右
衛
門
手
代
元
〆

越
後
国
蒲
原
郡
瀬
ケ
通
新
田
郷
士

縁
者

一
舅
　
三
州
挙
母
藩
内
藤
金
一
郎
家
来

一
姑
　
　
羽
州
大
泉
藩
酒
井
徳
之
助
家
来

右
之
外
親
類
縁
者
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
明
治
三
庚
午
年
　
月

　
　
　
父
来
吉
手
前
二
罷
在
候

右
同
人
三
男

　
　
市
川
包
蔵

　
　
　
右
同
断

小

田
切
文
右
衛
門
死

中
山
甚
之
丞
死
娘
死

桑
原
由
助
次
男

　
　
桑
原
三
蔵
死

　
　
和
田
七
郎
右
衛
門
娘

柴
誠
一
〇

史
料
5

海
陸
軍
一
同
6
差
出
候
嘆
願
之
筋
、
御
差
免
可
有
之
迄
、
於
軍
艦
而
者
一
同
決
心
上

陸
無
之
旨
相
聞
、
一
応
者
御
尤
之
様
存
候
得
共
、
右
嘆
願
之
内
、
尾
州
家
江
御
相
続

者
決
而
無
之
旨
、
官
軍
冶
返
答
有
之
、
且
海
軍
二
於
て
も
運
送
船
者
差
置
、
只
軍
艦

七
隻
而
己
一
時
士
官
退
去
可
致
旨
、
且
恩
典
も
三
四
日
中
二
者
相
分
り
候
由
承
及
候

得
者
嘆
願
之
筋
不
残
可
相
貫
儀
二
も
無
之
候
、
然
る
二
方
今
只
海
軍
而
己
こ
て
独
抗

命
致
し
候
時
者
百
事
悉
く
相
破
、
上
様
水
戸
表
江
御
安
着
も
無
覚
束
、
御
家
名
之
儀

如
何
成
行
候
も
難
計
、
左
候
て
ハ
忠
義
ヲ
尽
さ
ん
と
し
て
反
逆
之
名
を
得
る
而
己
な

ら
す
、
且
　
君
を
死
地
二
陥
れ
生
民
を
途
端
二
苦
る
に
至
ら
ん
と
す
、
是
実
二
臣
子

之
所
不
忍
二
候
、
諸
君
久
敷
艦
中
二
在
り
て
事
情
二
通
せ
さ
る
所
よ
り
起
る
儀
ト
存

候
、
乗
組
士
官
已
下
右
事
情
ヲ
不
相
尽
、
遂
二
賊
名
を
取
り
候
様
相
成
候
者
実
二
欄

然
之
至
二

候
、
泉
州
者
素
δ
事
情
承
知
有
之
候
処
、
昨
日
論
議
致
し
候
得
共
遂
二
異

論
相
成
候
儀
故
、
同
人
江
無
相
談
御
銘
々
御
熟
慮
之
上
、
乗
組
士
官
等
且
運
送
船
々

将
江
も
内
々
御
通
達
被
成
候
様
致
度
、
且
右
等
之
事
情
御
面
談
な
ら
て
ハ
委
細
難
相

尽
候

間
、
早
々
御
上
陸
有
之
候
様
致
度
、
此
段
内
密
得
貴
意
度
候
、
已
上

　
　
　
　
　
四
月
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
田
堀
讃
岐
守
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
柴
　
誠
一
様

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
盤
吉
様

史
料
6

未
得
貴
顔
候
得
共
、
一
書
相
呈
候
、
然
者
先
般
　
御
門
主
御
方
事
榎
本
泉
州
周
旋
、

且
各
方
御
尽
力
二
而
無
御
滞
若
松
表
江
着
御
、
夫
δ
米
仙
江
再
三
御
巡
行
之
儀
被
相

願
候
二
付
、
当
時
仙
台
仙
岳
院
江
御
行
在
之
御
事
二
候
、
右
等
之
儀
厚
　
御
意
も
被

為
在
、
於
野
院
共
千
万
拝
謝
申
進
候
事
二
候
、
且
又
奥
羽
列
藩
為
　
徳
川
氏
義
挙
尽

忠
報
国
之
誠
意
者
於
　
宮
御
方
深
御
感
悦
之
御
事
二
候
、
右
二
付
回
天
幡
龍
之
儀
、

河
野
三
郎
江
呉
々
申
談
置
候
間
、
折
角
御
周
旋
之
義
厚
御
頼
申
進
候
、
恐
々
不
備

　
　
七
月
三
日

　
　
　
猶
々
鈴
木
芸
州
口
6
宜
御
厚
礼
申
進
事
二
御
座
候

　
柴
誠
一
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
林
院

　
石
腸
栄
次
郎
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
覚
院

史

料
7

申
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
軍
艦
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
誠
一

其
方
一
代
御
藩
籍
江
御
差
加
、
三
等
勤
番
組
被
　
命
、
御
扶
持
方
三
人
扶
持
被
下
、

尤
向
後
勤
功
二
寄
候
而
者
永
世
御
藩
籍
入
可
被
　
命
候
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右
河
野
権
大
参
事
殿
被
申
渡
、
依
之
申
渡

史

料
8

跡
目
之
儀
奉
願
候
書
付

跡
目
之
儀
奉
願
候
書
付

　
　
　
奉
歎
願
候
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
兵
頭
並

一　

高
拾
五
俵
壱
人
半
扶
持
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
勇
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

両
御
番
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
兵
指
図
役
頭
取
勤
方

一　

高
拾
五
俵
壱
人
半
扶
持
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
勝
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
御
番
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
兵
指
図
役
頭
取
勤
方

一　

高
三
拾
俵
弍
人
扶
持
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
宮
山
金
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
砲
製
造
所
調
役

一　

高
三
拾
俵
弍
人
扶
持
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
原
平
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
軍
所
英
学
教
授
方

一　

高
拾
五
俵
壱
人
半
扶
持
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
安
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
屋
敷
伊
賀
者
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

別
手
組
出
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伝
習
隊
指
図
役
並

一　

高
拾
弍
俵
壱
人
半
扶
持
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菰
田
元
次

右
私
共
父
六
人
之
者
共
、
当
四
月
十
一
日
暁
俄
詰
所
先
6
総
州
小
金
辺
江
罷
越
候
趣
、

風
聞
有
之
候
処
、
其
後
銘
々
宅
江
書
面
相
届
候
、
右
者
近
来
之
形
勢
何
共
奉
恐
入
、

苦
心
罷
在
候
折
柄
、
上
様
水
戸
表
江
被
為
　
入
候
御
道
中
甚
た
懸
念
仕
、
御
跡
ヲ
奉

慕
罷
出
、
引
続
日
光
山
江
罷
越
、
謹
身
之
上
江
戸
表
之
御
折
合
可
奉
待
心
得
二
御
座

候
趣
二
候
、
尤
銘
々
万
事
相
守
候
儀
者
申
迄
も
無
之
候
得
共
、
当
今
之
場
合
万
一
相

果
候
儀
も
御
座
候
ハ
・
跡
目
之
儀
、
銘
々
伜
共
江
被
下
置
候
様
仕
度
段
、
奉
願
度
旨
、

相
認
有
之
候
、
然
ル
処
、
其
後
追
々
承
候
得
者
右
途
中
不
慮
之
場
二
立
至
り
、
宇
都

宮
日
光
山
辺
二
而
前
書
之
者
共
相
果
候
哉
之
風
聞
二
御
座
候
、
右
者
全
ク
苦
心
之
余

よ
り
自
然
之
場
合
も
相
成
候
哉
二
而
、
何
共
奉
恐
入
候
得
共
、
銘
々
心
底
之
程
書
置

奉
願
候
次
第
も
御
座
候
間
、
何
卒
出
格
之
　
思
召
を
以
、
乍
恐
私
共
御
家
臣
之
列
二

御
差
加
、
家
名
御
立
被
下
置
候
様
仕
度
、
偏
奉
願
上
候
、
左
候
ハ
・
父
共
死
後
之
面

目
地
下
二
お
ゐ
て
可
奉
謝
と
奉
存
候
間
、
偏
奉
歎
願
候
、
以
上

　
　
辰
十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勇
四
郎
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
沢
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
之
助
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
貫
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
蔵
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
宮
山
勇
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
次
郎
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
原
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
太
郎
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
良
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
次
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菰

田
幸
太
郎

右
願
之
者
、
何
レ
も
幼
年
之
者
共
二
而
、
家
族
二
至
迄
今
日
二
差
迫
り
苦
心
見
ル
ニ

不
忍
次
第
も
御
座
候
間
、
万
事
御
賢
察
被
下
置
、
御
憐
慰
を
以
、
願
之
通
家
名
御
立

被
下
置
、
安
心
為
仕
度
、
此
段
偏
奉
歎
願
候
、
右
伜
共
心
掛
当
之
儀
者
幾
重
二
も
相

諭
、
成
長
之
上
、
格
別
忠
勤
之
御
奉
公
為
仕
度
奉
願
上
候
、
尤
身
分
之
儀
者
私
共
引

請
申
候
間
、
何
卒
格
別
之
訳
ヲ
以
、
願
之
通
御
許
容
被
下
置
候
様
、
奉
願
候
、
以
上
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辰
十
二
月

伜
共
当
分
住
居
罷
在
候
書
付

歎
願
書

右
兵
衛
儀
、

吉
沢
兵
衛
身
分
引
請
人

　
　
元
御
膳
所
御
台
所
人
相
勤
隠
居
仕

　
　
百
姓
五
郎
兵
衛
地
面
二
罷
在
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
五
郎
吉
⑳

　
石

川
貫
一
身
分
引
請
人

　
　
　
　
　
　
御
用
人
支
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
条
源
之
丞
⑳

　
小
宮
山
勇
次
郎
身
分
引
受
人

　
　
　
　
　
　
御
用
人
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
春
吉
印

　
竹
原
太
郎
吉
田
良
助
身
分
引
請
人

　
　
　
駿
府
表
学
問
所
教
授
方
第
三
等

　
　
　
　
　
　
石
橋
鎗
次
郎
父
隠
居

　
　
　
　
　
　
当
時
小
石
川
午
天
神

　
　
　
　
　
　
門
前
二
住
宅
罷
在
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
橋
喜
之
助
印

　
菰

田
幸
太
郎
身
分
引
請
人

　
　
　
　
　
　
御
用
人
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
山
泰
次
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
兵
頭
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勇
四
郎
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
歳
十
九

武
州
豊
島
郡
高
田
村
百
姓
五
兵
衛
由
緒
御
座
候
二
付
、
母
共
二
罷
在
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
両
御
番
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
兵
指
図
役
頭
取
勤
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
之
助
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
貫
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
歳
十
一

右
貫
一
儀
、
下
総
国
葛
飾
郡
中
山
村
名
主
清
次
郎
方
二
由
緒
御
座
候
二
付
、
祖
父
隠

居
石

川
作
次
郎
井
母
共
二
罷
在
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
御
番
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
兵
指
図
役
頭
取
勤
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
蔵
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
宮
山
勇
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
歳
十
九

右
勇
次
郎
儀
、
駿
府
表
小
普
請
世
話
役
高
麗
甲
橘
方
二
由
緒
御
座
候
二
付
、
罷
在
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
砲
製
造
所
調
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
次
郎
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
原
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
歳
六

右
太
郎
儀
、
武
州
足
立
郡
芝
村
百
姓
利
兵
衛
方
二
由
緒
御
座
候
二
付
、
母
共
二
罷
在

候　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
軍
所
英
学
教
授
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
太
郎
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
良
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
歳
五

右
良
助
儀
、
前
同
所
百
姓
利
兵
衛
方
由
緒
御
座
候
二
付
、
祖
母
共
二
罷
在
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
屋
敷
伊
賀
者
δ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
手
組
出
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伝
習
隊
指
図
役
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
次
伜
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菰
田
幸
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
歳
六

右
幸
太
郎
儀
、
由
緒
御
座
候
二
付
、
御
用
人
組
勝
山
泰
次
方
二
母
共
二
罷
在
候

右
之
通
御
座
候
、
以
上

十

二
月
廿
六
日
夜
飯
田
町
調
所
世
話
役
よ
り
拙
者
二
御
用
向
有
之
候
間
、
明
廿
七
日

四
ツ
時
罷
出
候
様
、
御
用
人
衆
達
之
間
、
申
来
候
間
、
廿
七
日
罷
出
候
処
、
竹
原
太

郎
、
吉
田
良
輔
、
菰
田
幸
太
郎
、
三
人
江
願
之
通
苗
跡
被
下
置
候
也
、
御
書
附
ヲ
以

御
用
人
並
佐
藤
平
三
郎
申
渡

　
但
し
平
服
二
て
太
郎
名
代
余
相
勤
、
良
輔
幸
太
郎
名
代
ハ
世
話
役
両
人
二
相
勤
貰

　

ふ
、
礼
廻
り
等
ハ
な
し

　
　
御
書
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
原
太
郎
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
大
砲
製
造
所
調
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
原
平
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
次
郎
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
原
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
之
通
伜
太
郎
江
苗
跡
被
下
之

　
　
　
　
　
右
者
河
野
左
門
殿
被
達
候
二
付
、
申
渡
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳
正
月

右
之
外
両
人
も
同
断
御
書
付
也
、
左
門
殿
ハ
御
中
老
也

正

月
八
日
飯
田
町
調
所
世
話
役
白
石
十
三
郎
よ
り
達
、
御
用
向
有
之
候
間
、
明
九
日

四
時
調
所
江
余
二
被
出
候
様
、
御
用
人
衆
達
之
旨
、
申
来
る
、
則
罷
出
候
処
、
吉
沢

兵
衛
、
石
川
貫
一
、
小
宮
山
勇
次
郎
三
人
江
苗
跡
被
下
置
候
旨
、
御
書
付
ヲ
以
、
御

用
人
並
平
岩
金
左
衛
門
申
渡
有
之
、
余
兵
衛
名
代
相
勤
、
石
川
、
小
宮
山
名
代
ハ
世

話
役
二
勤
貰
ふ

　
　
　
御
書
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
兵
衛
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
工
兵
頭
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
勇
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勇
四
郎
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
之
通
伜
兵
衛
江
苗
跡
被
下
之

　
　
　
　
　
　
右
者
河
野
左
門
殿
被
達
候
二
付
、
申
渡
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳

正
月

　
　
石

川
小
宮
山
両
人
も
同
断
御
書
付
、
左
門
殿
ハ
御
中
老
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奉
願
候
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳

川
三
位
中
将
家
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
人
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
原
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳
歳
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
人
母

右
太
郎
儀
、
今
般
駿
府
表
江
移
住
可
仕
処
、
幼
年
二
罷
在
、
且
母
儀
長
々
不
快
二
御

座
候
而
差
向
出
立
行
届
兼
、
只
管
難
渋
罷
在
候
、
右
者
私
由
緒
も
御
座
候
間
、
当
分

之
内
同
居
為
仕
世
話
仕
度
奉
存
候
間
、
何
卒
格
別
之
　
御
憐
懲
ヲ
以
、
右
願
之
通
被

　
仰
付
被
下
置
候
様
仕
度
、
此
段
奉
願
候
、
以
上

　
　
　
　
　

巳
正
月
　
　
　
　
　
　
　
　
軍
務
官
附

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永

田
弥
左
衛
門
触
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
上
鉄
次
郎
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軍
務
御
役
所

御
附
札
　
正
月
十
八
日
相
済
二
て
下
る

△
　
願
い
之
通
承
届
候

私
儀
、

右
之

通
、
願
書
中
奉
書
半
切
二
認
井
美
濃
紙
ニ
ツ
折
く
ぢ
込
二
て
壱
通
、
都

合
弍

通
、
浦
上
よ
り
弥
左
衛
門
江
出
ス
、
猶
又
太
郎
よ
り
も
小
普
請
調
所
へ

出
ス
、
左
之
通

　
　
　
　
奉
願
候
覚

今
度
願
通
、
父
苗
跡
被
下
置
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、
右
二
付
而
者
早
速
駿
州
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表
江
移
住
可
仕
処
、
差
向
前
後
行
届
兼
候
折
柄
、
母
儀
当
節
不
快
二
て
猶
更
差
支
候

二
付
、
当
分
之
内
御
当
地
二
罷
在
、
養
生
相
加
少
々
二
て
も
快
候
ハ
・
早
々
引
移
候

様
仕
度
奉
願
候
、
右
二
付
而
者
軍
務
官
触
頭
永
田
弥
左
衛
門
配
下
浦
上
鉄
次
郎
儀
、

私
由
緒
之
者
二
御
座
候
間
、
同
人
方
江
当
分
之
内
同
居
奉
願
度
段
、
鉄
次
郎
δ
弥
左

衛

門
ヲ
以
軍
務
官
御
役
所
へ
願
書
差
出
候
、
何
卒
当
分
之
内
同
居
之
儀
、
奉
願
候
、

尤
軍
務
官
御
役
所
御
聞
届
二
相
成
候
ハ
・
其
段
早
々
御
届
可
申
上
候
、
以
上

　
　
　
巳
正
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
原
太
郎
印

　
右
之
通
半
紙
ニ
ツ
折
二
認
出
ス

右
軍
務
官
御
役
所
江
差
出
候
処
、
正
月
十
八
日
御
附
札
之
通
相
済
候
二
付
、
此
段
調

所
江
相
届
候
、
世
話
役
大
浜
彦
右
衛
門
承
知
い
た
す

　
　
　
　
　
　
　
御
届
申
上
候
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
川
三
位
中
将
家
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

用
人
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
原
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳
歳
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
人
母

右
太
郎
儀
、
先
般
駿
府
表
江
移
住
可
仕
処
、
幼
年
二
罷
在
、
且
母
儀
不
快
二
御
座
候

而
差
向
出
立
行
届
兼
候
二
付
、
私
方
江
当
分
之
内
同
居
奉
願
、
世
話
仕
罷
在
候
処
、

追
々
折
合
候
二
付
、
今
廿
八
日
出
立
為
仕
、
駿
州
表
江
移
住
仕
候
、
依
之
此
段
御
届

申
上
候
、
以
上

　
　
　
巳
二
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軍
務
官
附

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
田
弥
左
衛
門
触
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦
上
鉄
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
軍
務
御
役
所

　
　
　
　
　
　
　
奉
伺
候
覚

附
札
　
　
　
私
従
弟
徳
川
新
三
位
中
将
家
来
吉
沢
兵
衛
儀
、
今
般
駿
州
表
江
移
住
可

［
川
仕
処
当
節
眼
病
二
而
差
向
出
立
仕
兼
候
二
伎
快
気
迄
当
分
之
内
同

　
　
　
　
　
居
為
仕
度
奉
願
候
、
依
之
家
族
書
相
添
此
段
奉
伺
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
政
官
附

伺
之
趣
承
届
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
栗
又
兵
衛
触
下

　
　
　
　
　
　

巳

正

月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
所
信
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

弁
事
御
役
所

　
　
　
　
　
　

家
族
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
川
新
三
位
中
将
家
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

用
人
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
沢
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巳
歳
二
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人
祖
父
隠
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
沢
五
郎
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巳
歳
六
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人
　
祖
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
人
　
母

　
　
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
巳
正
月
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
兵
衛

　
　
　
　
　
奉
願
候
覚

私
儀
、
今
般
駿
府
表
江
移
住
可
仕
処
、
当
今
眼
病
二
而
差
向
出
立
仕
兼
候
二
付
、
当

分
之
内
御
当
地
二
罷
在
、
養
生
相
加
快
気
次
第
早
々
移
住
仕
度
奉
願
候
、
右
二
付
、

行
政
官
附
小
栗
又
兵
衛
触
下
田
所
信
三
郎
方
江
当
分
之
内
同
居
仕
度
段
、
信
三
郎
6

又
兵
衛

ヲ
以
弁
事
御
役
所
江
奉
伺
候
処
、
伺
之
趣
承
届
候
旨
、
御
附
札
有
之
候
、
右

願
之
通
被
　
仰
付
被
下
置
候
様
仕
度
、
此
段
奉
願
候
、
以
上

　
　
　
巳
正
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
兵
衛
印

右
伺
書
家
族
書
中
奉
書
半
切
二
認
井
美
濃
紙
ニ
ツ
折
二
認
候
共
弍
通
、
信
三
郎
よ
り

世
話
役
田
刈
勝
三
郎
ヲ
以
て
小
栗
又
兵
衛
へ
差
出
候
処
、
十
八
日
伺
之
通
相
済
候
趣
、

勝
三
郎
よ
り
廿
二
日
達
候
二
付
、
即
日
調
所
へ
罷
出
、
右
伺
書
井
家
族
書
共
写
相
添
、
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右
願
書
差
出
ス
、
直
二
願
之
通
相
済
、

　
　
　
　
　
御
届
申
上
候
覚

右
私
方
二
同
居
罷
在
候
吉
沢
兵
衛
儀
、

段
御
届
申
上
候
、
以
上

　
　
巳
十
一
月

調
所
世
話
役

田
村
専
造
取
扱

　
　
静
岡
藩
　
　
兵
衛
事

　
　
　
吉
沢
詳
一
郎

書
面
之
通
、
今
般
改
名
被
申
渡
候
、

弁
官
附

　
岡
部
鉦
次
郎
触
下

　
　
　
　
田
所
信
三
郎

依
之
此

　
　
　
　
　
御
届
申
上
候
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
岡
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
詳
一
郎

右
私
方
二
同
居
罷
在
候
吉
沢
詳
］
郎
儀
、
昨
廿
九
日
開
成
所
被
任
大
学
少
得
業
生
候
、

依
之
此
段
御
届
申
上
候
、
以
上

　
　
巳

十
一
月
晦
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弁
官
附

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
鉦
次
郎
触
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
所
信
三
郎

右
各
通
二
而
奉
書
井
美
濃
紙
半
紙
等
二
而
田
刈
勝
三
郎
ヲ
以
出
ス

　
　
　
　
　
（
中
　
　
略
）

　
　
　
　
　
　
奉
願
御
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
等
勤
番

高
拾
五
俵
壱
人
半
扶
持
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
貫
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳
歳
十
二

一
祖
父
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
作
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳
歳
八
十

一
祖
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
同
人
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巳
歳
七
十
七

一
母
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
父
石
川
勝
之
助
死
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳
歳
廿
五

一
妹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
同
人
死
娘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

右
私
儀
、
今
般
駿
州
表
江
移
住
可
仕
処
、
幼
年
二
罷
在
候
而
家
族
老
年
之
者
手
当
等

行
届
兼
候
折
柄
、
猶
又
母
儀
当
節
血
癩
相
煩
、
差
向
出
立
差
支
、
只
管
難
儀
仕
候
、

右
二
付
行
政
官
附
設
楽
甚
三
郎
触
下
古
谷
源
之
丞
儀
、
私
由
緒
之
者
二
御
座
候
間
、

同
人
方
江
当
分
之
内
同
居
仕
可
被
成
、
折
合
候
ハ
・
早
々
移
住
仕
度
奉
存
候
、
右
之

段
源
之
丞
6
甚
三
郎
ヲ
以
弁
事
御
役
所
江
願
書
差
出
候
、
何
卒
右
之
通
当
分
之
内
同

居
之
儀
奉
願
候
、
以
上

　
　
　

巳
正
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
貫
一
印

右
之
書
面
正
月
十
四
日
調
所
江
出
ス
、
世
話
取
扱
谷
田
為
五
郎
受
取

宿
所
雑
司
谷
元
御
鷹
匠
屋
敷
行
政
官
附

設
楽
甚
三
郎
触
下
古
谷
源
之
丞
方
二
同
居
仕
罷
在
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祖
父
石
川
作
次
郎
富
士
見
御
宝
蔵
番
之
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
勤
隠
居
仕
罷
在
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
父
石
川
勝
之
助
死
両
御
番
格
工
兵
指
図
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頭
取
勤
方
相
勤
申
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
子
惣
領

元

高
拾
五
俵
壱
人
半
扶
持
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
貫
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳
歳
十
二

明
治
二
巳
年
正
月
九
日
父
跡
式
被
下
置
、
二
等
勤
番
組
二
罷
成
候

　
右
之
明
細
書
正
月
十
四
日
調
所
へ
出
ス
、
谷
田
兼
五
郎
受
取

無
禄
二
而
御
領
地
移
住
奉
願
候
　
　
　
　
　
元
高
拾
五
俵
壱
人
半
扶
持

　
宿
所
雑
司
谷
元
御
鷹
匠
屋
敷
行
政
官
附
　
　
　
　
　
石
川
貫
一
㊥

　
設
楽
甚
三
郎
触
下
古
谷
源
之
丞
方
二
同
居
仕
候
　
　
　
　
　
　
家
族
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五
人

「
元
高
拾
五
俵
　
　
　
　
　
　
　
祖
父
石
川
作
次
郎
富
士
見
御
宝
蔵

扶
持
方
壱
人
半
扶
持

　
　
　
　
　
扶
持
方
五
人
扶
持
　
番
之
頭
相
勤
隠
居
罷
在
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

父
石
川
勝
之
助
浦
和
県
出
仕

　
　
　
　　　

論
共
武
蔵
　
二
等
勤
番
組
石
川
菖

　
宿
所
東
京
小
石
川
同
心
町
庄
原
謙
吉
方
　
　
　
　
　
　
　
未
歳
十
四

　
明
治
二
巳
年
正
月
九
日
父
苗
跡
相
続
被
　
命
、
二
等
勤
番
組
罷
成
、
同
年
十
一
月

　
廿
八
日
漢
学
為
修
行
松
川
県
士
族
庄
原
謙
吉
方
江
入
塾
奉
願
候
処
、
同
年
十
二
月

　
五
日
願
之
通
被
　
命
候
」
（
貼
付
）

　
「
宿
所
東
京
第
九
大
区
ニ
ノ
小
区
小
石
川
竹
早
町
三
拾
五
番
地

　
新
治
県
貫
属
士
族
大
森
惟
中
方
寄
留
庄
原
和
方
入
塾

　
　
　
　
　
　
　
　
祖
父
石
川
作
次
郎
元
富
士
見
宝
蔵
番
ノ
頭
相
勤
候

　
　
　
　
　
　
　
　
父
石
川
直
中
埼
玉
県
学
校
教
授
相
勤
隠
居
罷
在
候

　
　
　
家
禄
現
米
九
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
貫
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
明
治
七
年
五
月
十
二
年
六
ケ
月

　
明
治
二
巳
年
正
月
九
日
父
苗
跡
相
続
被
命
、
同
年
十
一
月
廿
八
日
漢
学
為
修
行
新

　
治
県
貫
属
士
族
大
森
惟
中
弟
庄
原
和
方
へ
入
塾
奉
願
処
、
同
年
十
二
月
五
日
願
之

　
通
被
命
候
」
（
貼
付
）

　
　
　
　
　
（
中
　
　
略
）

　
　
　
　
　
奉
願
御
覚

私
儀
、
守
山
藩
庄
原
謙
吉
門
人
二
罷
成
、
漢
学
稽
古
仕
罷
在
候
処
、
行
届
不
申
候
二

付
、
今
般
同
人
方
江
入
塾
之
上
修
行
仕
度
奉
願
候
、
尤
家
族
之
儀
者
兼
而
願
済
二
罷

成
居
候
通
、
弁
官
附
設
楽
甚
三
郎
触
下
古
谷
源
之
丞
方
二
同
居
罷
在
候
儀
二
御
座
候
、

以
上

　
　

十
一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
等
勤
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
貫
一
印

右
書
面
二
通
十
一
月
廿
八
日
小
川
町
勤
番
組
調
所
へ
差
出
候
処
、

通
勤
番
頭
林
三
郎
申
渡
ス

十
二
月
五
日
左
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
貫
一

　
　
　
　
　
　
漢
学
修
行
と
し
て
居
残
度
と
の
趣
者
承
置
候
得
共
、
追
而
取
調
可
致

　
　
　
　
　
　
沙
汰
条
心
得
可
罷
在
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
貫
一

右
之
者
貴
校
江
入
塾
致
し
候
二
付
而
者
御
校
中
之
規
則
堅
為
相
守
、
身
分
之
儀
二
付

一
切
御
苦
労
掛
間
敷
候
、
防
而
如
斯
候
也

　
　
辛
未
正
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
岡
藩
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
原
謙
吉
殿

　
　
　
　
　
　
奉
願
候
覚

一
私
父
隠
居
勝
之
助
儀
、
是
迄
浦
和
県
管
轄
所
村
落
之
者
共
江
漢
学
教
授
仕
罷
在
候

　
処
、
生
徒
追
々
多
人
数
二
相
成
、
其
他
入
塾
之
上
修
業
仕
度
志
願
之
者
御
座
候
二

　
付
、
今
般
於
同
所
管
轄
所
下
戸
田
村
私
塾
相
開
教
授
仕
度
奉
存
候
、
尤
今
般
太
政

　
官
δ
被
　
仰
出
候
趣
も
御
座
候
二
付
、
同
所
名
主
共
6
父
勝
之
助
義
招
待
仕
、
私

　
塾
相
開
教
授
請
申
度
、
此
段
蒙
許
可
度
旨
、
浦
和
県
庁
江
奉
願
候
二
付
、
何
卒
願

　
之
通
被
　
命
被
下
置
候
様
奉
願
候
、
以
上

　
　
　
未
正
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
等
勤
番
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
貫
一
印

　
　
　
　
　
　
奉
願
御
覚

元
高
拾
五
俵
壱
人
半
扶
持
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
岡
勤
番
組
之
頭
支
配

　
　
　
世
扶
持
三
人
扶
持
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
等
勤
番
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
貫
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
十
歳
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私
儀
、
明
治
二
巳
年
正
月
九
日
父
苗
跡
相
続
被
　
命
、
同
月
駿
州
表
江
移
住
可
仕
処
、

私
義
幼
年
且
家
族
老
年
之
者
二
付
、
手
当
等
行
届
兼
候
二
付
、
当
分
之
内
東
京
二
居

残
奉
願
、
同
年
十
二
月
五
日
漢
学
修
行
奉
願
、
於
東
京
修
行
仕
罷
在
候
処
、
今
度
被

命
之
趣
も
御
座
候
二
付
、
同
三
午
年
閏
十
月
静
岡
表
江
罷
越
、
於
学
校
御
吟
味
請
候

処
、
御
差
許
二
相
成
、
是
迄
之
通
於
東
京
修
行
仕
候
二
付
而
者
家
族
共
東
京
二
罷
在

候
間
、
御
扶
持
方
被
下
置
候
様
仕
度
、
此
段
奉
願
候
、
以
上

　
　
明
治
三
午
年
十
一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
岡
勤
番
組
之
頭
支
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
等
勤
番
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
貫
一
印

　
　
　
　
　
　
御
届
申
上
候
覚

一
私
儀
、
今
般
浦
和
県
出
仕
被
　
仰
付
候
二
付
、
明
十
六
日
私
井
家
属
共
管
内
下
戸

　

田
村
江
引
移
申
候
、
依
之
此
段
御
届
申
上
候
、
以
上

　
　
　
二

月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
岡
二
等
勤
番
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貫
一
父
隠
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
勝
之
助

　
　
　
　
　
（
中
　
　
略
）

　
「
竹
原
太
郎
、
吉
田
良
助
両
人
者
巳
二
月
沼
津
江
移
住
仕
、
同
五
月
二
至
り
正
月

　
分

δ
之
御
扶
持
方
弐
人
扶
持
ツ
・
頂
戴
仕
、
同
九
月
二
至
り
五
人
扶
持
ツ
・
頂
戴

　
仕
罷
在
候
　
但
良
助
儀
昨
年
冬
病
死
仕
、
養
子
丹
蔵
江
家
督
被
下
置
候

　
菰
田
幸
太
郎
儀
者
差
向
移
住
仕
兼
候
二
付
、
願
済
二
而
引
残
、
当
午
年
四
月
相
良

　
江
移
住
仕
、
是
又
元
高
二
応
シ
四
人
扶
持
頂
戴
仕
罷
在
候
」
（
貼
付
）

　
　
　
　
　
（
中
　
　
略
）

　
　
　
　
　
寄
留
奉
願
候
覚

私
儀
、
是
迄
文
部
少
助
教
江
出
仕
罷
在
候
処
、
九
月
廿
五
日
免
職
相
成
候
二
付
、
早

速

御
県
地
江
移
住
可
仕
筈
二
候
処
、
免
職
前
6
不
快
罷
在
候
二
付
、
急
速
出
立
難
仕

候

間
、
是
迄
第
四
大
区
小
八
区
小
石
川
竹
早
町
附
属
地
住
居
罷
在
候
処
、
此
度
第
三

大
区
小
拾
壱
区
四
ツ
谷
東
仲
町
静
岡
県
沼
津
兵
学
中
助
教
石
橋
鎗
次
郎
厄
介
石
橋
一

等
軍
医
副
方
江
寄
留
仕
度
、

　
　
明
治
五
申
年
正
月

史

料
9

（後
　
　
略
）

家
族
書
相
添
、

此
段
奉
願
候
、
以
上

　
　
　
　
　
静
岡
勤
番
組
之
頭
支
配

　
　
　
　
　
　

二
等
勤
番
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
詳
一
郎
㊥

由
緒
書

三
等
勤
番
組

大
学
南
校
大
得
業
生
御
雇

　
　
　
　
　
　
吉
沢
詳
一
郎

　
　
　
　
　
由
緒
書

　
元
高
拾
五
俵
壱
人
半
扶
持
　
本
国
近
江
　
　
　
文
部
中
助
教

　
　
世
扶
持
三
人
扶
持
　
　
　
生
国
武
蔵
　
　
　
　
吉
沢
詳
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
歳
二
十
一

私
儀
、
父
勇
四
郎
、
明
治
元
辰
年
四
月
十
一
日
　
前
上
様
水
戸
表
江
被
為
　
入
候
節
、

御
道
中
可
奉
護
衛
志
願
二
而
御
跡
6
御
同
所
江
罷
越
候
処
、
於
途
中
同
月
死
去
仕
候

趣
、
粗
承
知
仕
候
、
尤
自
然
右
等
之
節
者
伜
江
跡
目
被
下
置
候
様
仕
度
段
、
遺
書
も

御
座
候
二
付
、
右
次
第
ヲ
以
、
同
年
十
二
月
跡
式
奉
願
候
処
、
同
二
巳
年
正
月
九
日

願
之

通
、
被
　
命
候
旨
、
於
飯
田
町
調
所
河
野
左
門
殿
御
書
付
ヲ
以
被
申
渡
候
段
、

御
用
人
並
平
岩
金
左
衛
門
申
渡
、
御
用
人
組
二
罷
成
、
同
年
十
一
月
廿
九
日
被
任
大

学
少
得
業
生
御
雇
、
同
三
午
年
三
月
十
六
日
被
　
任
大
学
中
得
業
生
御
雇
、
同
年
六

月
十
六
日
被
　
任
大
学
大
得
業
生
御
雇
、
同
年
閏
十
月
廿
五
日
改
而
戦
死
跡
苗
跡
相

続
被
　
命
候
者
之
儀
二
付
而
者
、
去
九
月
中
被
　
令
候
趣
も
有
之
候
二
付
、
其
身
一
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代
御
藩
籍
江
御
差
加
被
成
下
、
三
等
勤
番
組
被
　
命
、
御
扶
持
方
三
人
扶
持
被
下
、

尤
向
後
勤
功
二
寄
候
而
者
、
永
世
御
藩
籍
入
を
も
可
被
　
命
旨
、
右
之
通
御
引
直
相

成
候
段
、
於
小
川
町
御
藩
邸
、
浅
野
権
大
参
事
殿
被
達
候
段
、
杉
浦
八
郎
五
郎
申
渡

候一　

先
祖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
甚
平

於
桜
田
御
殿
元
禄
四
未
年
十
月
小
間
遣
被
　
召
抱
、
御
切
米
拾
五
俵
一
人
半
扶
持
被

下

置
、
宝
永
元
申
年
文
昭
院
様
西
丸
江
被
為
　
入
候
節
、
御
供
仕
、
同
六
丑
年
御
本

丸
江
御
供
仕
、
御
膳
所
小
間
遣
被
　
仰
付
、
享
保
三
戌
年
　
浄
円
院
様
御
膳
所
小
間

遣
組
頭
被
　
仰
付
、
御
足
高
五
俵
被
下
置
、
御
逝
去
以
後
、
同
十
一
午
年
八
月
右
衛

門
督
殿
膳
所
小
間
遣
組
頭
被
　
仰
付
、
同
十
三
申
年
老
衰
二
付
願
之
通
、
御
奉
公

御
免
、
数
年
相
勤
候
為
御
褒
美
、
白
銀
弍
枚
被
下
置
、
於
二
丸
従
右
衛
門
督
殿
金
子

弍
百
疋
被
下
置
、
頂
戴
仕
、
同
十
七
子
年
三
月
十
九
日
病
死
仕
候

一　

先
祖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
左
内

有
徳
院
様
御
代
享
保
十
三
申
年
五
月
於
二
丸
、
父
甚
平
跡
番
代
被
　
仰
付
、
右
衛
門

督
殿
膳
所
小
間
遣
相
勤
、
同
年
八
月
御
本
丸
表
小
間
遣
被
　
仰
付
、
同
十
七
子
年
三

月
病
気
二
付
願
之
通
隠
居
被
　
仰
付
、
宝
暦
三
酉
年
五
月
病
死
仕
候

一　

先
祖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
弥
七
郎

有
徳
院
様
御
代
享
保
十
五
戌
年
十
二
月
従
部
屋
住
、
表
小
間
遣
江
被
　
召
出
、
同
十

七
子
年
三
月
父
左
内
跡
番
代
被
　
仰
付
、
同
十
八
丑
年
十
一
月
病
死
仕
候

一　

先
祖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
林
平

有
徳
院
様
御
代
享
保
十
八
丑
年
十
二
月
父
弥
七
郎
跡
番
代
被
　
仰
付
、
表
小
間
遣
相

勤
、
寛
保
元
酉
年
八
月
番
代
奉
願
、
同
年
十
一
月
病
死
仕
候

］　

先
祖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
藤
兵
衛

有
徳
院
様
御
代
寛
保
元
酉
年
八
月
父
林
平
跡
番
代
被
　
仰
付
、
表
小
間
遣
相
勤
、
明

和
二
酉
年
十
一
月
蓮
浄
院
殿
膳
所
小
間
遣
被
　
仰
付
、
同
九
辰
年
卒
去
二
付
、
同
年

六
月
　
御
本
丸
表
小
間
遣
被
　
仰
付
候
旨
、
酒
井
石
見
守
殿
被
　
仰
渡
候
段
、
表
御

台
所
頭
野
尻
助
四
郎
申
渡
、
寛
政
四
子
年
老
衰
二
付
願
之
通
番
代
被
　
仰
付
、
数
年

相
勤
候
為
御
褒
美
、
白
銀
三
枚
被
下
置
候
旨
、
米
倉
丹
後
守
殿
被
仰
渡
候
段
、
表
御

台
所
頭
本
田
吉
兵
衛
申
渡
、
頂
戴
仕
、
同
年
閏
二
月
病
死
仕
候

一　

先
祖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
助
之
丞

凌
明
院
様
御
代
明
和
六
丑
年
十
一
月
従
部
屋
住
西
丸
御
台
所
小
間
遣
江
御
抱
入
被

仰
付
、
御
切
米
拾
五
俵
壱
人
半
扶
持
被
下
置
候
旨
、
水
野
出
羽
守
殿
被
仰
渡
候
段
、

表
御
台
所
頭
野
尻
助
四
郎
申
渡
、
安
永
八
亥
年
　
孝
恭
院
様
莞
御
二
付
、
同
年
四
月

十
七
日
是
迄
之
通
西
丸
相
勤
候
様
、
酒
井
石
見
守
殿
被
仰
渡
候
段
、
西
丸
表
御
台
所

頭
高
月
只
之
進
申
渡
、
天
明
元
丑
年
閏
五
月
　
大
納
言
様
御
附
被
　
仰
付
候
旨
、
御

同
人
被
仰
渡
候
段
、
同
人
申
渡
、
同
六
午
年
閏
五
月
　
大
納
言
様
御
本
丸
江
御
移
替

之
節
、
是
迄
之
通
西
丸
相
勤
候
様
、
太
田
備
後
守
殿
被
仰
渡
候
段
、
同
人
申
渡
、
寛

政
四

子
年
閏
二
月
父
藤
兵
衛
跡
番
代
被
　
仰
付
、
是
迄
之
通
西
丸
表
御
台
所
小
間
遣

相
勤
候
様
、
御
同
所
御
台
所
頭
本
多
吉
兵
衛
申
渡
、
相
勤
、
同
八
辰
年
三
月
廿
七
日

病
死
仕
候

一　

高
祖
父
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
善
兵
衛

凌
明
院
様
御
代
天
明
元
丑
年
閏
五
月
従
部
屋
住
、
西
丸
表
御
台
所
小
間
遣
見
習
可
相

勤
旨
、
御
同
所
御
台
所
頭
中
井
富
右
衛
門
申
渡
、
同
三
卯
年
七
月
十
五
日
御
同
所
小

間
遣
明
跡
江
御
抱
入
被
　
仰
付
候
旨
、
酒
井
飛
騨
守
殿
被
仰
渡
候
段
、
御
同
所
御
台

所
頭
高
月
只
之
進
申
渡
、
同
六
午
年
　
大
納
言
様
御
本
丸
江
御
移
替
二
付
、
同
年
十

一
月
表
小
間
遣
被
　
仰
付
候
旨
、
太
田
備
後
守
殿
被
仰
渡
候
段
、
同
人
申
渡
、
同
九

酉
年
正
月
廿
四
日
西
丸
表
小
間
遣
被
　
仰
付
候
旨
、
表
御
台
所
頭
本
多
吉
兵
衛
申
渡
、

寛
政
八
辰
年
三
月
父
助
之
丞
跡
番
代
被
　
仰
付
、
是
迄
之
通
御
同
所
小
間
遣
相
勤
候

様
、
西
丸
御
賄
頭
阿
部
勘
左
衛
門
申
渡
、
同
年
十
二
月
十
一
日
　
若
君
様
御
附
被

仰
付
候
旨
、
堀
田
摂
津
守
殿
被
仰
渡
候
段
、
表
御
台
所
頭
岩
田
吉
左
衛
門
申
渡
、
同

九

巳
年
三
月
西
丸
表
御
台
所
頭
支
配
二
罷
成
、
文
化
元
子
年
十
一
月
病
気
二
付
、
御

奉
公
御
免
願
之
通
被
　
仰
付
、
同
四
卯
年
八
月
廿
九
日
病
死
仕
候

一　

曾
祖
父
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
沢
藤
五
郎

文
恭
院
様
御
代
寛
政
九
巳
年
八
月
従
部
屋
住
、
西
丸
表
御
台
所
小
間
遣
見
習
被
　
仰
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付
候
旨
、
西
丸
表
御
台
所
頭
小
野
市
之
右
衛
門
申
渡
、
同
十
午
年
四
月
御
同
所
小
間

遣

明
跡
江
御
抱
入
被
　
仰
付
候
旨
、
青
山
下
野
守
殿
被
仰
渡
候
段
、
同
人
申
渡
、
文

化
元
子
年
十
一
月
父
善
兵
衛
跡
番
代
被
　
仰
付
、
是
迄
之
通
御
同
所
小
間
遣
相
勤
候

様
、
表
御
台
所
頭
福
村
伝
内
申
渡
、
同
三
寅
年
正
月
廿
八
日
西
丸
御
膳
所
小
間
遣
被

　
仰
付
候
旨
、
青
山
大
膳
亮
殿
被
仰
渡
候
段
、
同
人
申
渡
、
文
政
二
卯
年
二
月
十
九

日
御
同
所
小
間
遣
組
頭
被
　
仰
付
候
、
勤
候
内
御
足
高
五
俵
被
下
置
候
旨
、
水
野
壱

岐
守
殿
被
仰
付
候
段
、
御
膳
所
御
台
所
頭
小
菅
又
三
郎
申
渡
、
同
十
二
丑
年
九
月

若
君
様
御
宮
参
御
用
相
勤
候
二
付
、
同
年
十
一
月
九
日
為
御
褒
美
御
金
被
下
置
候
旨
、

森
川
内
膳
正
殿
被
仰
渡
候
段
、
御
同
所
御
台
所
頭
沢
木
助
左
衛
門
申
渡
、
頂
戴
仕
、

同
年
十
二
月
廿
六
日
御
同
所
御
台
所
人
格
被
　
仰
付
、
勤
候
内
弍
拾
五
俵
二
御
足
高

被
下
置
候
旨
、
御
同
人
被
仰
渡
候
段
、
同
人
申
渡
、
天
保
四
巳
年
十
月
十
七
日
御
同

所
御
台
所
人
被
　
仰
付
、
勤
候
内
並
之
通
御
足
高
被
下
置
候
旨
、
於
焼
火
間
永
井
肥

前
守
殿
被
仰
渡
、
同
八
酉
年
三
月
廿
七
日
　
御
本
丸
被
　
御
移
替
二
付
被
　
召
連
候

旨
、
増
山
河
内
守
殿
被
　
仰
渡
候
段
、
同
人
申
渡
、
同
年
四
月
二
日
　
慎
徳
院
様
御

本
丸
江
御
移
徒
二
付
、
御
供
仕
、
万
延
元
申
年
十
一
月
廿
日
年
来
出
精
相
勤
候
二
付
、

別
段
五
人
扶
持
勤
候
内
被
下
置
候
旨
、
於
土
圭
間
堀
出
雲
守
殿
被
仰
渡
、
元
治
元
子

年
迄
六
拾
八
年
相
勤
、
老
衰
仕
候
二
付
、
隠
居
奉
願
、
同
年
十
二
月
廿
八
日
願
之
通

隠
居
被
　
仰
付
候
旨
、
於
螂
賜
間
牧
野
備
前
守
殿
被
仰
渡
、
且
数
年
相
勤
候
為
御
褒

美
白
銀
拾
枚
被
下
置
候
旨
、
於
焼
火
間
遠
山
信
濃
守
殿
被
仰
渡
、
頂
戴
仕
、
慶
応
元

丑
年
九
月
十
六
日
病
死
仕
候

一　
祖
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
五
郎

慎
徳
院
様
御
代
天
保
十
三
寅
年
六
月
養
父
藤
五
郎
男
子
無
御
座
候
二
付
、
続
者
無
御

座
候
得
共
、
智
養
子
奉
願
、
同
年
十
一
月
十
一
日
願
之
通
被
　
仰
付
候
旨
、
遠
藤
但

馬
守
殿
被
仰
渡
候
段
、
御
膳
所
御
台
所
頭
伊
庭
久
右
衛
門
申
渡
、
弘
化
元
辰
年
十
一

月
九
日
表
御
台
所
人
無
足
見
習
被
　
仰
付
候
旨
、
本
多
越
中
守
殿
被
仰
渡
候
段
、
御

膳
所
頭
浅
野
啓
十
郎
申
渡
、
同
四
未
年
十
二
月
廿
三
日
表
御
台
所
人
被
　
仰
付
、
父

元
高
被
下
置
、
勤
候
内
並
之
通
御
足
高
被
下
置
候
旨
、
於
焼
火
間
御
同
人
被
仰
渡
、

安
政
五
午
年
十
二
月
廿
九
日
表
御
台
所
向
御
修
復
中
、
見
廻
御
用
相
勤
候
二
付
、
為

御
褒
美
白
銀
弍
枚
被
下
置
候
旨
、
於
焼
火
間
酒
井
右
京
亮
殿
被
仰
渡
、
頂
戴
仕
、
文

久
元
酉
年
十
二
月
廿
七
日
　
御
本
丸
江
御
移
徒
御
用
相
勤
候
二
付
、
為
御
褒
美
白
銀

三

枚
被
下
置
候
旨
、
於
御
同
席
御
同
人
被
仰
渡
、
頂
戴
仕
、
同
二
戌
年
三
月
　
和
宮

様
御
婚
礼
被
為
済
候
御
祝
儀
御
用
相
勤
候
二
付
、
為
御
褒
美
金
弍
両
被
下
置
候
旨
、

於
御
同
席
御
同
人
被
仰
渡
、
頂
戴
仕
、
元
治
元
子
年
二
月
廿
三
日
御
賄
頭
支
配
被

仰
付
候
旨
、
平
岡
丹
波
守
殿
被
仰
渡
候
段
、
御
賄
頭
山
本
新
十
郎
申
渡
、
同
年
十
二

月
廿
八
日
父
藤
五
郎
家
督
被
下
置
、
是
迄
之
通
表
御
台
所
人
被
　
仰
付
候
旨
、
於
螂

燭

間
牧
野
備
前
守
殿
被
仰
渡
、
慶
応
元
丑
年
六
月
十
五
日
御
膳
所
御
台
所
人
被
　
仰

付
、
勤
候
内
並
之
通
御
足
高
被
下
置
候
旨
、
田
沼
玄
蕃
頭
殿
被
仰
渡
候
段
、
御
賄
頭

奈
佐
清
次
郎
申
渡
、
相
勤
、
病
気
二
付
、
慶
応
三
卯
年
二
月
廿
二
日
願
之
通
隠
居
被

仰
付
候
旨
、
於
螂
燭
間
松
平
周
防
守
殿
被
仰
渡
、
明
治
四
未
年
八
月
九
日
病
死
仕
候

一　
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
勇
四
郎

温
恭
院
様
御
代
安
政
元
寅
年
十
一
月
実
父
御
細
工
所
同
心
竹
原
五
左
衛
門
手
前
二
罷

在
候
節
、
素
読
出
精
仕
候
為
御
褒
美
白
銀
弍
枚
被
下
置
候
旨
、
遠
藤
但
馬
守
殿
被
仰

渡
候
段
、
御
目
付
青
木
新
五
兵
衛
申
渡
、
頂
戴
仕
、
同
六
未
年
九
月
開
成
所
世
話
心

得
可
相
勤
旨
、
開
成
所
頭
取
古
賀
謹
一
郎
申
渡
、
万
延
元
申
年
八
月
廿
三
日
御
同
所

英
学
句
読
教
授
出
役
被
　
仰
付
候
旨
、
堀
出
雲
守
殿
被
仰
渡
候
段
、
開
成
所
頭
取
同

人
申
渡
、
文
久
元
酉
年
六
月
廿
日
御
同
所
英
学
教
授
手
伝
並
出
役
被
　
仰
付
、
勤
候

内
五
人
扶
持
被
下
置
候
旨
、
御
同
人
被
仰
渡
候
段
、
御
細
工
所
頭
戸
田
総
八
郎
申
渡
、

同
年
八
月
英
吉
利
辞
書
和
解
骨
折
候
為
御
褒
美
、
金
八
両
被
下
置
候
旨
、
安
藤
対
馬

守
殿
被
仰
渡
候
段
、
同
人
申
渡
、
同
三
亥
年
九
月
八
日
砲
兵
差
図
役
下
役
並
勤
方
被

　
仰
付
、
勤
候
内
七
人
扶
持
被
下
置
候
旨
、
平
岡
丹
波
守
殿
被
仰
渡
候
段
、
御
細
工

所
頭
石
場
斎
宮
申
渡
、
元
治
元
子
年
四
月
十
三
日
日
光
御
警
衛
御
用
被
　
仰
付
、
相

勤
、
慶
応
元
丑
年
二
月
養
父
五
郎
男
子
無
御
座
候
二
付
、
続
者
無
御
座
候
得
共
聾
養

子
奉
願
、
同
年
五
月
廿
九
日
願
之
通
被
　
仰
付
候
旨
、
酒
井
飛
騨
守
殿
被
仰
渡
候
段
、

御
賄
頭
山
本
新
十
郎
申
渡
、
同
年
六
月
三
日
是
迄
之
通
砲
兵
差
図
役
下
役
並
勤
方
被
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仰
付
、
御
手
当
拾
人
扶
持
被
下
置
候
旨
、
田
沼
玄
蕃
頭
殿
被
仰
渡
候
段
、
御
賄
頭

奈
佐
清
次
郎
申
渡
、
同
年
十
二
月
廿
一
日
砲
兵
差
図
役
並
勤
方
被
　
仰
付
候
旨
、
松

平
縫
殿
頭
殿
被
仰
渡
候
段
、
御
膳
所
御
台
所
頭
伊
熊
平
太
夫
申
渡
、
同
二
寅
年
三
月

廿
二

日
砲
兵
差
図
役
勤
方
被
　
仰
付
候
旨
、
御
同
人
被
仰
渡
候
段
、
御
膳
所
御
台
所

頭
森
田
金
吾
申
渡
、
同
年
八
月
晦
日
砲
兵
差
図
役
頭
取
勤
方
被
　
仰
付
候
旨
、
立
花

出
雲
守
殿
被
仰
渡
候
段
、
御
同
人
申
渡
、
同
三
卯
年
二
月
廿
二
日
願
之
通
父
五
郎
家

督
被
下
置
候
旨
、
於
螂
燭
間
松
平
周
防
守
殿
被
仰
渡
、
陸
軍
奉
行
並
組
二
入
、
同
年

三

月
廿
六
日
富
士
見
御
宝
蔵
番
格
砲
兵
差
図
役
頭
取
勤
方
被
　
仰
付
、
於
螂
燭
間
井

上
河
内
守
殿
被
仰
渡
、
同
四
辰
年
二
月
六
日
於
　
御
前
、
工
兵
頭
並
被
　
仰
付
、
同

年
四
月
十
一
日
　
前
上
様
水
戸
表
江
被
為
入
候
節
、
御
道
中
可
奉
護
衛
志
願
二
而
御

跡

δ
御
同
所
江
罷
越
候
処
、
右
於
途
中
、
同
月
死
去
仕
候

一
祖
父
父

私
、
遠
慮
逼
塞
閉
門
等
都
而
御
答
之
儀
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
明
治
三
午
年
十
一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
詳
一
郎
㊥

史
料
1
0

親
類
書

吉
沢
詳
一
郎

　
　
　
　
　
親
類
書

元
高
拾
五
俵
壱
人
半
扶
持
　
本
国
近
江
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
詳
一
郎

　
世
扶
持
五
人
扶
持
　
　
　
生
国
武
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
歳
二
十
二

私
儀
、
父
勇
四
郎
、
明
治
元
辰
年
四
月
十
一
日
　
前
上
様
水
戸
表
江
被
為
　
入
候
節
、

御
道
中
可
奉
護
衛
志
願
二
而
、
御
跡
6
御
同
所
江
罷
越
候
処
、
於
途
中
同
月
死
去
仕

候

趣
、
粗
承
知
仕
候
、
尤
自
然
右
等
之
節
者
伜
江
跡
目
被
下
置
候
様
仕
度
段
、
遺
書

も
御
座
候
二
付
、
右
次
第
ヲ
以
、
同
年
十
二
月
跡
式
奉
願
候
処
、
同
二
巳
年
正
月
九

日
願
之
通
、
被
　
命
候
旨
、
於
飯
田
町
調
所
河
野
左
門
殿
御
書
付
ヲ
以
被
申
渡
候
段
、

御

用
人
組
平
岩
金
左
衛
門
申
渡
、
御
用
人
組
罷
成
、
同
年
十
一
月
廿
九
日
被
　
任
大

学
少
得
業
生
、
同
三
午
年
三
月
十
六
日
被
　
任
大
学
中
得
業
生
、
同
年
六
月
十
六
日

被
　
任
大
学
大
得
業
生
、
同
年
閏
十
月
廿
五
日
改
而
戦
死
跡
苗
跡
相
続
被
　
命
候
者

之

儀
二
付
而
者
、
去
九
月
中
被
　
令
候
趣
も
有
之
候
二
付
、
其
身
一
代
御
藩
籍
江
御

差
加
被
成
下
、
三
等
勤
番
組
被
　
命
、
御
扶
持
方
三
人
扶
持
被
下
、
尤
向
後
勤
功
二

寄
候
而
者
、
永
世
御
藩
籍
入
を
も
可
被
命
旨
、
右
之
通
御
引
直
二
相
成
候
段
、
於
小

川
町
御
藩
邸
、
浅
野
権
大
参
事
殿
被
達
候
段
、
杉
浦
八
郎
五
郎
申
渡
、
同
十
二
月
廿

六

日
大
学
出
仕
少
助
教
准
席
被
申
渡
、
同
四
辛
未
三
月
十
五
日
旧
禄
二
応
し
御
扶
持

方
増
被
成
下
、
且
身
分
之
儀
も
家
筋
之
格
二
被
成
下
候
旨
、
浅
野
権
大
参
事
殿
被
達

候
段
、
於
小
川
町
御
藩
邸
牧
野
伝
蔵
申
渡
、
同
五
月
六
日
被
　
任
大
学
少
助
教
候

一　

祖
父
　
御
膳
所
改
役
相
勤
隠
居
仕
罷
在
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
五
郎

一　

祖
母
　
右
同
断
　
御
膳
所
御
台
所
人
相
勤
申
候
　
私
曾
祖
父
吉
沢
藤
五
郎
死
娘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
沢
藤
五
郎
死
娘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
郎
妻

一　

父
　
　
工
兵
頭
並
相
勤
申
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
勇
四
郎
死

一　

母
　
　
御
膳
所
改
役
相
勤
隠
居
仕
罷
在
候
　
　
　
　
私
祖
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
沢
五
郎
娘

一　

祖
母
　
御
細
工
所
同
心
相
勤
申
候
　
　
　
　
　
　
　
私
祖
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
原
五
左
衛
門
死
娘

一　

大
叔
父
　
御
作
事
方
定
普
請
同
心
相
勤
隠
居
仕
候
　
私
祖
父
吉
沢
五
郎
兄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
沢
佐
五
郎

一　

叔
父
　
　
一
等
並
御
家
従
相
勤
罷
在
候
　
　
　
　
　
私
父
吉
沢
勇
四
郎
兄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
橋
八
郎

一　

叔
父
　
沼
津
学
校
二
等
教
授
相
勤
罷
在
候
　
　
　
　
　
　
　
右
同
人
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
橋
好
一

一　

伯
母
　
浦
和
県
出
仕
相
勤
罷
在
候
　
　
　
　
　
　
　
私
祖
父
吉
沢
五
郎
娘
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石
川
勝
之
助
妻

一　
従
弟
　
士
族
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
父
吉
沢
勇
四
郎
死
兄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
橋
八
郎
惣
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
原
太
郎

一　

従
弟
　
士
族
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
勝
之
助
惣
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
貫
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。
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Warriors　Who　Surrendered
SIliz皿oka　Feudal　I）omain

during　the　Battle　of　Hakodate　and　the

HIGucHI　Takehiko

A丘er　the　restoration　of　Emperor　Me亘i，　vassals　of　the拓mer　Bakui㎞were血ced　with　the　op－

tion　of　moving　to　Shizuoka　with　the　Tokugawa　family，　becoming　court　nobles　who　entered　the

service　of　the　new　govemment，　or　re七uming　to蝕rming　or　commerce．　There　were　also　those

who　chose　the　fburth　option　of　escaping　and　taking　part　in　the　resistane．　Mally　of　the　vassals

who　fbught　at　the　Goryokaku　in　Hakodate　until　they　surrendered　to　the　govemment　fbrces

had　undertaken　Westem　studies．　With　the　exception　of　Enomoto　Takeaki　and　several　other

high－ranking　officials，　most　of　the　men　who　surrendered　during　the　Battle　of　Hakodate　were

able　to　avoid　con丘nement　and　retumed　to　the　Shizuoka企udal　domain　be允re　1870．　Some　of

the　competent　among　them　were　employed　by　domain　schools　in　Shizuoka　and　Numazu．

However，　the　situation　inside　the　Shizuoka　domain　was　such　that　they　were　fbrced　to“reduce

numbers”as　the　domain　was　finding　it　dif丘cult　enough　to　guarantee　a　minimum　rice　allow－

ance　so　that　in　most　cases　the　status　of　warrior　was　restricted　to　one　generation　and　the　a1－

lowance　covered　just　three　persons．

　　　1（atsu　Kaishu　sought　to　make　use　of　vassals　outside　of　the　domain　and　adopted　a　method

whereby　he　selected　the　most　talented　among　those　who　had　surrendered　at　Hakodate　and

either　sent　them七〇serve　under　the　M萌i　government　or　dispatched　them　to　other　fbudal　do－

mains．　Examples　of　these　men　who　were　dispatched　to　other　domains　to　provide　instruction

in　education　and　militaly鵡irs　are　to　be　fb皿d　in　the　well一㎞own“Okas力∫η」ガ，　or“loaned

persons”who　went　to　work　in　the　various　domains，　including　Wakayama，　Tsuyama，　Nagoya

and　Fukui．　These　Okashinin　took　up　their　new　roles　by　either　one　of　two　methods：they　were

either　sent　to　domains　directly　by　the　Shizuoka　domain　upon　their　retum　home，　or　they　had

been　sent　to　the　various　domains　to　serve　their　period　of　confinelnent　and　were　subsequently

employed　locally．

　　　Some　of　the　vassals　who　surrendered　that　were　skilled　at　sword　fighting　and　very　patri－

otic　were　the丘rst　to　be　sent　to　study　under　the　Kagoshima　domain，　who　had　been　their　en－

emy　in　battle，　where　they　came　under　the　influence　of　the　Kagoshima　domain’s　simple　and

robust　warrior　spirit．　This　also　motivated　the　establishment　of　new　educational　institutions
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within　the　Shizuoka　fbudal　domain．　One　of　these　was　the　Shugak可o　established　in　Shizuoka

by　Hitomi　Yasushi，　which　aimed　to　enfbrce　discipline　among　warriors　and　to　provide　educa－

tion　based　on　learning　and　martial　arts，　and　also　attached　great　importance　to　conducting　ex－

changes　with　warriors伽m　other　domains．　The　intention　behind　sending　these　vassals　to

study　in　the　Kagoshima　domain　and　the　ShugakじOo　that　were　established　as　a　result，　was　the

promotion　of　horizontal　interaction　within　the　domain　and　between　the　domain　and　outside，

as　well　as　self二cultivation．　As　such，　their　significance　is　totally　diflbrent　fTom　that　of　the　Shi－

zuoka　Gakumo可o　and　the　Numazu　Military　Academy，　which　were　established　fbr　the　pur－

pose　of　raising　people　through　the　ranks　to　serve　the　do皿ain　or　the　state　by　means　of　West－

em　studies．

92


